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建築構造強度計算法に於ける諸問題

飯 島 猛 夫

現代の建築構芯曜の準 ;j 才は佐野博土も調はれる如く驚異的であり相官の{ 限定{ 刺牛を 附す

るならば殆んどあらゆる問題を併き ｾＡｴＭ る と精 しでも過言ではないであらう。 但 しとれはあ

くまでも傑件| 射であってそのf限定が賀↑削モ適合するか否かは別問題であ り、夏 l亡謹んだ研

究の結果を待たなければならないのである。

なる程構造壊はー肱そのfif} 系を整へるには成功 した。叉その一部分の対音f¥的主主事柄につ

いては純くべき程精泌を極めるに至ったが構造物全聞として考へ? と場合の綜合的の構造壊

と云ふ扱なものはとの反並行と駕くべき程貧弱で ある。構造上の局部 と局部 とを辿絡する部

分の王1ft; 命と云ふものが少しも現在くパ‘ ラパ‘ ラであり 、従って1- 11来J てった構造物も有機的に全

悼としてパラン九の取れたものでは無く局部的 l亡は最善の構造で‘ あっても各々積立した =([11

分が無機的 l亡制協しながら結合されてゐるに過ぎない桜l亡思はれる。

仰品簡単な構造物J であれば ζ れでも賀川的 l亡去し支へはないであらうが組雑たる機能的

な現代の新建築がとれであって好いであらうか。

メミ惜に於て製1mの取り wひ4!; る主J象は規則的のものであり 、不規J ! l J的のも のを取り 妙は

ねばたらぬときはとれを分僻して規J ! l J的危基本型としてから取り故ふのである。

しかるに貫存する構: 造物はとの肢に規WJ 的であるのは稀でるって大多数は不規WJ 的主主笹

雑 な も の で あ れ と れ r寄ーのものを質l授に取り倣ふ場合 VLI ' I 質問J 二大抵規則的のものより類

推して考へー臨もっともらしい理周の立つ解を求めて、とれを近似餅¥1 ' J . . りとしてゐるが、

とれがどの提度の近似解であるかと云ふ抜な事については誰もふれてゐないし 、又却々簡

躍には知る事が出aとないのである。

我々の如く貰際の構造物を設計せねば友らぬものにとっては現代の構造製は我々の求め

る問題に到しては何等の解答を興ヘデ- 直接我々陀は何等の必要の無い翻念的想像的の構造

のみを研究してゐる桜に比える。

タ1論考昼間の慣値はその質1 I J : 1/r前への膝用のみを以ては論じれトたいであらうが 、我々が質

際にぶつかって如1 n J I亡鴎翌日してよいかに 迷ふ桜た不規則なものラーメン 、 アーチ、ト ラ

ス、壁関空手が入り{ 昆って結合した杭な構造物K 到するjfy.f. 法の貧弱 さは、その各々が猿調lて

存イ正した場合の解法の理論的車Ili --討さに よじして驚く百J きも のがある。

とれ等の場合要領のよいものは 1u1 とか理加をつけて経節第一主義でゆき 、素人から はあ

の人は計算が Jl j いと賞められ るし、 気の小さい人は無暗に丈夫1 ' J . . ものを作ったり構造至上

1  XI  



主義を締へて建築の用途目的からも遣いあか抜けのしとい建築物を創り上げてしまふ。

以上の如き場合にとれが意匠とか用途の問題であると素人でも解ると云ふ理由で相官論

議される事もあるが、とれが構造の事であるとえにると芸人なんかにはわからないと云ふわ

けで 、やかましく論じられたのは聞いた事がない 、 とれは又構造 と云ふものは建物が出米

上ってしま へばすっかり内部へかくれてしま ふと云ふ理山にもよ るのであらうが、 とにか

くイ' E. *飴り 批 判の封稿となった事はない様である。

建築雑誌などで竣工建物を見てみ ると構造上も却々市白いものも多いがi I と忠はu るが 、

ζ の様な構造を設計者 l'i 如何な る{ 限定の lごに如何に 取り扱ったかと云ふ阪な事項について

具悼的な説明が奥へ られてゐない場合か多い。

多くの場合説明な しに唯構造物のみが存在するのである。

他の建築設計の方面、例 へば一般計韮意匠 、或は設備2ff については各々その設計者が御

自慢の意味 もあって却々よ くその設計について具惜的 lζ 説明され 、叉図面などもよく公表

されるのであるが 、構造的の事については 、その岡而や計算苦ー等を公表される事は殆んど

ない。

とれ等の事については公表できない種々の事情もあるのであらうが担度計算法の護法の

ためにはi甚だ遺憾な事である。先年警腕腿建築課で編柑し建築感合で護行した鱗骨 、鍛筋

コンクリ ート 構造住梁断面回集と云ふものでも出来上ってしまへば 、たったあれだけのも

のか と云へるがとれを公表するとな ると相蛍異論があったと 聞くし、 又先頃. J t 雑誌で新ら

しく出来た建築の構造詳細固集を作らうとして材料・を集める事がH15たないで質行不能とな

ったと云ふ様な話もある。

)(1 2  

構造強度計等は数著書的にやってゆくのであるから誰がやっても 、その最後の結果 lとは大

差が ない。意匠計霊の如く飴り個性が護揮されないと云ふが賓際は不明瞭な黙はf限定でや

ってゆく か ら 、そ の精粗、仮定の方法などで計算された 、 最後の結ＺＡｬ ｾ Ｑ 乙大差を生やる事が

ある。

結局現在に於ては構造理論の貧困なるがために強度計算にまでその設計ー者の{向性が表は

れると云ふ事になるのであって 、構造Il I l 論が完全になり未知の領域がなくなれば 、その掠

用する構造様式さへきまれば後は誰が計3享しでも全一の結果となるのであり 、又さうなら

なければならないのであらう。

構造身息苦 と強度計算案とはもっ ともっと窮度陀結びつけられねばな らない 、撃者はもっ

と貰際的であるべきであれ質際家はもっと墜者的良心を持つべきである。との意味に於

て先年建築感舎に於で決定された鎖筋コンクリ ート 構造計算規準 と云ふ掠なものは趣旨と

しては大接結構なものであるが例によって肝要た我々の常 l乙疑問と思ってゐる抜友部分に

ついては判れも書いて無いか、又は古: いてあっても工'j ( 逃げてゐる。

あれがInてからおt半数年になるから鎖骨構造の計算規市だとか、その他更に謹んだ構it i



物強度計算法と云ふ様なものが決定されても よい時期だ と思はれるがよかしも、そ の気配 が

ない。

相も鐙らや短形ラ ー メンの解き} / がと‘ うのとうのと同じ所をとねまはしてばかりゐる桜

lζ 忠はれる。

我々はもっと貫際的危問題 を求めてゐる のである。 例へば次に傘げる如き諸項目につい

てその解答を求めてゐるのである。

1. 矧 Jf三ラーメンとアーチ又はトヨス :呼が紡合した構造物 IC{;' 'UJ が作 J IJ した場合の理論

的 ｗＨ 法 、 ＰＱｗ タｊＹｦ主主築 σ コー ＱＭＱ ζ ｩｩ ，ｾ ｾ 止などを設 けた場 合 ｾＡｲｯ )  

2. アーチ又はフヰーレンテ ｊ レ排 ｟ｉ ＭＮ に即死三ラーメ ン が ［［￦ った校友構 ｾｦｪ !tjJ I  c  tJ，'[  )  J が1'I'i IJ し

た場合の王 Ｇ ｉＡ ［ 耐 ｲ ＧＧＩ ｗＨ 法及びｾ ｦＱ Ｎ ＱＢｊｉ 亡柿遣すれば故も釘桝的断 ｬ 師が科られるか 、 Ｈ停車場出 ｉｬ｜ ｊ の

トJ 亡ホア J レや事務室をとった場合、lf! 校間夫n豊操場のJ -J C教室をとった場合等)。

3. 多) 斤;多張1mの矧Jft ラーメ ンiと不規J l i J的に笠間のあるとき、 ζ れに司I; 庇及び ;1<) 1' :1¥ザ重

が作川すれば佐梁＾＾Ｎび ｦ 夜間 ｬζｾ ｦＱ Ｑ Ｂｊ なる肱力が起るかと云ふ械な研究。

4. ラーメン桂胸l構造は如何に設計施行すれば最も経情的で計算の111定と一致する犠k

1- 1 ' . . *るか、佐脚を完全 K 固定するには大友る基礎及び紫梁を必要とし不経法であり、 i骨節

l亡すれば貰肘上不都合を生十る 。 中間の半値i定 lとするとすればその制定度を如何 tとすれば

よいか。

5. ラーメンの計算に於て最初に1f X 定すべき部材の剛路、断面等は何を標準として{ 民定

するか 、計算の最後に於て部材の断面はFIf.. 1J によって決定すべきか、又は剛上むによって決

定すべきか。

6. 壁惜のみで出来上ってゐる如き構造物の理論的解法等々

以上の如き問題I' I 従米充分なる討論を経やして各個人思ひ思ひの偲定で. ; 童話; ! C設計して

* - たものである 。 とれを誰がみても納得できる理論で昆理し模範的な計算書類を作らうと

云ふのが筆者の念願なのである 。

今回雑誌 「建築と枇合」が構造特輯披と云ふものを蛮行せられると聞き誠に機立に遁し

た結構な計霊で・あれ又好機合であると信じて11': 菜考へてゐる事を少々述べさせてもらっ

たのである。

グ建築と品i 合' の如く構成ある建築雑誌により以上の趣旨が採り上げられて墜者、及、

責験家を綿動員して賞月1的綜合建築構造患とでも云ふ棋なものをまとめあげる事が出来れ

ば* 王者望外の幸である。

以上文言主が粗雑であり意を輩さ U る所多く 、叉先輩諸氏に封し或は謹を失した黙もある

かも知れないが 、とれも筆者が文生 lと不なれの筋と御許しを願ひ度ぃ。( 昭和11 ，10，3，)  
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新 土 質 力 事

底

_ - 晶

一-

・ーーー-

の

の 賓 際 計 算 上

用 V' c 就 い

ず¥、

の

て

山口 昇

土の J H裂は 1773年 Cou¥omb が有名怠る土棋論を出し更に R anki ne が1856年全く 立場

を異にした土座論を出 してか ら所謂土匪論に就いては著 しい準歩があった。 此等の土歴

11命K 於て I'I 御承知の如く土 を小さい粒子の集積 したも のと考へたので所謂粒韓J)壌と郁す

るブJ 撃のー涯を作ったのであります。とれは連続佃般を相手としだ揮性J )墜とは少々趣を

異にした力感である潟め多くの撃者の研究的興味をそそったのでありませう。近来は錦、

コンクリ ート 等の工業材料の弾性破損が土塊の崩擦に似てゐる ととろか らとの土)lis論を材

料の破壊叉は弾性降伏現象等に謄用せられるに至ったので叉とと K 新しい膝用を見出 した

ととにえにったわけであります。然し乍ら土質ブJ 墜としては吾々はとの粉惜土座論は古典的

土質力感の命名すべきものと思ってゐます。

尤もクーロ ンに始まった粉艦J )壊も近時色々と改良ざれつつあるととは事責であって殊

に土を躍に粉惜粒子の聞の摩擦力のみによって安定を保っとせ守、粒子間の合水の矯めに互

に筆引して所謂粘性を有するととを認めとれが籾関内部の的合を助けてゐるととを考慮す

るJ践になったととは応較的近来のととに 屈すると云ってもよいでせう 。

今第 1 闘の如 き車断試

験i換を期ひて試みに天然

の佳の土主義を算断して見

るときは次の結果が得ら

れます。

第 11i;¥] 中 A は土癒を

盛る容器であって困示の

如く 底なしの三重箱に友

7  

って ゐてその中央古官 C

をｴｊＮｾＱＧｃ押し抜くのであり

ます。釘断抵抗を知らん

とする 一土を天然の まま友

るべく盤1診をさせたいで

切り取って来てとと K 入

B  

¥

 

¥

 

第 園

X I 4  



〆， 

れ 、B Iて荷重を懸けて レバーに よ り

P  なる上下障を輿え ζ れを F によっ

て械に押し抜くのでありますわF は

E たる分銅のf噴きによって ζ れに働

く抑抜に要する 1J を測 るととが出来

る。 E3断が進行して C 部が間中右に

移動しでも常Ic:: F I 亡働く J ) が質測出

来る やう にI を支えるピボッ トは D

第 2  間

1t， I亡よって嬰断の準行と共I ' C::t i  I ' C移動

するやうに友って居るのでありま す。

ノトかかる勇断機に七を入れ k 下座を色々に盤化して各男断) ) を測定するときは通常のこ1:

減ではニ欠の級友賀験の結果を得ます。

53断機の男断聞の大さをA を以て表し.1-. 下!' i与を P 以て表せば平均上 下尽力強度は

p  

n =つ4"….. . .・ H ・...・ H ・...・ H ・.......・ H ・-….....・ H ・-… -…・ ……・…・・・ H ・H ・.....・ M ・.....・ H ・-… ...........( 1  )  

押し抜きに要する算断力を F を以て表せば嬰断される面は c の上下二面ある古文平均現断

聴力強度は

f = t f ( 2〉

ノト貫験の結果を上の n 及 f を二坐標軸にとって岡示すると第 2 岡 ( a) の如くになるのが

普通であります。今とれを式で表せば

f =nt anO+ (  … ...・ H ・..... ... ....・ H ・-…・… ……....・ H ・.. .・ H ・..，・ M ・.. ..・ H ・... .. ... ........… ...… - …・・ … ( 3 )  

となります。式中 O はごI二の内部摩擦角を示し c は名li 者 )) を示して ゐます。 もし :1: が砂粘

のみで向来てゐてしかもよく乾いてサラサラしてゐ る: 場合Iとは

( =0 

でありまして第 2 岡中( めの如くになります。 とれ所講古典土質J)摩の粉惜の場合であり

ます。 もし叉士が純粋の粘土である場合は全くとれと反 ;ti l'C

。= 0

となりましてｾｾ 2  ｉ ， ｾＺ ｩ ｬ＠ gl c の如くに H鞠hl 亡平行の直線となります。との場合l乙は :1は内部

摩擦) ) による挺抗力を火って専ら粘者) ) のみでその公定を保つととになるのでありまして

此れは古典土質ブJ 与さでは取散はなかったもので・す。

以下此等の粘者力 ｣ が擁照土匪ｾ�Ｎぴ 、にゴ二の支持Ｉ Ｉ 計算上 ｴζ 如何なる役割を演じつつあ

るかを概説いたすとと K 致しませう 。

粘着力を始めて賞用的計3芋法と して擁壁土鹿に導入したのは恐ら く Fel l eni us でるりま

せう。 Fel1eni us は第 3 闘の如 き最 も簡軍なる場合に就い て粘性土の主働 土歴を下の如 く

5  XI 



に計合掌した。今任意の商 OR( ζ の水平

との傾を 3 とする〕をとりその面をこり

面と考へ二と簸 OAB の重量を W とし

OA壁面上. の土匪P はとれを面に垂直之

偲定するく即ち壁は卒滑と 考ふ) OB 面

に於ては反 7J R がと の雨の実線と 内部

摩擦角。の傾をもって上r[ J ] 1C働く外に

OB 面内に粘着力 K が抵抗力として上

向i乞働くものと考ふ。 との大さは

K=c.  OB……...・ H ・....・ H ・....・ M ・- …… ・H ・H ・- ……...・ H ・..... ・H ・-…… ……… “ H ・H ・……......・く 4)  

。

第 園3  

ノト W，P， R ，及 K の!J LI 力の釣合のt条件として此等の j) の O B 面への平行並に垂直分

カの和を零と置けば

Pcoso  +  ___;_と+Rsi n8- Wsi no= O 1  
si nd .  -- _. .. .  .. _.. .- _  ¥.. ..・ M ・H ・H ・-… H ・H ・..，・…・ H ・H ・...・ H ・… ... ・H ・-… …・(， 5 )  

- Psi no +  Rcos8 - Wc os 8=O J  

イE し

回

一
一知

一

軍

2

3

一S

佼

J

M

一

叩

h

一
泊

四

車

z

一
勧

一

s

の

一

=

土

」

B

=

り

H

H

O

W

よ式

F

、
J

ー . 1_2

竺午- si n2o- wh宮cos呈otan8-:- 2c l1 

P =  _ _  k  ・a  .---- - - _ ....・ M ・....・ H ・.. …  ... .・ M ・. .. ...... ...… H ・H ・.. .・ H ・- ・・ ( 6 )

si n2o 

との P r;j 最大備 を求むれば

d P  ｾ＠
do - V  

即ち

= - L 十1 ー ……・…. . . . .. … H ・H ・.......・ H ・-… .. .. ・H ・- …・ ・・・・…・...・ H ・- ・，. .... ... . . . . …(7)

4  .  2  

とれ粘性 ｊＡｾ き場合の ｌ 即 ち砂 のＩ j二り聞と 同ーものである p 而して とれを ( 6) ; ¥1亡入れて

最大土 ｾ

ｐ］ ωｨ 雪 。 ｬ π ｾ ￬ - 2chtan! π 0} ( 8 〉

¥ 4  - T }  - u htan，4'" 一一2 )

を1ｾｊ｜ 。 ζ の第 Ｑ 項は砂 の場合であっ て第 Ｒ 項が粘着 Ｉ ｊ のある場合の 補正項左見 るとと カＧｩ ｦｬ ，

* る。

以 上の分析的解法を闘解法に改めれば l、の如くすればよい。第 3 闘に於ける W，R ， P  

を以って先づブJ の閉三角形を作り( とれは粘性無き場合〉第 4 固を描きその一角を粘差j J

X I 6  



AP ?  

第 4 圏

第 4 闘より

たる故

K l'CiJi 行に切り取って

P - Li P  

を粘性土の場合の土匪力とすればよいの

W 但し

故に

K =ι OB=  ___;_と
Sl nf l  

ｯ］ｾ ー Ｋ」 Ｍ
4  '  2  

ｌｩ ｐ］Ｒ｣ｨｴ｡ｮ ｬ Ｋ Ｍ ｾ Ｉ＠ .. ..... ..... …  ・ ・・ ・・ ・・・・… ( 9 )

¥ 4  2  J  

即ち此れ ( 8) 式の第 2 項と同ーのものである 。

斯の如き 考から更に一般の場合に於ても先づ粘着力無きも のと考へて土座を因解的に求

め、その 11の閉多角形の一角を適宜に粘着力 K I'C平行に紋き取るととによって粘着力の

ある士‘ の場合の土限を岡解的 K 求められるととは容易に想像出来ると とと恩ひますο

備瑞 9具のペタ ー ソン・フ J レアイ ン等の人々はとの粘着11を図形上の而説にも感用してゐ

ます。

備叉法面 の安定ｉＧｃｾ Ｎｊしでも粉性の影響は大で ありまし て抑冷砂地 の 法面は砂 の 内部摩擦

角( 即ち念、角〉より念、傾斜1iJ: 保ち得ないと とは元よりで‘ ありますが粘性土たらばとれに反し

て或程度の深さ迄は鉛l直に切っても尚安全であれ法雨傾斜も内郁摩擦角よりも大 11:/+¥来

るわげであ ります。但しと法面安全勾配は法面高によるものであって極めて長い法商では

やはり内部摩擦角以上の傾は保ち得ぬと之に怒ります。所謂初行性地上りが存外王P: ts. 1'C見

える地にま ｰ っ て起 っ てゐ るのは多くは法聞が非常に長く成い場所である事でも Ｑｾｾ ります。

此等、の事責が又上記の土座計算法と

同様の算法で極めて簡軍 K 計算出来

るのであります。此等を一々説明す

るととは| 彼られたる紙主主で ある病め

省略致しますが詳しくは近日 :岩披芥

jよから出版致しますお1¥著「二1- : . の力感」

に就いて御一読を願ひたい と存じま

す。 第

d  

。
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更にこの粘着力が重大なる役割を演じてゐるのは土の支持力即ち地耐力に就いてであり

ます ｣ 今日の土のカ謬では地而 の 支持力は第 Ｔ 闘の如く地表面ＱＧｃＱ Ｚｾ ｪ 重が」故る場合その直下

.f ' C 三角形の( 岡中 OAR) 模形に先づ地面が固まりとの土喫が穿入して行く ためそ の左右

の部分の土が. f i Iu. f ' C押し出 される矯め荷重が沈下するものと考へるのが常識であります。

とれは所謂 、 クJ レドチプーモ フ ( Kurdj umof f ) 効果と名付け る現象で あ りますが此ういふ

見方から地雨の支持) ) を計算すればラ ンキンニ[::1事論K よる支持1) の如く地表聞では支持力

が零之友る不合理は起らぬのであります。 と の場合も O C，O D の_ r - . り面に吾々 は障擦

} ) の外に粘着力をも加えて計算するととが出来ます。 とれは岡解的に極めて察易 K 出来る

のであります。又最近。1¥蘭西 の カコー ( Caquot ) はプラ ン トJ レの塑性論を肱用して分析

的にもかかる場合を解くととに成功し下の如 き支持ブj 式を提案してゐます。

[ π  _(}_ i  _，nanO  -1- _ c_ 1  ピヱ- -I- - {}_ i
P = whtant h - + 2 j t + E J L t a n ¥4 + 2 j F M- 1j h ( 10〉

但 t u=土の輩位重量

17=地表 より基礎面迄の根切りの深さ

{ } =土の内部摩擦角

c =土の粘性係数

(10) 式中第 1項は内部摩擦の項、第 2 項は粘着力による項である 。 との式は根切りが無い

場合K は第 2 項のみ とな る。 即ち地表面の支持カはとの場合である。

以上は専ら土の粘着1i を考へた来日土質力撃の概況であります。との粘着力は先にも遁ぺ

た通り土の合水量: の影響を受けるとと多大なる鰐めその値が不定でありますが地下充分の

深さの黙で・は合水長の盟イヒはあまり大でないといふ見地から今日では必やしも不定として

捨てるべきものでないといふのが定設になって来? と次第であります。

新土質力壊について夏にも一つ中上ねば主主らぬのはテ J レサ・ギ ( Terzaghi ) によって唱

えられるに至った所謂動水座による支持力論だと思ひます。 アJ レサ・ギーによれば土に座1) を

?  

- 7μP 

第 6  園

P  

加 える ときは土の間隙中に含ま

れて ゐる水分を絞り出す矯めに

高き水座カを生じとれが土の支

持カを助ける主 云ふのでありま

す。此れを簡 l草に説明すれば次

の如くに なるととと思ひます。

今 第 5 固に示す如く 7.]'( を漏さ

ぬ器に充分f ' C7.]'( を吸って飽和し

てゐる土を入れとれを上方から

軽石の如き透水性の蓋を なして



とれを押すときは土の腰縮i乞伴って土中の* - は漸次l乞上でに抜け出す。 との土中の*- が自

rl:i1'C軽石の中を通りぬげると 35- へればと の長 (- . 端部て・は* - は何等支持カを興えたい。荷重

P を支えるのは専 ら土の粒子の支持力で るって用機の断而積を A とすればとの眼力強度は

p =壬 α

でで. ある。 号たに 土中に入れ るに従つで 一(' . 粒子の受けるl取j j Ir.l: i! 断次減少 して穴水に よる水 )1応力

i亡置き換えられる。 との柄者の綿和は常に ( 11)式の怖と匂: しいわけであ. 0 0 ノト用器底 よ り

任意の高さ x の ととろでは第 5閣不二闘の如 くK なってゐる 。 との P は土粒子の受ける l眼力

でるり ω は合水の受ける座力で ある 。 土中充分深いととろ では全l区) ) が) . して合水の7) <眼

力に盤ってしま ふととは第 5闘右闘の示すやうにたる筈である。所で土中の間隙 を過して

絞り1- 11る水の量は夕、J レシーの式によれば符・秒

。=- ki A .. ・・ H ・H ・... .・ H ・. . . .…… ..... .. ...・H ・-… …・・・…  .. ..・ H ・.....… ・...・ H ・.. ..… ………・… { 12)

伺し k=透水度

t =水歴勾配

A =断面積

今 xの黙で厚ゐの土K 就いてと の 肝 雨 商 を 透 過 す る 水 量 問 へ れ ば 特 別 法Q+4pdx

d Q  

と危 る。その差は 'd; dx であってとれ( 12) 式より

然るに

なる故

4立d x = - Aバ! _ dx

ax ax 

d w  

t =  dx 

4立dx=- M41dx ・・・ ・・・ ・・ ・・ (13)  

ax ax-

との値は A dx 1 t . . る土の本積の符砂K 失ふ合水Ji 1: t c. 等しいをt

tFLdx=- AdX41  ・ ・・・… ・・ ・・…・ ・・・・・・・ .......... …  ....(14)  

ax a r  

但 e =土の間陳希E

伊! となれば土の間隙は今全部水で浸されて ゐるも のと考へてゐるから上式て・よいのであり

ます。

然るに土の間隙 r と陀縮) ) p とは

j ι = - E  .. ...... .. ...................... ..... .................. .. ..................... ・・ (15)  

ae 

完工る附係がある潟め

de _  de _tj p_  _  _  _ 1_  ｾｦＮｊ｟＠ .... .... …  ・H ・H ・目・H ・H ・- …… ....・ H ・-… ・・・… … 0 ・・・・ H ・H ・- ・・ ( 16)

dt =  dp dI  =- - r  dt '  

ζ れを ( 14) 式に入れて

9  XI  



d o d  A  b - dr  4 …ー….. .・ H ・'"・ H ・-・…... .・...…-… …"( 17)ゐ ax=y d t ax....... ... .. .... .... ，・…...........…

(13)式よ り

与 = - kE d:弓ー ・・ ・ ・・ …  ・ ・・・・・ ・・山 ( 18)  

ar ax' 

なる式 を4辱-:f .r 。

f，¥j 第 5固により

p+ ω = 常数

友 る教

d色 dw

dt -- dt 

故に( 18) 式は

年 = hE4 M … …  ・・ …  …・・ …・・. . . . . . … ・ ・ ・・・ ・・ …… u く19)

ar ax '  

となり ます。此式の k ( 透水度〕及 E ( 歴搭揮性係敢〉は何れも厳重に云へば tやx の菌

数ですが今恨りにとれ等を常数と 考へれば( 19) 式は恰かも熱体導の式と同形であります。

従ってとの解は色々の場合K 就いて既K 研究され解かれてあります。従てとの成果を車専用

するととに より こ と中の含水路の時間ｴＡｊＮｴｌｾ間的の艶化を知るととが可能なわけで・ありま

す。従って土粘子の受ける照力企 の時間坊に本間的の捜: 化も知るととが1- 1 ¥来ろとととな

ります。とれ等が建物 や土 地が 長い時 間 ｬ 乞亘って沈降して ｾｲ く現象 を説 明するととになる

であらう といふのがア J レザーギの所謂動氷陀支持カ論の要旨であります。

以上甚ほ不徹底の黙もあるかとも思、ひますが只今思ひ付いた勲二三を巾上? と次第であり

ます。以上

XI 1 0  



新 基 礎 調 査 法 ε 其 の 庭 用 寅 例

A  新基礎調査法

( ] )  卒盤載荷試験の紋 駄

心 工 場建設に於げる寅伊j

b)  油備工事に於げる質例

c ) 築堤 の 資伊j

( 0  二重錐心管の使 用

A. 新 基 礎 調 査 漉

( 1 )  卒盤載荷試験の蝕結

j度 主曇

く1 ) 地質桂成闘の作製法

B. 際 用 jif 'Ol J  

( 1 ) 杭の支持カ の計算

( 1 ) 矢板根入の計算

( 1 )  油槽沈下量の計算

貫

基礎弘特 司法と して従来行はれでゐる方法同附試験 主試錐の二者がある。 然 るに毅荷試

験はnjf : 鼠に地表面に戦荷板を設置し之に荷重を加 へ所謂限界荷重 ( Grenzbel astung) を見

出すとさであるが、何 と云っても皮相の観察を売れぬ 、何故ならば基礎に開す る理論的乃

至賞 ｅ 鮪句研究を待たすコとも 、 週Ｚ結納による 地中 のｾ 力 分布の賀際 よ り見て 、地 盤の 強 ｊＡｊＧ の

聞係する の は地表而と 云ふよ り ｾ ｾＱＮろ地 ｆ 深所 ｬ 乞於てであるとと ｉ Ｇￌ明かである。

第 固 くa) 第 聞 くb)

1  1  XI  



試み に光弾性賓験装置 ( Appar atus for 

Phot oモlasti cit y ) を用ひ荷重強度を一定

にして載荷板の大きさを盤へ て見るに 、

第 1 固 い- c) に示す如く明かに抜荷放

の大きさが大きくなれば 、必十し も歴力

強度その ものは共催奥深くまで停るとは

思へないが、兎に角暦 11は lご部のプJ ・まで

侍るととが午IJ る。又J 欠円如 き質例によ っ

てもよくとの開係が牛IJ る。

a)  工場建設に於ける質例

0.5 X  0.5= 1/  1m2 友 る 底 而 積のイ iX H.

I'L 5kg/c m
2

なる .1.削可 をした場合住かに

凡そ 1

1

/ 2cm ( 砂質地盤) 位しか沈-1" し友

かったので 、との地盤が杭の基礎lぷ版の

第 園 (c)

?と めに地盤 眼力が 2.5kg/cm! とたった

ものとすれば、との基礎は 2 の安全卒を有するもの之考へ?と。l起がとの考 へは誤りであっ

てその誤謬を明かにするために第 Ｒ 園は、民間積 Ｑ Ｏ Ｔｭｾ に於ける此の如き試験不在意ーによ

るl復力分布と 3x 3=9m曳なる

佐基礎床版に於ける膝1; 分析.fj の

上じ較を示したも のである。即ち

此の固に止れば試験荷重によっ

ては、厚さ ー1 m-;たる上部砂府は

其の下部に於て基礎葺下に於け

る座力の僅か10%しか受け危い

のに反し 、桂基礎床版の場合に

は街之より深い戸)r で 100% のw

11  iJ{ 干了. ;f l: してゐる。 とれから

5kg/c m
2

なる試 験荷重は ー1. 0

m I' L於て僅かに 0.5kg/c m宮を

示すに反し、基礎床版に於ては

ととで尚 2.5kg/cm
2

怒る座力

が作用してゐる。 即 ち貫1'L 10%

線は約 6m の深さまでも達して

ゐる。がl之そ の 8. 0mの所は軟

XI  1 2  
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弱粘土で殆んど支持ブJ を有したい} 昔

でるるが、之れに就いて地表面では

何等知る所君主く且試験荷重に於ては

勿論異献が認められゑかったもので

ある。

b)  irs槽工事に於ける賞例

篇 5 圃はi由槽の場合の賞例 を示し

てゐる。その基礎地盤は上部 2 mの

は応較的細粒の侮砂から成り、それ

以下 18mまでは、* を多量に含んだ

非常にー軟弱た粘土である。1m

2

たる

底面積に於ける試験荷重 /ti 10t =1. 0  

kg/ cm! であ ったが 1 週間のr1ft vc 枕

下は認められたかった。かかる地質

5t 下 = 0

界: ｰｾ＠ ｾ＠ 1:  0. 1  

.‘  

苅 1哲
f. : f v=150: 向。

第 3 圃

1jS- fi 量殺術試験 さ資地 建造物の比 較

のJ 9rVC ＱＰＰｭＧ 主 主る基ｻ建面積を有する ＱＱｍ ｜ｗが建設されてゐる 。 試験荷重に於て ＱＮ Ｐｫ ｧＯ｣ｭｾ

が安全訟ものと 云へるから 0. 5kg/  c m
2  

I'I必'J論許二本しれJ られるも の と考へられるが、此の

油機は 2' /
2

年の問にが
:J 45cm だけtt ＱＧ Ｍ して ゐる。その説明は 簡 ｾ ｎ｟ｻ i'C次の杭であ るo 11x り

.. 

• 4 圃

卒盤裁荷試験古賀地建制却の比 較

に 1 m
2

上の試験荷 重が粘土居のJ 二

部に於て 3.3 x 3.3= lOm
2  

11[.分 布さ

れたものとすれば、との下部の粘土

府では J-_而l乙於て受特つ荷重の10%

しか受けてゐ泣い。之K 反して 11批判

そのものの場合では Po: Pu 怒る比は

10:1 でなく 、 150: 100 でるるからJ-_

ｉ 固に方をて ＰＮＵｫｧＯ｣ｭｾ なるときは Ｒｭ

の深さに於て 0.335kg/  ｣ｭｾ 丈け作

J : I j するととに友る。

c)  築堤の質例

前の場合よりも築堤K 於る方がます

胤がー居大である。第4圃は Kogl er

による 1m: 底! 前上の試験荷重に於

ける等j盛線と築堤そのものの等) 単線

之を示してゐる。試験荷重によって

沈下は殆んど認められたいが、築堤

1 3 刻



-、 全憶 としての沈下は基礎の地崎 K よっては

lOc m位に達し得る。とれに就いて如何にす

れば或る程度まで正しい説lり1をなすととが出

来るかが問題である。

従って互互に換 言 するたらばＡｉ ｾｦ な試験 の 如き

をと以て基礎地盤の支持カ ( T ragfahi gkeit ) を

云 々する は1!任意味と 云ふ言葉K 査きるか もタ11

れ友い、要するに政手伝試験lま? 立なるお安め控

度の範! 主iを':1¥でない。従って設計 ・他工ートの

有力 Jな資本'! としてはf賃値に乏しいものと云っ

て差支へない。J与の幸

3来l長ミるのが試錐 (Bori ngρ〉 と 云 ふ ζ とlに亡なる

• 5  聞 くの

二重錐心管用可燃式衝撃組事事併式試錐機

( 深さ 50mまで可能〉

が 、如上 の目的の ｬｾｦｌｉ ｲ［ｴ自然［伏態の位標本を

採取するとと、換言すれば Cor e bori ngと云

ふと とにた る。然るに従来コオア・ポウリシ

グと 云へば岩盤のみI ' L . !IHられたものであり 、

基礎調査を必要とするが如き軟弱地盤陀於て

は殆んど不可能事とされてゐた。即 ち上総奴

の如き 衝撃式試錐 ( Percussion bori ng) によ

って穿孔し唯 Ｑｾ I ' C籾米J伏の標本をサンド ・ポ

ンプの類で採取するに止まる 。従って此の標

本より輩なる地質柱獄圃 ( Ge ological col u-

mnar  sect i on) を作り 、之によって地府の

支持カを推定するに過ぎたい献態である。

此の如く 試錐と云ひ抜荷試験と云ひ不完全

不確賓の Dat a を以て地盤の強度を推定する

ととは極めて不安危方法であっ て、共の結果

不inlJ の事故や建造物の勝* の沈下に到す る防

護工事等の誕を永久に絶つと とが/ 1¥* ないも

のである 。

夫れ故 如何 ｋ しでも地 ー Ｑ ＧＭ の 傑 ｊ ＺＹ ｦ の ＱＡ Ａ ｾ 令軟弱

な地質 主臨 も共のコ才 アが欲しいと云ふのが

災I 1 4  
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• 6 圃

組 成 分 間 合 に よ る 土 質 分 類 表

性包トョ

G' t1VeI 

l¥/e5 

k3、u  と |夕日Vi M

百夕、

Sond 

Sdaa仏ncf 

• 6  園 ( a.b)  

まt 径 分 類 主主

ぇ

同

仰

い

点

、

M
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o
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u

ー
晶

4
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，
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ail.. 本 土 質 i t M成績回表( . . . i I . . <<. 匂Zf f L. “ 包 )

....省1: 1・lII .. 'H! ，民 合l ' >・1 1"<

自t . 1 'u  9  '4' 10 川

a a金5"_ " 嗣 血晶一_ . l ! . . . 且ー 単日伝 ｡ ー ム 一一ｾ止旦 旦主主 Ｓ ｟ ＱＮＯ ｟ Ｇ ＧＧ｟

第 7  回

目1臨 M ( I'" 州， )・持 符塁

間 措 比 い'ood ..¥".1 _ 士官響 詩

倉本 ｾ ｉｗ ＮＮ｣ ， ，，，Ｎ ｮＧ 酬ｽ・ 士 等学 手ま

含末比仰向 叫・ま等 斡持

1;て: 二白



|三 三 三 三l m
北 土

C/O( 

除努労T玄沼

除去妥多矧

沈; 疋質ロオム

Si /fy Loam 

砂、質北九

SandySi/l  

i Ziえ賞対土

Silty 乙loy

砂質ロメム

Sandy Lo()m 

ヨ ･ｾ 尼質 ｂ ｆ 上

Si/;かS l1nd

砂、首 結上

Sondf ι101  

まち主事[ 北支J

dayeySi!+ 

砂 土

5and 

方主主噴ロ大ム

c!af Loom 

(j rave/ 

• 6 岡 ( c)

土 質調主主委員合規定 土質断面記就

ロ オ ム

Lotl /T1 ' " 

沈 あ

ふi十

ＭｦｬｩＺ Ｇ ｹ の 永 年の希望であった 、 夫がＡＮ ｾ め 必数年来騒々 の研究を屯ねてＭＪたが 、 ノ ト Ｑ Ｑ 漸く |、ーIC

辿べるが如き ;l Mi mがえによ ってとの u的 もどうやら述する ζ とがIU* た。 I"J時 fC近時殻述 し

て- *た地質エ畢 ( Geot ec h  ni cs) の肱J ' lj Iζ 依って地盤の制度削制する諸種の試験を 1i u¥-f丸、

ん としては多少とも良 心的 なキ ｉｾｾｾ を ＴＱ［ るとと ｬ こ 成ＮｲＮＩ Ｉ してＭＪた次第でゐる。

( 11) 二 重 錐 心 管 の 使 用

コオア・ボウ 1) . シグ lζ 於ては従- * 秋山( イ i}，I{、イ i ［ ，ｾ Ｍ ＧＩＺ 、 脱 ｾ ＱＱ Ｈｾｉ［ Ｉ の 版本 ｋ は 二重錐心管 ｃ ｄｯ ・

ubl e cor e  t ube) を使mし姐轄式

試錐機 ( Rot ary bori ng  machi ne)  

を以て府t 磐採 取 してゐたが、。lりょ材

地 盤 ( 粘 土 ・枕Vthり のコオア-Y.f<

取には第 Ｕ 園 Ｈ ｢ Ｉ の如き Ｇ｜ ｾ｜Ｇｾ必 ｦｦ ｾ 心

ｽＱ｝ ｦｃ特別 ｦ ｣ Ｑ ＱＧ 製せるがｾ 1 0 0 mm二

点ｻｩ ｦｦ ｾ 心 管を もと川し第 Ｕ 圃 Ｈ｡Ｉ の灯 ｬ

きWj: ' l 侠廻韓併川 IIJ 能なる j'H般J-¥，｜ｽｾ＠

1fH症を以て保取 してゐる。

此の コ; j - ＩＧ は種々 ＱＱＷ 心 の品，Ｇ［ ［ＡＮｉ ｾＱＱ 止

大 ｬ￭ｊｾ 外 ｾｬｾ ＱＰＰｭ ｬＱＱ までのものを ｩＢ ｾｾ

Ｑ 以しね るに宅った 、 夕刊しは Ｉ ｉ ｾ Ｇｩ ［ＺＢ な

C  

P  

( a J  

PRノ号 m 場合 m 杭例 岬 込 j底抗力納 計算

L  

N  h. Y. c. fl. Tn 

2臨 8  圃

1 7  XI  



J&' J ) }で秋材

( 111)  地質桂獄園の作製法

試 ＵＱ ｦ ｾ 際本 の ｾ ｌ 抗試験結 果を 第 Ｗ 圃 の 如 く一枚の悶表 ｬ 乞作製すれば 、 一目瞭然地 ｜［ の ｪ 必 ｪ ぽ

; 伏態と併行して共の土質の有らゆる物理的性質並に強度を知るととが lI ¥dとる。

此の ｉｎＰＱ 法は先づ最 左 ＧＨｊ ＡｉＡ の ｪｭ 心榔 ｩｪ ｬＧｌＮ ｬｴ￬ 機械的分析結果ｉＧｌＮ ｾｾく 配 合 比 の三 ｦ ￭ｊ 庄棋に よる分

剣法( 第 6 圃 ( a，b)参照) を II Jひて. : : 1: を分fJi ( 命名) し 、第 6 園 ( c) に示すが如き. : : 1: 政断

附記蹴ｬＧｉ ｊ 凡例 ｬ 亡基き松 駅凶 を記入する 、 次で組成ｾｉｦ＼Ｚは共の車 ｲｵ 点をその百分応 ｬ て依って 配

列す る( 但 し枕泥、粘土分の筒所は各零黙より各砂介、 tt 泥分 をぷ加l したるも のを取る 〉

之等雨闘を よじ 較すれば直ちに地 ｪ 吾の性質が判明する。共他の類 ＱＲ はれ地 ｪ 丙 Ｇｉ ＺｔＺ ｉ 乙 ｙｑｾＭ ずるコオ

アの試験結来を記入すれば 、夫々地hサl亡主.j M{して共の強度 を読み取るととが 1I'，d毛るG

例 へば 第 7 固に於て 、砂分の多いJ l つ1l¥J 1絞卒小 tJ. る)i Jfは j挙協 frJ は大きく i対t1J:J ; lt; じいさ

く 、粘 ｌ 介の多い所は必 ｬ ζ ＱＧｊＮ つてゐる。繭飴の諸性 ｩｴ も紙 ｬ てとに ｩ ｬｬ Ａ じ ｾｽｬ 防ｩＨ ＱＢ ｝ｉ ζ ー ｦｬ 地ｼ、 の

状態を手に取る如く翻摂するニとカ，/ 1¥* る 。

B. 醸 用 賓 例

以トーの如 き地質柱獄園の作製1<:1交って 、基礎地盤の支持 ) J も地f' U. 第的王lP' 論の除IIJ 1亡よ

って本易に計算するととが川 * る。二三の賓例 を示せば次の 如し。

( 1 ) 杭 の 支 持 力

第 Ｘ 圃 Ｈ ｡ Ｉ の 如 く 地肢 が均ーなる場合 、 杭の支持 Ｉ ｊ 計 ｾ ￎ Ｚ は ＴＷ 〈式 ｬ 亡依って表はされる 。

P = Atan
2

(ミ+ 2) r M t T Pta仙 Lch

端而 の Ｑｾ 抗 周位lの掠抗 説集7J による

、一一一一一一一一一一一一} 悶閣の祇抗

摩 擦 f(1

イ11. し A = t t の端而の而献

c =土の接集 J J

L =杭の/，1，1長

。= 土の陣捺frJ

h =杭の深 さr =土のよじ重

。= 土と杭との II¥J の出擦プ(J

第 8 園 ( b) の如 く杭持強度の相呉なる地j斤がぶ積 して ゐる: 場合はJ-l: の紙抗 }J P は、

引 1 J酎亡於ては

P
1  
= At an

2
!  Ｍ ｾ＠ +  ｾ＠ I rlhl + -;  ｌｲｬｨｨ｡ｮ ｾ Ｑ＠ +  Lc1hl  
¥ 4  .，.. 2  ) '1

11

1"" 2  

UH Jl'rl 亡於ては

/ 守 B. '，. .  ，， 1  

九= A tan2lす+ ヲ)( γlh1
十

r ω
十 2L ( 2i  tfll +  i  1112  ) h2tanoz+  ｌ｣ｺｨｾ＠
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第 N !普l乞於 て は

I rr fl ，， ¥_! ! .  ＱＮ ， ｟ ｾ Ｑ＠
P n=At an

2

( を+寸 jR Th+ EL ( 2字r h+ 川 ，，) ん t叫

ｎ 府 のー ド 端に於け る 杭 の支 持 力 は ｐ Ｂ のお ｲ ｾ 11.11と P I - P" の 第 2唄 及 第 3引 の才守系fi lー

を}J II へたも の に 相 訴 す る。

以 上の支持 力言H.. k式を mひ 、IJL場より 採 取せる j : 質 標本 を測 定せる抗 要強 度 ( c，(} ) を代

入し 、米 口15糎 の杭 のすも} l れと於ける支持 ) J 強 度を 求 めて l訓示せる質例 が第 9 園 である 。イ11

しとの際 δ は O の 1/3 と>Lf O:k した。

( II ) 矢 板 根 入 れ

a) 基 礎 X -l' H 入

第 ＱＰ 圃 ｴ り をて 構 造物が火定を 保 つためには 、 ｊ ｬＺ の 化合 ｩ 山 立 ｰ は 地強 の支 持 Ｉ ｊ 、 Ｑ Ａ Ｑｬ ち ｪ Ｑｾ

Ｑａ 土Ｉｬｾ 強 度 ｐ 。 との ｉｾｍ 係に於て ｐ た 凡 なるを要す 。

Ca quot の 基 礎 地 盤 支 持力公式はふ: の ( 1 ) 式の如 し。

ｦｌ ｜ ｮＮ ｬＺ，Ｎｬｉ ｾ＿ ｟ ｟ ｃ＠ _ 1._ _
2

( _7r_.L!!.. ，: tan9 i'  
P= Porh t d  z + Ej e + td l tan l 4 + Ele - 1j ( 1〉

l火lζ 地盤 に P の 支 持力 を持たしむるための基・礎 工 の 根入U h は次の ( 2) ..r¥; v.J Jl nくなる。

_  C  (  " (  rr .  s  ¥ T. tanO  • "¥ 

h= f 一五百d¥tan"¥4 十 2 } e - 1 j  白. .... .. .. .. ... .・…… ( 2)

rtan
2  ｾ 号 ＫＴｹ｡ｮｊ

ｾｩ ｬ ｊ ｲ＠ 此 の 場 合 設 計荷 重強 度 、.f! 1l ちP = 10t {m

2

に してとの地 域 の地 盤 の 土 の'ihl 皮 は 従 来 の 宜 験

値 よ り 大 略 l、ーの如 く推定せらる 。

二l二質標本質験他 (7H脱線三i
n
[ 口 騨 構内」ー質試験

結 果〉

c= 0.222kg/c m
2

， d= 1
0

20'， i' = 1. 86gr/m

3  

万

( 3
r
u

凶L
'
'
 

R

l

i

 。
17r ，

{) ¥πtanO

計算官fi iE F953
，tar

ぺ
4 + E je - 1 = 020

Ｈ イ ト Ｑ し以トー の数 Ｑ Ｑ Ｑｾ ￍＮは ｦｚ 水不 ＳＰ ｾ ｾ の場合 、 ( 1然似

態)

紋 lこ 17= 当:;誠治三上=ぷ; ; 3 = 406cm44 10111

戸

10 画第

向此 の計 ｾ ｲｬ 乙は ＱＮ Ｕ 位Ａ支のみＺ 全 やＺを 見 込むことを聖ーすべく

J:!1l ち 4.10x  1. 5= 6.l 5m 

1 9  
XI  
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b) 矢 板 工 収 入

第 II 園1'( 於て矢板了. を施計す場合共の机入は P。三五P' = h' ・i なる附係より求 むると とをi !J¥o

l Wちとの聞係は同前払: の A ( 1) の如き Caquot の矢板根λ れ公式によれば ( 第12園参照〉

I  T・ 円、- rr t 内 町u

( i ・h-トH ) ta門L- j je ユト・h' + H....... .. ....... ( 3)

(r.h+  ｴ｡ｾ Ｈｪ＠ Ｉ ヤ ｾ Ｉ πｬ ＺＺｉ ｮ ｏ C  

r.h+高 官 ｴ｡ｮ Ｇ ｾ＠ 4" 一言 e 一五五百

白 ・{ 4)

ｾ Ｚ＠

，; 制定 H = 詰71= 9.53
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Ｑｍ 以｟ｉ Ｍ Ｎ の 計 ｾ￬ Ｚ は ＱＮ Ｕ の み ー 全本 を 合む 。

( 111) 油槽沈下量の計 算

手1J I 尾治 9 ｴｾｊ￴ 由民主主築 さ れた ｩｩｬｬ ｴ｜Ｇ ｬ ｩ は 姉辺省併

内動車f I j がソリ ンを!17賦す る日fl"J て'ill てられた

もので 、 之がカ ｡ ソリ ンを 以 て 充 さ れた場合 ｖｃｾ 沈

下現象が費生す るととを像定! して 、惨め地質J " .

fll 的号1・37;方法により此の沈 1" ｾ Ｚ止を推定し 、 貫 ｾ

の沈 下 を槻測した結果と比較して ｊ ｉ 守 主 ｾ種々の一

般建治 !j1' JIC於けるt I・，，') 立像訓IHc nせんとするも

ので 、 と ζ ｬ ｅｊＴ の Ｑｕ ｾ ￆｴｴ 1" ] Itの計J HI ' i 来を辿べ

る。

χ
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m

H

-

h
y
o

1

1

1

 
第 11 圏
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H
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a)  建遺物j のt I・1" 第二' ; 12 圏

一 ・ 般に沈積泥ＮＺｊ Ｚｬｴｦ 又は埋立地 δ 如き秋斜地概の ｊ てに控 Ｕ，ｩｩ ｾＧｊ が設けられたる場合 、 共のｾ ｾ礎地

権 l亡殻生すべき枕 1'- のbi{凶 i主地 '{'[ I・m的見地よ 1) ] j ! j ' 断破域に よろtt lでと昭和ri 作J l j l灯火るt l . ・ドと

のこ種に分けるととが1"¥' * る。

郵断破壊 ( Sc herbruch)  I亡よる沈一1'- とは建造物の重: l i::J Ili. UJ がみ礎地盤の抗野町度 七出過し

たため 、 基礎 Ｑ ＧＭ の地盤が現断破損されてそとににり雨を禁生し 、 ｾのとり而に沿ふて失ｾ芯宇和 ｪ

1'- の二1-. が滑動した結果建造物は沈 ，.-し、周閣に於ては持ち上りを起すのである。叉塵縮作用

Ｈ ｚ ｵｳ ｡ｭｭ･ ｮ､ｲ￼ ｣ ｫｵｮ ｧ Ｉ に依る乳・下とは ｩ 建造物下の Ｚ Ｑ Ｚ二 が Ｚ 抜荷 ｾ カ のために専ら腔紛され て殻

生する沈下で即ち:とが側方へ: f l(lし /1¥される事なしに座制fi される場合は土質の問|銭を充してゐる

2 1  I X 



ｉＧｾ 同 ｴ

• 13 聞 くa)

名古屋第 9 務地 -)1- :J リユ/ 泊惜の 白重l二依 る地盤沈下

Ｈ ｾ断破漢に よる 〉 の 園式解法園 L共のー〉

i  
..， 

.l.i .Jf /  

/  

主企盆主

豆島全生豆三吉

l

l

l

川

ω

1

1

1

1

1

U
品

.1I.W!l. ι  

ノ ニ ｾ ι

• 13 圃 ( b)

名古屋第デ貌地 "}J' :J リYr由憎の自重に依る 地盤沈下

( 努断磁撲に依る〉の園式解法圃亙〈共のニ〉

X I 2 2  



Ｏ亙窓並 ｊｾ 受井よ写会
合 Ｊ が漸次 析ｉＭｉｾ され

て間隙量を減 じ、 其

の隈縮の過程には鹿

) ) のために中の水が

逃げ1+¥す蓮度が閥係

ずる詩である。固に

前者の如 き沈下現象

をば S巴nkung( 沈降

作用〉、後者の如 きも

のを Set zung ( 沈著

作m)と院別する と

「扇h 蓄 え 材 開 沈 下 む1 脱 却2 間F仇 7

ト-ι

。

/ 0 0  
/. 2 7  

2 tJtJ Ｒｾ Ｖ＠

. ]tJ {l  ..?!J 2  

4 tJ{l 
J .  /tJ 

5 tJf/ 6. 3 7  

6 tJ tJ 7 6 4  

君。。
/Cl 之3

//lf/f/ /2 7 4  

/ZtJ f/ /.5: 2 8  

持 二
とが川来る。 501().5

従っ て斯の如 き建

JE物の沈ド現象を磯

田IJ するには先づ基礎

地盤中より自然妖態

の まま保取せる土質

l乙就いて前者に封し

ては抗勢強度 ( She-

aring  resi stance)  

ρ  
。

t7. 77 5  

t1z /  t1 
/ 64' ff グ . 5df f

t12 7tJ 
2/  /:タ V' 5 35"  

t7. 3 / 5  2 4 7 2  
t14.<?S  

t 73 5 2  2 7 6 2  
σ'4'.52  

t7. 3 tJ t7 2タ6 5 t14 J y'  I  

t73. ヲδ I  J /  t1t1 
t:14 2 4  

a 4 4t7 .74 5.l 
t1 J tJ 4  

174717 1  J o f f 7  t7 J .5d'  

17502 J . 9J f f  グ J 2タ |

一三St l 7 - 上 3: : 175
の' 25 _j  

表

ラ 」占 ι . fj  ; 0 / 2 /4  

0疑集強度 ・摩擦f ! J ) ー 〉 足鮪 Ｓ 主瓦 ｐ 汚ｾｭＧ

を、f没者のためには 第 14 国

塵密透iK度 ( Compr essi on- per meabilit y) を測定し 、之等の賞百1I ] 111' ( をIIJ ひて地質工撃的計

算 法に依り て ζ の雨ポーの! 次官IK 依 る沈 下 を推 定するので‘ ある。

b)  !i1T断破壊に依る枕 1"

此のt l : 1、l乙は基礎ー|、の地 盤がその rドリと を起黙在 してとる場合 と、; q，q端を起型1; として可J 亡

交 ｪｬｾ する 如くじる 場合 とカ ミある。前符 ｬ 亡 ￯ Ｎｊす る Ｑ ， ＧＺ Ｚ［Ｑょに ｗＨ 法は 第 ＱＳ 園 Ｈ ｡ Ｉ の 如く 、 後者 ｬ 亡到す

るそれは第13圃( b) に示した 如 くである。との: 一IJ t K於い て1fl1 HJ iの (1荒は 36t，カ'ソ リン

俗長 500t ｋ し てヰ 肢 の 宜 ｻ Ａｬｾ は Ｑ ＱＮｬ Ｕ ｭ であるが 、 足 並 ｫ との ｩ ｊｬ ｊｦ ｉ ｾ ｈ 生 成る程度 の 沈 Ｑ Ｂ を 此越

して基礎K 一角l勾配九J さ約 2 mの粧質耐I荷主主 ( 砂 ・砂 利 ・アス カボラ = 1:2:7) を設 け たの

で 、共れを考出して三欠の如 き数イI立を用ひて計算した。

載荷重量 540t 11前町面直径 16. 00m 

4変革日t強度 0.269kg/ c m官 接集強度 0. 05kg/ cm!  

摩 擦 タJ 5

0

00'  見掛比重 1. 68 

2 3  XI  



ad  

と- t  jJ塁給油訴、

局

制

n仏

刷

a
刑

事

小

心

e

A

1
1

-

同

刊

V

l

，
，

伽E
t

L

V

Y

h  

¥ 

1'""-

浄作トー
トー

トーー J i If_.g 司白書阜

一
トー トーー

7  2  
6  E  A  

， 
A  

.?ol 

tJ7j  

1:l 1弘手伝湾t po/，伊 Z

閉

山

際

比

万ト ー一一一 一一一 ｾｊ ＺｴＺＺＮ

|ヤ-

X  

¥1  

¥ 

¥ 

.?j.己

空4島 円々き
di-

ｾ＠
U啄，

ト- ι

- トー一一

/  2  4  5  6  7  
/ ( )  

tJ7t 

tJ/j 

(J， 

一一一+ ぶ 縮 j車庄

第 15 回

共の結果lま固から

見ても解る様K 何れ

の場合にも抵抗土腰

の方が遁かに大とな

ってゐる。倫此の1場

合基礎のj直径を 12m

と考へる と載荷強度

は 0.48kg/c m宜主な

るが、それで・も倫且

つ土屋抵抗の方が数

倍 の 値 を 示 し て ゐ

る。

c)  座縮作用に

依 る枕 F

との沈下量を務測

するためには前記せ

る 如く、 ［ｊ ｩｾ 礎地盤の

こ1:貨に就いて共のE毛

布透水度を測定する

必要ーがある 。

塵密書水産試験 ( Compr essi on- permeabi l i t y test )  

先づ自然妖態のまま の ｊＺ を 内何 ＱＰ｣ｭ の 同時 Ｉ 杉本器 ｾ ｬｬｋ 入れ Ｑ ・ Ｔ さを Ｒ｣ｭ 主し 、 ｬ 没取紙

を介してー1-.-1'" ，亡多 孔 板 を置いて |てからピストンをあてて 卜二FN を加へる。との際析1- 1¥され

た ご ｊ ｾ 質中のＪＭは多孔板を過して ピス トンの中成

ｴ ｴ￬ 術者号外 ｋ 排除さ ｾｬ る 如 くしてある。ＡＡｉｦくして

_I -. 1'-) 曜の増加に仏ーる沈下 jE を記録し 、 ζ の1"立か

ら極純量が求められ 、従 ってそ の土の問機比の

控化 も求める事がH-
1

1 3Iミる 。 ( 第 1表・第14圃〉

又之の匪縮量を 間隙上じの盟イヒf"C J在してプロ ッ ト

すると 第15圏 ( a) ，( b) の如き 座縮! 日1線及び、膨脹

1111線を得る。

[( 1みに此の試験に供した試が|の分析結果はう久'

の通りである。

X ' 2 4  

h  

第 16 園



名古屋港第 9枕地試{ t f ( ; 孔深度 14. 15m- 14. 37111 

「証l2 2 r
48M 100M 200 M silt 

5.52 1. 52 1. 20 16.40  

C lay  I  f，:; ]'<.本 |

79.78 I  ＲＹＮＳ Ｇｽ ｾ＠ I  

理 論 式

第 ＱＶ 園 の 如 き軟料地強が ＱＺ Ｚｊ ・中ーを受けた時 、地中 ｬ 亡投 ｾ ｉ ミする ｉ Ｚ ｰＺ JJ')国rk P は次の 如 き Fri i -

hli ch の 2 式で9i!へられる 。

p =令。( 叫叫+め ω  

従って_I -.式 l亡依り :.j¥x1' ，:i 両 の rl :l心*，JM亡於け る、腰 }; 強 度を ｾ ｗ｜ する と 第 Ｒ 表 及 第 ＱＷ 圃 の 如

くなる。
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叉- )ケTer z aghi Iζ  

よれば :1:貨のw街化It. -

よる }'/ さ hcm の 貯 の

tt -Iご;:Il :l' I大略的K 扶:の

式で表lまされる 。

第 2
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J生
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Su  = a' P"1i ・ho..... .... …・・ ....・ H ・{ 2)

但 し Sv ，沈下量 ( c m)

a=73-土貨の 腕係数 ( 川 k g)

ｐ ｉＱｬ Ｇ 地中の平均 Ｉｗ ＩＩｾ Ｚｲ｜ 度 Ｈ ｫ ｧ Ｏ ｣ｭ
Ｒ
Ｉ

/「 I37，厚さ hc m の 土 質 が 附 さ れ た 酬 の 月: さ や111)

e，土質の問|波i七

此の a 即 ち の/dP は ｾ ｴ の ｪＺｗ て就いて前記の 如き Ｉ可毛布 Ｈ ￬ 試験を ￼ った結 果か らねられる

もので 、第 2 表か ら求めた P の平均 fil'I， P
II

/  f'C ｾＱ Ｑ Ｇｩ 日 する黙の ､ ･ Ｏ ､ｐ を 第 ＱＵ 園 Ｈ ｢ Ｉ の ｉｴｨ Ｊｬ￭ｬ

から求める と、 P = O.l 64kg/ ｣ｭｾＮ＠ a= 0.280cm勺k広となる。叉 h= 2000. 0cmとし 、従 っ て

h
o
= 1127. 0cm ( e=0. 775) とすれば

Sv= a ・PIII ' ho 

= 0. 280 x  0. 164 x  11270=51 .8c m 

となる。

イ ｊ ｴＭ し賀際計 ｾＷ］ す る Ｑ [' i: :;つては 、_I -.記の如くするよりも次 lこ述べる 如 く、iii j記 ( 1) A の控

数 9 を深さの愛数 h I' C施して ( 2) 式を h 1乙就いて枯介する))・がi1aか l乙合JI P: (i りであると

考へられる。

即 ち第16園 を参照し て、

cot s = 与 ( カソリン ill lH1i のご|判

-吋=ー キ=τ

V h
2

十 1' -

従って

h  

cos ゴ _ - -

v h
2

+ 戸

P = 2p  f  e，色可+ cot - A I

。、 11
2

十 γ j

( 2) 式は

s  ｩ ｨｏＲＰ ｬ 主 ｾ ￬
= ¥ ｡ ｾ ｐｮ ｬ 寸 τ ァ τＫ ｣ｯｴ Ｍ ｉ ＢＺＧＺＧ ｪ ､ｨ

E π v  ¥ n- 十 r 1' 1  

s =cot .  1_jJ _  

l'  

つ ( 1. hn
2

+ 戸 、 1. .  hn  ¥)  

ｓ ］ｾ ｡ ・ ｰｦ ｩ ｬｯｧ Ｍ Ｍ ｴ Ｍｬ Ｋ Ｈ 九 ｣ ｯｴ Ｍ ｉ Ｍ Ｇ ｾ ＭＩ }... .... ・...... { め

υ t' ｜ Ｇ ｾ ｢＠ r" J '  ¥"U-'" r  J J  

となる。

ノ ＿松山盤の ｊ 白 ｛ＱＱｦｾ を基礎と考 ｬ 邑 ｋ 入 ￼ て ＱＶＮＰＰＰｭ として泌さ ＲＰＮＰＰＰｭ 迄の ｮ ｮ のｮｷＮＪ， ｦＨｴｾ ｬ ｫ を

求めて線沈下 量を計算すると

。=0. 280cm勺kg

h
o
= 1127. 0cm 

P
o
=0. 269kg/  c m

2  

r = 800. 0cm 

として S = 5J.6c m とな る。
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結 論

一般に軟料地盤 がＺむ激に 荷 重を受けた場合 、 車防ｩＱ ｩｬ ｊｩＺｴ，泉氏 Ｑ ＺｩＧｾる ｴｴ ¥，' は共のi l ' - t : 後l亡現u 、l隈

総 ｩ 作ｊｬｪｲ｣ＺＮ依る ｴｴ Ｍ ｜ ， Ｎ Ｈま［ｊ ， ｾ の後時 間 の経過ｲ｣ＺＮ ｦｬ 、 って徐々陀現はれるものであるつ従ってとの ＱＱＱ Ｑ

lfi の場合は急激なる jliX: :j ::f で あ る か ら 、EI 断 破 壊 に よ る 枕 |、 を王ーするものと考へなければな

らないが 、前 K も述べtci 呂り il ll 桝 の 章jit が飴りに 小なるため 、ttF を起すには至らたEい。

そとで専ら鹿市'(ii 作} ¥J (L 依 る 沈 下 が 考 へ ら れ る が 、 とれば時!ifJ の; 経過 l乙1'1' ふ も の で あ る か

ら松 山泊・後の tt -I' は 任 か で 以 後ill 'I ::; :f[' 月 の llill ci 折次tt -I、ーするものである 。

術賞賞a験 lに亡供した試キ利:1はg既正j辿』在Sの分析fキ私釘t千;7f叫UJカか通らも角俳干る J様隊l陀てゴ非|ド.，市;計行に粘ゴ‘ :1;::にこ吊んだ土f質zて

3非宇では 、阜 の 如 き 土 貨 が 碁 礎 地 盤 の 公 開 を な し て ゐ る も の と 考 へ た の で あ る が 。 責 際 は 慨

して賞験 lて供した試料よりも用料i性l亡乏しいごL質からなってゐる。従 っ て 宜 際上 の沈 下 l主

計 算 伯 よ り も 温 l乙小で・あらう。 l人lに カ ソ リ ン 充 満 後 約 1 屯l間 後 に 於 げ る tt ｜ｾ Ｍ税 測の結果

O，5c m を示 して ゐる。

[ 本 競 執 筆 者 紹 介 1
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ltzl t  

fti( 「;

池
1-1  

I直 自な 1'1' 

坂 -)1:  

『白] d十iG 梅

射見 情

.'l lt 

bi{ !I¥ 

111 11 

iJ 史 ｊ 、五ｾ

長

1孟

太

J!1J  

太

主む

， ｬ ヒｾ 、

lI t  

づミ

改

民JI

ブ〈

良1;

--4neJs'js 、， 

イf

￢Ｑｪｾ＠

ヴ l'

l  1・ll  

竹 中 工 務 広 技 師

司 法 技 師

さき脱勝 建 築 監 傍 官

名 古 屋 市 立 工 謎 接 校

日 本 工 業 新 聞 記1 '，

近 衛 師 国 経 理 昔11

工事博士・京都帝図大泉助教授

紳 戸 高 等 工 業 皐 校 助 教 授

名 古 屋 市 立 工 主 主 祭 校

大 阪 府 建 築 課

工事 ￞ＮｾＺ 士・Ｉｪ｛ 京 帝 国大型 欲授

理事時士 ・餓 i益省大臣官房研究所ー仁質謝資委員
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建 築 物 に 於 け 石 風 塵 荷 重

池口 凌

序

今年も Ｑ Ｐ 丹氏 入 ってから脆 ｉｦ＾Ｎ ｾ製ＭＪの件報 ｦ ｣ 不安な数 Ｑ Ｑ を過したが 、 内地 ｬ 司こ は大 し た被害

もなくて 何 よりの字であった。 ＭＱＧＱ 二年の ｉｾｍ 西大風害の 如 きは稀有のものであるが 、 年 々必

ヂ大小の 殿風 K 見舞lまれる。

此に封 し災害を 111] IL:. するには建築物共物を耐風構造にするより 他 l亡途はない。地震凶で

ある我岡ではi I l H震 、耐火構; みのイミ燃柿 ib・を巡るととも必要であるが、"1三々 鵠 ひaミる殿風の

ため に共の針策を講すて: るととは最もむを要する事項である。

1. 風 麿 花 関 す る 新 理 論

近来になって著しい準 ｊ レを 滋 げた地 Ｏｃ Ｇ Ｇ［ＺｾＩ ｊ ｾｦ｣Ｑ 大って 、 ｬ ＮＱ ｬｬＧｾ Ｑ 亡附する従来の芥式が公く不

合王IP: な仮定l亡基いてゐる ζ とが l明らかにされ 、諸外岡に於ては建築 物fL: 1. [する If¥¥. 1l W貫験も

故多くなされ 、既t亡新王] l ii 命に基く}9oLI 暇#t Aごの制定された問も二 、三l亡及んでゐる。

我 岡K 於 ても一昨年の附西) J oL筈の後、諸所で研究が準められつ L あるを |持l く。 耐 IlH ，¥'J;;自

の切賀 l亡要 求 されてゐる今 11ー11 も' ，' . く此匂の研究結果が殻表され 、ま叫1i1，i治命と賓験lκ亡c.) ;法L くJ瓜瓜

F陀終計 3針7

f従ι 3米i友ごU刊げ風ipL注と風11¥11幌RとのI閥括綱11係不式は Newton  以b来l反f 主寝宗ζ:以れバi を車創利制/1川11作F位立了. の3集iι; りと ;考与へ 、j主主!工:;Ikの挫 化

l乙依ってJ I o.ll c広角な[伺1'[ 'f J しては 、

ｰ ］ ρ ｖＲ ］￞ ＰＮＱ Ｒｖ ｾ＠

ｐ Ｚ 風匪 Ｈｫｧ Ｏ ｭ ｾＩ ， V: 風速 ( m/s)

ρ: 空気持J度(呈ι )

なる l匝りJ が起るものとそ? へられ 、〆ト向建築構造1 " [ 1倒するボクツトプツ夕 、主主築係令引 乞l土

此の公式が採用されてゐる 。

此 ｬζ 到して近時異常な ＿ 進 ｊ レ を 遂 げた 航 ＧＯｾＺＧＭ［ ｊ 阜のＩ Ｉ ・ 而 から 、 ｽｳＮ ｌ は ｩｦｩｴ 悼 の運 動 として ｊ ｲｾ 倣 は

るべきと とが理論P 卜'J 長l亡賀験 1- 提唱されて来た。此の研究の結果 に依れば 15¥¥. のブ'/1何1"[ ij( t  frJ  

な雨に於 ける風 臨も 、従 来の如 く一公式K て表 し得 るが如 き簡 f十!な もので なく 、風 を受 くる

而の大きさ 、形駅J1;の他 fc l孫!係 し公式化す ると とは殆ど不可能である ばかり でなく 、従 来

の Ｉ Ｑ Ｚ 式 ｬ 乙は や ｬｊ 等 の 風 慨をも 三 引芭 せ ざり し 伺 ｬ 怠 ｋ 大 な る 風 Ｑ 壊の生 や る ととが知 ら れて ｾｴ ｣ 。
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新しい理論 と云つでも 別に六ク政いものでも同析しいものでもない。物王IH製の初; t - で教は

るべ J レ只 ー イの定理の事である 。

風速 u，li 手座 わ なる 一様なA f¥i fJ U亡邪 魔物があって 、或駄のili さ が が と な れ ば共の空白

の｝ｾ 力 ｐ は次の附係ｉ￫て表はされる。

年三+ Ps= 丘三+ P

L， 2  

子= q と置けば

制 の精力Jl p _  Ps= q 守二

となる。物醸の前面の本気の霊J) かない勲 、即 ち泌iみの黙がdうれば 、ザ= 0 であるから共の

黙の腔力増加は

Pv' = O  Ps =q  

!! [l ち澱みの黙の) 即J 増加|はq = ÷ o u宮となる o 此 の け 峨]l¥l，:.!-:_云ふ。

物曜の周りの｝毘 力 鐙 イ ヒを ｐ ｟ ｐｳ 去すには常に 速 度 ｝ ｬｾ の 倍数で示す。 即 ち

｝ｾ ｪ Ｉ 増 加 P - Ps= C q  

此の ｃ を風眼係数と ＱＱ 乎ぶ 。 此の｝ｾはＡ 風 洞貫験 ｬ ζ 常って ｩ 白接 測 定する事が容易であり 、 殊

l乙建物Jの計算 le は最も大切 なものであるため 、}!tUI 民の研究は主主して此の係
j
肢を 求める

ζ

と
lζ 制着ーする。此l乙到して l f U) 係数と呼ばれるものがある。此は} i Il がトラス 材 、又は雌突

等 ［ に 官Ｎｑ と き 、 表町 ｬζＱＱ 耗 Ｉ Ｉ の鐙 化 を起し 、 ｊｴＺの結 果 物 ｊ 鴨を 吹 き ｾ ｉ ｾ ばす 力 が生じて Ｊ る。此

の力 F = Cq A 

A  :  ) ) のHi 前の投 射 面成

C は物関のj杉て' ) _とる係数で、1i Q_: ブJ 係数 、又は水平) ) 係数と呼び 、vil 鰭 力感等では抵 抗係数と

もfI 子ぶも のである 。

風 Iljl( i: :j 重 l乙|伶lする研究とは 即 ち以十ー注べたる }!d，胆同数 と}!.J..) ) 係数の二つを 求めると とで

ある が、耐者共通なる 述度F震に就 いて一言する 必要がある。

q= f

千5子
1

は宗広似;斗 川t

化するが今.- ]工一1γr 男感匹自的

j

句J のf他11'ι f在i としては

q=ft wmz  

v :  }!>止法度 m/sec.

として表はして充分である。

風速とｾ 度 ｬ 壊とを ｉ Ｍ｟ ｊ ｜Ｚ カ］ら計併 ー すれば次 の 如 くなる。

j模英型貫験の品乱/ ;)l

る。空気の如く 粘 性のあるｩＪ ｴ 韓では 、 同じ形 献 の Ａ防 ｾｦｴ 警に就いて も 共 の大 いさ又は ｩｬｩ 度に よ

って ｽＡ＾Ｎｬ｝ ｬ ｜ｬＨ分 布 の ｹ 状 態 、 従って ｲｾ ｵ Ｉ 係 数にも去が ＡＭｉ ｜ ＭＪ る のである 。 ＿を々が 一 般に ｊ 以 故 ふ構造
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v( m/sec. )  I  

10 

20 

30 

40 

50 

q( 2同 I m

t

)

6.2 

25. 0 

26.2 

100. 0 

156.0  

物の計・3主をする場合はレイノ J レド教は百から 千高蛍のも

のであるが、現イ1:の風洞貫験では大積10高壷位であるた

め可なり距離がるる課である。煙突の様に曲面のものは

ｾ力係数がレイノ ｊ レド教に依って非常 に 盤るのである

が 、キひなととには建物様に鋭い角のあるものにはレイ

ノJ レド数 IL影響されるととが殆ど1 i いと云ふととである 。従って角のある物 l亡就いては此

の事Ｎｦ ｬｾ を左程問題にせヂに 、 ｊａ ｊｩｩ ｬ 質験の結果を員ちに質 ｉｴｾ の建物 ｋｪ 歯周 しれ ｊ る色 ｴ が ある 。

11.  各国陀於ける賓験的碗究

建築構造物 l亡封ずる j武隈の研究は年ろ航空 j ) 撃の研究の副産物として始められた様であ

る。調逸 Got t i ngen 訴流研究所l乙於けるものは故も見るべきものがある 。米関ワシ ント

ンの B urean of Standar ds 1とては 主と して構造物91'C IhMする質験が数多く得され 、我岡 f乙

於ても航本研究所l乙於てトラスに附するものが己に護去され、一昨年閥回大風害 l亡刺戟さ

れて各) i 而にて大規模の研、究が準められつ L あるを| 社! くも 、未だ其の結巣を聞かないo f在

者は東京工業大串11<. Ｉ Ｉ 賀験需の風洞を併用して賀験を、進め居たるとき 、 ｗｾｬ 々偽ｾ p. ! j 風害あり

ー Ｉ世阿 ｪ まされ約 ＳＰＰｗｾ ｋ 飴る模型に就いて 、共 の Ｑ Ｔ｜｜Ｎ照分布を 測定す ると とが ｈｾＪ Ｑ＼ ζ 。諸外

凶の丈jij J i &び此43: の結果は殆ど全部建築雑誌に護表されてゐるから 、此蕗には共れ等; の結

来から* " . f 1 ' C 感じた黙のみを述べゃう 。

( 1)  ｾＮｵ ｾを風の ｊ ｊｉｉＧ Ｉ ｋ 直而する壁師 、 屋根｛国等にの み働く と するは根本的友誤謬であっ

て 、 多くの場合物 ｪ 慌に働く ｪ 瓜睦抵抗の大部分は背面 ｬ 乙於ける ｉｾ 及 Ｇ ｊｬ Ｑ Ｉ I ' C依・るものが多い。

( 2)  J.1¥U q直角な る而 l亡受くる !氏自耳 )) は共のi前の内 1，丈んたる倒晶 、即ち 11皮勲に於ても倫従

来の1;t式 P =ρ d のご|三分である。

( 3) 傾斜せる屋根市 IC働く j瓜匪) ) の非式として P Il =Psi n
2

8 共の他種々 の公式が現 {I:

lとても 川ひられてゐるが此等は全く月j をなさな L 、。

( 4) 建物には同部的に大なる I成』j υ J が作川する 。作 IC軒先、棟 、建物の稜角 1
1
付近等 l乙は

P= - 3q 程度のJITI ) ) が作用する。

( 5) 建物lζ は内 限 )) が作f I J する。此の限) ) は建物1) の表聞に隙間が均等にある場合 CPi=

- 0.3- 0.4 程度のものであるが、}fU-_の段l前IC}; . なる開 口脅11ある時 IC は増l壊となり 、屋根

に作 HJ ずるー(-.打- )) をーj骨机lせしむる 傾向があり 、反主JI 乙J l nどに開口昔11ある時は i成j壊がつ人-と

なり 、従って上井) ) は減殺されて建物全開としては安定度を増す紡糸となる。

( 7)  トラメの部材 、 煙突等 ｬζ 到するｽＮＱＧ ＱＱ 怪 ｩ 系教は従来のものと長少異なるも 、 ｬ 見 限分イ ｬｩ 桂Ｎｦ ｬｾ

本的 l乙修正する必要はな L 、o 1:) Fし型鋼の如き J ドます格形のものにありては風の J/li ，) の ) ) のみ

ならや風と詣角なプ1・Ip) 広大なる J ) " i 受ける。第 1 [，:iill こ示す如く等法山j協同 lこ1!f!¥.がaおるとき

抵抗係数は 1.87 たるに到し 、直角の) / Ii，) のJA 力係数は 2.07 にして 、拡抗係数よりも大きく

X I 3 0  



。

第 園

第 圃

一寸ー奇異に感ぜらる込屈であるが、)1UIJ)_:

l亡開しては斯かる現象は貫に多い。

風座分布 ｾ ｃ 附する賀験結果は第 Ｒ 困 ｉｃ

J 与の一例を示すが如く 、貫 l乙按維にして

且模型貫験も多種多様の ものに就い て行

は れ て ゐる ので 到底簡 ｾｉｩｾ tJ.. る一公式 IC要

約す るととは/ " 1¥* ない。従 って既 l亡護 表

されてゐる研究の結 果 l亡依 って風ffiJl 分布

lこ附する特性を合得し 、設計せん とする

構 造 物の計算に常つては 川来るだけ矧似

の もの を参照する のが使法で るら う。

!!JTる /.fi! {rJ ] 1 乙常つて はJ.9l のifiULl c l制する

概 念 を養 って世く ととが非常に色t利であ

る。第 3 岡 l乙示す如き流線型事長は此の

目的のた めに求められたものである。

III .  耐風構造上の淫意事項

建築物に働く ｊＱｾ の Ｉ Ｉ は従来より 考 へら

れて*tc 水 平j ) と共に J -.liJ] の j ) も相笛広

大で・ あ るとと 、屋根 面、壁面には吸引 j )

の大なるものが働 くととが明らかにせら

れたので 、耐 J1¥l 構造としては 、

( 1 ) 耐震構j告と同様架構l乙は筋述、ヵ-

杖等を入ｾｬＮＮ月 ｊ ｪＧ謂剛 ｬ とするとと。

Ｈ Ｒ Ｉ 持ち ト ーげられぬ校 ｬ 乙屋 根と判 Ｑ 部 、 ｾｱ ｲ 同 Ｑ｜ と基礎等を緊結 し 、 此等 の 接手は ￏｬｩ なる制去

の 如きも の を絶主 ｦｉ ｃ ｾ Ｍ 十る と と 。

( 3) 屋根 ICは大なる 11&'J I力が働き、瓦 、 トタ ン板 、 スレート等が! 吹き飛ばさ h るととが

多い。依 ってよ かくと も ｩｪｱ 光 、 棟、 ｾ 与 ｺ 開港 ｾ ｃ 近い音 ｪ｜ 分は特 ｬ 乙野地阪 ｬ こ Ｕ 終結して置く必要が

闘
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ある。

( 4) 野地板 、母 屋、小屋組と全て緊結し何れの部分も基礎迄連結される様にするとと。

( 5) 伝来の下見板張の外壁、鎖骨に生子板を張る構造等は吸引力に劃して弱い故特に考

慮を要す。

(6) 飛行機の格納庫、電車の車J l i I 等に多く用ひられる鎖骨造の大規模のものは風 に劃し

て最も被害を多く受ける。架構は丈夫であっても外壁が吹き破られ、内部 VCJ孔が突入し

て、大事左飛行機l乙大損害を9 Q. へる例は質K 多く見受ける拠である。此の種の建物では切

妻に大友る吸引 J J I汲引力が働くにも拘ら守 、此の部分の構造に充分の強度が奥へられてゐ

ない例が多いので‘ は友いかと考へられる。此等の黙につき特に考慮を要す。

(7) 第 3 園中央の哀員ーに示す如き建物配置に於て風の吹き集占うられる隙間K 面する部分

の外壁は 、特 K 大きが汲引 J J が働くから特別の考応をする必要がある。此の様主主隙聞の有

る配世は建物全措としてのＡ瓜 ｾｊ ｊ : を減十るために小謬校全fiーには好ましいも のだあ る。

I V.  風塵計算規準制定の愈務

新理論K 依る j武庫式の制定は目下各国で考へられてゐる事で 、既に建築法規として新規

定 を採用してゐる のは 、 ロシアとオランダ凶であり 、調逸にては昨年 D I N 1' 1: て決定の

泌びにたった様である。

瓜ルl貫験は全てさ!i; 述度気流中に模型を置き掃すものたるに反し、賞際のJ氏には，白、 ( Gu-

stiness) がある。建物を破壊するのはか』る突 J.4Il.. の最大友るも の と考へられる 。 けれども

斯かる )!1t の場合 K 如何 怒る力が加は る か不明であ る。叉 Chr. N okkentued の最近の研

究K 依u ば ｽｓＧｾ 上の屋根聞のＡ乱脈分布 ｬｴｩ レイノ ｊ レド数 ｋ 附係するととが護見されてゐる。此

の他内 JI 寝JJ を如何に 考ふべきか等々の多 くの問題が姥つてゐるけれ共、年々蹄風の襲来を

Ｚ交ける我 ｼ 判にイ，Ｚつてはー ＱＱ も ＧＱ 主くＩＮＴￍｬＮＮ 開計算規ｾＡの 制定 をヨてんで 止まな い。 地 径の性質が明

確に捌 み ＷＱｽ ない状態ｦｌ ｾうっても 、 市街地建築 物 法令中 ｖｃ Ｇｩ主度の規定 を加 ｬ へてゐ るととを考

へれば 、瓜 IIi'，( VCI綱して尚多くの研究すべき氷解決の問題あり とするも 、規準の制定は可能

であり叉z必要な事と 考へる 。

建物 の 耐 Ｉ ｾｾ計 ｾｴ をす る 場合設計 Ｑ Ｍ ＮＩ 瓜 Ｑ ｊ をタ Ｑ Ｑ るを色ｾとするととｾ ｽＡￍ ｾｊ ｟ｉｪｊ Ｎ ｬ を 知らねばならぬと

と L ある。鍬塙 、煙突の計算には Hol .力をmひられ 、建物も傾倒だけを 考へれば風力だけで

足り る。 然し構造科部の制度を決定するには各部の)9o¥) 1経分布が判らねばなら主主い。

l瓜) HC就いては同形の煙突の如きもの. . . Hl ) J 係数ば C =1. 2，型制等は占走大 C =2.0，建物

型 ｬ こでは此た ｃ］ ＱＮ Ｕ を保附すれば光分と ＴＵ へる。ｽＡｾ慨を考泌する場合 ｬ 乙川部的材料と大

きな l伺を支へる骨組 VC lti 異ったも庇をf l J v - てよい筈である。川部的には前述の如く I!&' ; IJ J は

- 2 - - 3q にな りi! トるけれ共 、械 、軒先 、妻に近い品を除いてはー O. 8q f.，l: を考へれば良

いと忠、ぶ。屋根開会構としての l決jJ )J はもっと 小 さ く ー O.5q 仕 を 考 へ れ ば 充分であら
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ろ。

ili 度)11(( q をどれ位にするかと 云ふと とも 1111題 と な る事柄である o 気象査より裂表せら

れてゐる各地の最大 JS ¥l 蓮の記録は風速の20分間の平均に 0.7 を乗じたもの L 内最大たもの

である。併し耐風建築の立場からすれば此の公栴平均風建度よりも瞬間的の最大風速度の

記錨に依らねば友らない。此の嬬には平均風建度を求める Robi nS0n 式胤蓮計が良く 、此

れに依る槻測記録の殻表せられるととを望むものでるる 。現不Eの晶では卒均風建度に依っ

て瞬間的最大風速度を推定するより 他に途危きも、 我閣の内地ではどとにでも 4 0 m/sec.

{ 立の瓜は橡想すべきで友いかと考へる。従って漣度膝 q としては 100kg/ m

2

とし海岸近

〈主か、地.1-. 特 ｾｱ 吉 Ｑ い建物に封しては最大 ＱＵＰｫｧ Ｏ m

2  

fまK すれば充分でるらう。

結 語

j副長κ 闘する研究は貫K 多くの問題を有してゐる 。又此を理論的K 研究せんとすれば進

歩せる航空力製の域K 入らざるを得たくなるに、建物の形は種々雑多で・且つ複雑である故

に到底理論的解決を奥へられ友いと見るのが至蛍であらう。理論的研究は手助けにたり柑

るも解決の手段とはt J . り得ない。

航空力製K 於ては共の性質上如イiリにして抵抗力を小さくし、錫) ) ｾ大とするか。此等の

伎かの先い ｉｾｈ 機の性能に重大な ｩ［ 織 の及ぶものであるが 、 建築ｼ奔走感 ｬ Ｇｃ ｬｩ ぞける瓜 ｬ 肢の Ｑｭ

題は此と ｬ 寸 ｾｲ の精確さに倣ふべきものではない 。

j析かる言は科感的でないとの読をまぬがれぬと思料するも 、識者にして飴り理想論に走

り此の黙の決心のつかざるＮｊＮ［ＮＨｊＭ Ｎ風 ｽｾ計 Ｓｉ 規取の制定は望めねととで ｢ る。

品ー凶にも向多くの貫験が行ばれJ与句; の結: J ; t ! : を綜合し 、諸外陣! の規定 をも参照して lorrJ g;.l締

結の依るべき指針の確立されん事を望んで止まぬ次第である。( 昭和11年 10月 7 日〉
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Safet y- factor . 安全率 l亡附して我々はも一度吟味して見 る必要は友 いか ?

公全率と云ふ事は 、「安全 J と云ふ意味では完工い。考えられる 「安全」を確保するため K

採用せられる係数である。であるか ら「安全卒」を低下すると云ふととは 、「安全」を低-1'- す

る もの と速断 して頂いて は悶る 。 より少き費用を以て その同じ「安全」が確保せられる とと

を意味する。従って安全卒の低ドと 云ふ事は 「安全」 を確保する技術の準歩を示すものと

考え て頂きたい。

現不「の建築構造に於けるみJ全卒は 、木造は暫 くとれを論外にして 、2.5 か ら3.0の聞の値

をとるものと考えられる 。

鋼材の安全卒はまづ 2.5、と エ与えてよ い。鋼材に つい て 構造_(--利}1J 出来る悩度は終判制

度でなくて降伏 Ｑ Ｉ 民 度であってその値は ｊ ｾ Ｑｩ迫 の場 合 ＲＶＰＰｫｧ Ｏ｣ｭＲ ｾ ＳＰＰＰｫｧ＠ / cm
2

でるる
O 従

っ て孜々が探月 Ｑ するみ［全係数は 、 Ｒ ｾ ＲＮＵ までの値である 。

コンクリ ートに附しては設計上の弛i度が凶週叫度の 3/

1

をとられ るのでるるから 、その

:ムJ令: 卒は 3 と考えられる o 0' J，l命コンクリー ト品質は鋼材 の様々揃 ったも ので なく 、甚 だイミ

iir であって、との安全卒を1也泌する場合もあらうし 、とれを切る場合も あらう 。 とにかく

3 と式ふ教を考えて差支へないJ阪である 。

それでは我々は「安全」 を確保するた めにどうして安全卒 を考えるか ? そとには大慌

次の棋な原因がある。 まづ第ーに構造材料の強度の不脳j ひの問題である 。我々は鋼材すら

制度を均 一にする ととがむつかしいので あって 、 コンクリー トK 至つては更 K 困難であ

る。1J f:し乍ら初論とれだけの理巾から 3 と云ふ校友大きいえ: 全卒を とる必要は更々ない。

例 へコンクリー トの強度があま り岱てにならないとしても現イ1:の技術を以てすればコンク

リート の強度を考えられた制度 l乙劃して :!:25'yo桂皮にするととは困難で友い椋に考えられ

る 。 従 って 材 料の 制 度 ｋ 起 ｫ ｬＮ［｜ するみＺ全卒は ＱＮ ＲＵｾ ＱＮ ＵＰ 位でよいと考えられる 。

第二I ' L I' I胞T の程度K 附した火全卒でるる。鎖骨x 事では殆どとれは 11¥1題にな らない紋

lと考えられる。仰論部分的には打ちにくい鋲 の様な問題はあらうけれども 。 しかし 、とれ

はコンクリ ート 工 事K 於て重要な 11¥1題とた るο

P lacing の良否はコンクリート強度に相' 泣0 <: 影響をあたへるであらうし、打ち櫨ぎやそ

の他の問題も 考 l邑には入れたければ友ら友いであらう 。併 し筆者はとの|問題K 附しては市11

経質でない。前 を似た設，1-1で誠質に施工せられたならば。少くとも附取の地震に於ても 、

X I 3 4  



豆板がH 1 * てたJ越が崩壊の原閃であったとか打槽の主とろから崩壊したと云ふ様なととは

j挺かった; j : ] である。

第三には 、構建計算の不確 さK 起I ! Iする安全卒である。 との問題は相官 K 重要注問題で

あって 、 我々構造計算ｉＧｃ ｗ ｾ はるも の にとって 到 底計算と宜際 と が一致するもの と 考えると

とは ILldt 友い。併し乍ら 、 ラーメ ンの如きものであっても質験と計算とは相首の一致を示

し て肘る 例も ある 。 兎 ｋ 角 、 構造計算の不確さの故に ＲｾＳ と 云ふ拡 ー な大きい安全卒をと

るととは岱を得たものではない。何故友 らば鎖骨構造や、良く設計せ られた餓筋コンクリ

ー ト構造物の様K 靭性の材料 を以て構道せ られた不静定の構造では 、ブJ は弱った鹿にはそ

れ以上あまりかからないで強い島徐裕のある蕗へかかって行く 、所謂肱力均分の作用によ

ってうL行且の弾性:M裂が指示すよ りも叫いからである む との問題は 、筆者が 「材料の靭性に

よる構造物の終極畑度の高められ」 と題して建築製研交筋73抗に抑l詮説明した蕗の事責で

ある。

との事質から我々の製びとる事/ti 不I特定構造の棋にプJ 接的危解析のむつか しいそ して計

算の不確な構造I ' C /ti 、とうした自助作mがあって安全性が高いのであるから 、構造計算の

不確 さによって 「安全卒」 をとる必要はまづ考えられ友い。その他K 色々 の正し い理論的

主主計算の山米ない部分が構 造物には存イ「するがと れ らはその抵抗力 を無税するか、又は公

全例のi現業でるる拡ーな計算法によって計算せられるからとれらも又' J e 全卒を高めねばなら

ぬ王ＡｪＡ 山 とはなり 難い 。 しかし まだ質は 色々 の現論的な究明の ｉ ￆｬ・ ｾｪｦｦｩ でしかも交全性を沿びや

かす事宜はイ了イ1: するであらう 。 とれらは仰論)1再来の研究にまたねばならない。

震度 0.1が いかK 小 さい1i !I であるかは私は今までに 11リ度も A べた。 j凪且U: 礎 1叩OOi<g凡/ムt nJ 1

K すぎるとと lはd すてで.κ |刷4鈴制紡hl日li令四j風E瓜L水害以前K 濁i逸色の構j造金技付術守家が放芯J時斉の設計 K 於て Hオネ本〉正;の

合日 き脆風の1迎米する場所では 500' 叫 1m
2

をとるべ しと 告いて日るのでも判る事でるる 。

争全

我々 が破壊的友政長と して 考える広の ものは 、多 くの製者の研究について云はれる蕗 K

従って木造家屋の50%以上 を倒壊せしめる震度 0.5 以上のものである。従って少くとも我

々は 4 吉IJ lJ記は 5 '，f;I Jの地i窟K 釘して構造物の安全を確保しなければなら友いのである。との

場合K 我々が述上積，Iiie荷重K よる疲劣・破壊の| 限度 として 、又は積A支え: 全卒と してとられた

屈の 2 1 J . る安全率が必要で‘ あらうか 、初i治否である。

で・現訂 の成 ａｾＱ Ｇ， Ｚ ｩ 重の規 ￆ が宜 ↑Ａ 日 によじして如何に大きいＺムーｾすぎる他をとってｽ ， ｾるかもす

でに ｉ 切にせられつ ｌ ある。との事そ与 ｛Ｐ Ｑ｜ ＱＧｃ 入れて今Ｇ，ｾｾ｛Ｑ ｱ の ｊ Ａｦｾや地位の ｕ ｩＱ題について考き誌を

準めやう。

地民 や大脇 ｊ ｉ｜Ｎに つい て積 ￆｾＱＧＺｩ 重を ｊ もるととろのものはとれらのものの起ると とは極めて

稀でる って建築物の経憤的生命の甜!殆ど 一回以内と 考えられるとと と、その激 しさの限度

長 K. F aure:  B el'echnung  angespannt er F unk maste  B aut echni k  . 193J .  S.  329.  
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j うちとれ位の激しさと考えればもう充分だと云ふ程度が推測に極めて困難なととと 、その

いづれにしても振動の問題 を件って})接的危解析も困 1躍になるととである。

桜併し少〈主も我々に 云ひ似ると之は下の事で ある。 J乃うち現行行- 規定陀よる援度 0.1}!!瓜¥¥.J!り脈

1刊00併k当り刊/ム1J、

! 題週に友ら t及主いのであつて 、只我々は「安全」を確保したタH亡、「火全」を希望 して居たにすぎ

たいわけである。

して我々は 、構造物の「公令」を篠保し友ければならない。そのためκ は我々の「安全傘」

の考えーかは 、遮 上の如き内熔のもの と叉別例で あると之 を要する。例論述 1ての如き績;抜イ甘f

長に ま ｾ ｴ する安全ァ性が確保せられねば友らないと之は初論 であ るが 。と の問題 κ 入るに先 Ｍ ｴ ｲＮ

っ て我々はも一度積状荷重 と、接持破壊の問題を検討しゃう 。建築物に積載される荷重

と、橋梁の上を通る列車とは同じ性質のものではたEい。建築構造物に於て、 事責繰返し戦

術せられ る穎しい例 を求めるたらば 、タンクの水と 、劇場等の翻客であらう。その他の場

合には積載荷重の大工lとは家共やその他のさド固定の荷重でるって事質繰返し荷重の素因とな

る床のJ - _ を歩む人の重さ の占める制合は極めて小で・ある。従っ てi債耳炎荷重に開する安全率

は疲ダ・破壊 ｋ 閲する女ー全のためよりも 、 一時的に甚だしき， Ｑ 財布をうけた場合ｉＧｃｾ討する安全

のためと考えると主が1-11-*る。そしてー- ;;"1乙於て 力度K 牧 め友ければ友ら 君主いのは 、，1賞五年

荷重による! 佐} ) である。 従 って代々 が' ，'; 1)，[: 荷重によるメ トレ スを σz 積松山草K よるl位-; )J 

を ゆ 破 壊強度を σ とすれは 、

I  1  1  "  

σg + ν吋 =σ 0[¥ ' "  - 一一 l¥ 1. 5  1. 25 }  

ν は、 まづ 2位 の値をとるわけであらう。従って考えられた ，1¥X1: :U，:j .fj: の総遅しに文全℃

あると ｾ ｬ Ｚ 氏 、 一 時的には ど τ えられたが ｬｩ ｬ 支持 重の ν 低 の ， Ｑ 制 Ｚｪ ま で火全で ｢ る 。 このぷを従

来の、

ν( ag+ σ企) =σ

と比較すれば、部材の荷重I q討する安全性が均等にたり 、合理化せられて府る ととが明か

であ る。

孜々は今 、 我凶 ニ Ａ ょ に つ いて 考出を 蹴張する 。 私 Ｚｬ ｾ Ａ ｦ ｉＧｃ入りＭＪるものは 、 数 十 ｩＮ ｬｩ 旦誌は数 ｉ ｾ Ｍ Ｈ ｉ 二

l' C ー凶起る 、しかも やj時起るか判らたい地震と 、大蹄胤であ る。

考えられる限度の激しさの是ら天災地盤K 到する破壊は起らぬものと与える。従って牝

々は述上の考察から材料の施工温度開へられる制度の古 ~去 に と り 、財 l伝 川岐

r.. ;U・._  _  1  1  

皆 j世度の1/2にとって 、設計4温度を破壊弘伎の三:百- 3 万にとると云ふ事が理論づけら h る。

読者諸君は筆者が謹上の考委長か ら地震やj瓜の問題 を除外した ととをいぶかしく忠はれる

であらう。しか しとれは今考察から除外され友ければなら友かったのでるる。と 云ふのは

との安全卒の考えプJ が11;' 和 な風土ヨーロツパに育てられた ものでる るか ら。

しかも fむとのみJ全本のjI' ;1題がJ ! : I ' C濁温に於ては検討せられつ " ihるζ とにj-Uましなけれ

l耳 3 6



ばならない。乃ちまづ孜々は構造物に於ける同定荷量と lliX1'，:j 荷量とを別けて考えなければ

ならない。繰返される荷重は載荷荷重である。従って疲弊破壊膝何 百高回の繰 り返しに制

しでも起ら友い。 鋼 の1亙1 ? ・破壊は 機憾設計 Iてに重要な閃子である故に多くの研究が行I' I れ

で J; F. るか 、 j  ツリ ー 1 1ζ 闘 1 てはまだ充分の 研守 It 完了 l て屑友い l ごの慨はあり て、

以|専 ，-が K aslsruhe 1ζ 於てqＱ Ｚ Ｑ 上れたコ ザ シリー ト ＱｊｩＨＷ 子 Ｑ ｊＱｾｊＺ夫の責 験は Ｑ Ｚ Ｇ｜ 血めてぷ必あるも ω

である。

向コ ンク リート の様な材料にあってはf ' .:l -E f t が持続する場合K 年月と共 lて次第 lと費形が準

11して行く 、との現象を「加J1，¥)J とIlf ばれて鋼材 守ーには5・t められない現象である 。 i 1初旬」に

よって 材料が似撲にまで導カイ L た事賀はまだ質験'¥1では41l られてJ . l i ないが、「打fω附i，Oυ」が抱必岐i誌o勿}

イ付叫11岐l皮白4渓災コ又くは終4小が"制1

究需tに亡 』於そて6研研f‘ 究せられつ L ある。

コンクリート K 聞してまだ痕1 f 1 i J J i 嘆の研究は光分ではないが 、まづ終耐強度ーの 1/ ! を以

て波う子市 ｬ 長浜の ｉｾｬｾ 度とし、とれ以 Ｑ Ｂ では昨ｩｬｬＡの縦返し ［ Ｑ • .I( 1::jl "' 1教 で は 第 4 11 : は我々 は 材料の 破

岐に附する ｼ 問 題を考慮に入れねばなら友い 。 構［Ｚ［ｪ，ｦ ｾｬｬ の彼 ｩ 去の 中 で・我々がまづ雷ー要な 問 題

と して、疲労破壊の問題が ある o ) うち、あらゆる材料治村nJ l 主も繰返して肱 }J をうけるため

に似泌総 }J よりも少さい肱 }J で疲労して彼域し去る現象である。繰返して長ける荷量主の人;

オさに従って1") {u;["' 1か 必 I'I 1")  I苛高間の後K 材料は破壊し去る O そしてとの場合に出意しな

ければならないととは疲労・破壊は符過の似壊と興ってその材料の持つ明性j うちあめの械に

のぴたり 、ゐしつぶさ れたりす る'VI:' t:! [; が 失 は れ て 、j児¥f1，な破壊、( ) うち、ボキ リと折:tt. x

l i 切れ 3くは'，f;"IUl てしまふ) を '9 るととである 。 だから村 I Iが1!_ i g 判! 皮撲をする場合には先K

Ｔ べた持な ｉ ｾ ｉ 助イ十}- J j が全くはたらカ必い事である o ｾｊｾＧｖ ｉＺｽ＠ J  ｊｯｬｪＮが相 Ｏ ｊ ｾ ずる ＮｦＺＡｦＩ 支の肱 ｽｊ が 働 き

そのl位; ｽｊ が秘返す 中 ｴ ζ 什 ｉｉ が Ｑ ｩｽＮｾ 予付皮 ｬ ｪｪ｟ をしてしまふのである 。

1)(: しタ)，1命との雌符似壌はl位i ｽｊ のある ｉｾｊｕｬｴ 内では地誌に ＺｈＭ ｴ る出 ｪ｜［ 、 ｪ ピ ＱｾＧｪ ゴーをお岸 ｊｬ ｪ 物のＭＭＱＺ ｍ ｊＺ

の部分に確 保す るためには 、 ￭ｾ Ｇ ＡｩＮ ｊ 主を Ｕ 以 ー 卜 Ｎの ｬｬ ＨｯＨ にとって部材終わ ｬｾ Ｇｪ 国 Ａｩｴ を保ｊＭｬｩすべきととを

払は ｊＭＺ 津木 ｩ 摂氏 と ｾ ｴｾ ｦｌ H日和 11イ1'.4 月の建築原子? に於て11M.]民' J じ全今uの1-/¥-1  ｾ也に於て ｈｌ べた ｮ

書記Ｚは花々が震度 Ａ と ｌ［ ふ払Ｚな Ｑｌｾ ぃ始ど被 ｦ ｬｾ Ｚ のない地震 ｉ ｃ 別して建物 ｊ の ｬＧ ムＺ全」そ確 保 するの

みでとれtJ、. ｲＮ の地震にＧｬ ｈ しては考察を ｊ￨ Ｍｪ ｊＭ にしないとぷふやりんーを可及的 ｩｬｩｾｌ J1ii して 、よ

り前iい策 l主Icf. [ する『女令」 を確保すべきであって 、 とh t亡は現イf の泊二本制度の考えを改建-

するととが必要なのである 。 下一行ーが とと lζ 平R しい ;i 1'11:  J!'  J " にの私案ーを健示するととを許され

るな らば次の如くで ある O

制 Nの設 l-I制 度 - L × ( 降伏引度)

/. 0  

1  1  

コンクリー トの設計 Ij D_! 度 、τ 25 - 下了 x (  Ｔ Ｎ ［ｭ Ｇｊｾｬ ｊ 主 〕

碕，1糾 :i 量 、? 象想、せられる碕+初日f 重の 21:' f - } 1;' ¥.

地 従度 、 Ｐ Ｎ Ｕ 以 上、 ＵＨ Ｑ 士 Ｐ ， Ｖ 以 Ｎ トー Ｈ 梢 依ィ Ｚｊｉ ｅ ｆＺ は 昨 通の場合 Ｗ 象 ｦｅ Ａ せられる碕 松山ｾ の ＱＯＲ をと
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る ζ と〉

固定荷重による ｦｦｾｊ ｊ を ｱ

Ｗ 象 想せられ る積 載 ＱＧｉｾｩ Ｔｴによる肱 Ｉ ｊ を ｡ｰ

地震桁 震による ｉｾｾ JJ ｾ σ ｨ＠

設計強度を σ

とすれば，欠 J にによって安全を験すべきと と

1. 5ag< σ σ g+ 2ap< σ σ g +  1/2ap+ σh< σ  

かくの 如 くして我々にとっては 、疲持強度の研究と J ヰ1' L 1¥fl 材の [1制対日:度、叉は終。開強度

ｬ こｾＨ［ｊする 研 究の完 成 が ｬ Ｇ 慎めて ｉｊ ｉＢＢ 要なと とになって､ｅる 。 現作 ｬ 亡於ける餓筋コンクリ ート材

の 訂 ｾＱＺ 式が特ｬｌｴＭ ｴ Ｎ ＱＧｃ於 て ｬ ｬ ｾ しくないととはすでに多く の 質駿に於て ｼ 閃か ｋ せられ 、 叉羊［手 干

のなした 賀 ｬ 肢からも ｾｮＡ キＺ比 、 万 ］ ＱＵ Iてよって計31ーした偏lEイlE震 をう ける杭の計算式が正し

くないととも ｬ 閃 か になり つ λ ある 。 とれ と閥 ｬ ｛ｩ 話し て Ｑｾｬ ｮＭ餓 筋コ ン ク リ ート 告 ｛Ｑ 材 ｋ 封 する青 Ｑ

3i:式が快除して}，'; ; るために 、k しくない糾めて不利な現{ J ' の餓筋コ ンクリート式によるか

成 ｉ ｲＮｉＺコ ン クリ ート の 棋抗 を ｊＡ Ａ 日泌すると ｌｾ ふ絞 な イ ミ合 ＧＩＧＱ ＱＺと不利を足、ばなければならない 質 ＩＱ 犬

が合間的K 打開せ られな ければならないo Ｐ ｊ ， ｩｬｾ との姉ＧＱＢ Ｑ 政 筋 コンクリ ート ｬ 乙防 ｬ して は建 築

J下町? が京高[1 ｉＧｃ於ける千 ｊ 能 の 柿 ｾｌＡＧｾｾｾＧ を ｪｦｩｊｊ ｛ｬして ［ｩ ｪ Ｇ ￮Ｑｊｉ ｉＮ ｗ ，を編せん と ｌ て ｊ ，Ｇ ［ Ｇ られる事故 、 不

11 とれらの不満 l土11J予約するととで あ らう 。
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2巳 建 築 の 合 理 的 設 計 法

盟

(

品市

1 . 序 説

度重なる地震 、何年間期的に来襲する殿風 、とれ笥(1モ依って 、我岡の木造建築物は多大

の被害を蒙る 。 ｾ￹ｾ li L 建築物のみの被害1 1 : JI二ら -1" 、人命 、財産もとれが嬬に失ふ。

我岡の建築物も年と共K 、耐震耐火建築に改良されつ、あるも 、未だ共'の大部分は木造

住築Ａｪｩｪ Ｏｊ である 。 との木遣建築物は最近耐震的に 、 叉耐 ｊ Ａｬｩｾ 的 ｬ 宅構造されつふある 。 然しとれ

等は叫，［命的に研究された結果 ｋ 基十くものではなく 、 治 ￪ｾ ミの手法に多少改良を加へたｻなの

ものが多い。 rll l 1: は合J ' ITI i'! '.J ＱＱＺ設計された完ｾな水芯建築物も認められるが数の ｆ トー から見れ

ば傾く少数であってn¥，題K なら君主い。

合 ｲｬｮｾｉＧｾ I亡設計された木治建築物のよかいJ" HrIJ として、 : ) ( の事項を翠げる事が11¥* る。

l  餓筋コ ン クリー ト僻志 、 ｴ ＧｘＮ削 ｾｙｩ［［ 主匂ーの ｩｬｬ 築物に於ては 、 優秀な技術家が入念に設計

施 1".す るが、木芯建築物は依り立汲な技術家が設計せや 、大工まかせの現在民計千建築

物が多い事 、

2.  木ili 位築物j の設計ーには、過去の間違った↑ l ' t 切に{ 1 ( る材の大さ民主きをゐき 、東要な

1¥i¥分 K 於てすら計 31: をたさ友ぃ。

3. 主t築技術家の研究が 、餓筋、俄合構造ん両 l乙偏 し、水芯建築の研究が疎んぜられて

ゐる。 ζ の品糾ll叫 !

4.  材料 の性質J て、正11 ¥論的設計illi り施工しでも先タ?な緋辿とは云へない事がある。

以上の様友王' hlJ で完全なオ' J b ! 建築構芯法が琵i主しないのであるが 、とれ守: は符技術家の

怠慢に蹄すべきで 、決して耐民耐風木造建築物がN'，βlミない時rHにはならた い。

昨 日 の様 ｴ Ｚｲｾ胤 ｒ の建築界に最近漸く耐震前 ｦ｝ｊ ｟ｔ｜木遣建築法の研究に手をつける人の多くな

った事 は喜ぶべき現象である 。 併 しとれ等の研究も未だ基礎的危事項 ｾ ｌ IA/i ]す るものが多

く、完成の域K 達する迄には倫相話の日月を要ーする事と思点、。

2. 木遣建築物の破壊朕況陀就て

筆者は合間 的友Ｗｋ造 建築物の設計法 ｋ 閲してｾべ る 前 ｋ 先 づ・過去の災主ＺＱＱＺ依る木む建築

物の破壊状況に就てー芦 したい。

木志建築物j の破壊の版fA¥在して考へらるべき要素に二つある。共の一つは重政なク1}J に

依る破壊であり、他1'I7)<_ '1、: の外) ) 1 1 : 依る破壊である。

3 9  Xl  



第 圏

前者ーに 依る破壊は極〈稀であっ

て、木造建築物は殆ど全部後者Rfl

ち、tl'I の外 j J K 依って倒壊す るの

である。

地袋もなく 、，)出 )J 1;主 J.fol も吹かな

いのに木造建築物の二階が! 摂務

し、銭 l乞多数の死傷ー者ーを /1¥したと

云ふ記事を来Irl 昔l紙上に時 K 見受け

るが 、 ζ の ｍ ｾｾｲＢ ｬ をキ念するに 、 ｦ Ｚｗ治

法のイミ制;lI e 起I!;¥するものは柑くよか

数で 、 共のた多数 は 材料ーの ｊＺ ￯ｾ 刊に依る破壊で ある ｯ 1J 1) へば公衆i谷場の厚.根の落下 、言尽き小

勝校々合の了:[;債の!墜落ノカ‘ であろ 。

との樟の! 除、 1-"11こ依る似岐に附しては父陥を改めて述べろ事にし 、本Fおに於ては慌の }J Iこ

似る建物J の破壊に就て記す事 lとする。

我同の木造建築物はf111の } J Ic: Hして殆ど無抹杭で あ ると去っても過言てない。共の倒i良

質例 ｬ￫ 附しては 、 既 ＱＰ 也 ｩｊ 毛 、 勝 ｉＡｾ の ｮ￭ＺＱ 灸に 読者諸兄が ) Ij j ine 、必ひは窮民で多数K 見られ

た事と忠、ふか ら と ¥f'::::は倒 決はしてゐないが 、il をだしく傾斜した二三の貫伊1) を示すf L 11-め

る。

高 ｬ Ｇｴ￭Ｎ ｕｾ l li:';[ は '1三屋、初 2Ii: ，¥I! ま三階建、第 31，':: ;[ は二1階建の木造建築物の倒壊への第一本た

第 2 111 .  ｟｟ ｾ＠ _ _  ｾ欄
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示したものである 。 との y状態が今

一歩進むと' 盛) j ) C を呈するので b

る。

とれ勾の惨JIRI 士イIIJI[: 起Iq-t るの

であらうか。

3. 建築物を耐震酎風的

に構造するにば苫う

すればよし、か

との問題は最も 重要であって 、

しかも最も困難な問題でるる。乙

れに就て ｩ 耐震木芯建築を研究してゐる謬者間に種々なる説が ｈ ｾ で議論が ￮ｩｾ はされてゐる。

国4  第

ll X; . l i 持者ーは絶主J剛叫 たる建築物を迂iれ と 唱 へ 、又一方では柔軟なる建築物を建てよと説

〈。建物j の土宅と基礎lri 緊結すべしと云ふ説もあれば叉すべからヂの反封設も 出てゐる。

(l r1- .の地震力を受ける建物で・あっても地盤の岡村次に依ってその構造法は研究する必要が

ある。

剛姐なる建築物は地震力 の増大する事 K 依って破壊を売がれ友い。EX; 限度内の地震 J J VC 

耐え得る様に設計された剛叫なる建物も、それ以上の地震プJ VC泣過して、向破壊しないと

は断言汁L3たないであらう 。

震動のエヰ・ J レギ ーを吸牧して 、構造物の炎全を保つ11法

も池常に講す" る必要がある。

地 震の震動周 期と建築物の自己 ￭ ｾ ｬｬｩＺｉ ｊ 周期を異にする 如く 設

計・して安全なる耐益構造物を: 造る事も必要である。

以上の如き種々の黙に閲して完i F : なる建築物を設計ーする

事は非常 K 困難である 。

との種の問題ｩＧｃ ｾｎ する明快友皐理的解決 ｉ ｲｩｊｉ 寄来 ｋ 残され

た重要友問題である。

4. 現在行はれてゐる耐震構這法陀闘して

現化の木芯| 耐震建築構造手法としては 、同1) 構造に依る手ー

法がi誌も j長く一般的 VCq fはれてゐる。

と の ん法 は 筋 ｊ 主 、 方杖 、 ｾｭ 世餓秒 ｪ 等を ｪ ヒ 分佼 ｽ Ｍｪ ｊ し 、 Ｑ Ｇ ＱＱ β ｫ

作る Ｑ ￭Ｑ ｾり 三 角形 を構造の基 本形となしてとれ をｴＮｌ Ｑ 合せて挫

策するのである。三角形はそれを形成する材料が破壊し及

川浪り 、その形を鐙 じない。

/ Y 
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叉各材の断而績を減少する事は 、それだけ直接

J  
少 し f友主い椋z友E緋t法ゾ去えを 考2家案巨t する。 .そ の属 K は柄 及び

4ミ・- ; レト及び制 強鍋 物

を月j ふる。叉輩材として柱 、梁空母を使用する事な

柄 孔の構迂i手 法 を川ひや 、

く、組合せ材として JJJ ふ る。かくする事 lて依り柄

日 一 計Ａｬｾくする…るのみならや 筋

達 、二ら
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:::j(i'C各 種緋芯手法の'J出度!とIt@して、部 分的の況

明をが1へやう 。

日

「寸

ふー- - 1日
ヰ主

佐 を1Eー材として1!EJi Jする事I t i 、他 の材と の 結
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-

霊

十 一 寸

「ーオ

‘ ーーーーーー・・

第 6 聞

合黙に於て不合判! な事多く共の施工が肉離で あ

る 。 放 ｬ 亡耐 ￭ｾｾｉ ｉ Ｇｬ オ、 ｊ ｅ 締法 ｉｌｊＯｾ ては 、 幾本か の ＿ｻ［材

を ｪ 直 Ｇｾ ｩＺ ［ vc組合せて一つの桂村となしJIJ ふる事を考へ る。

校の弧度は共の断 面 積、長さ の大 小 i ' C11t って左右 される。ノト杭の長さの一定のものK 就

いて漣べるならば、断而積の大小 、断面 の二次 モー メン トの大小 、断而 係数の大小が強度

I' L :{jjわたの影響を9Q-へ るもので あ る。

日 Ｕ 悶 Ｈ ｡ Ｉ の 如く 一議 Ｒ｡ の ｫ Ｚｾ ｨ ・ 〕杉断 聞 のも

の を( b) 或I t i ( c) 同 の如くす る事に依って、X

Y'lilhl て附する断而の二次 モー メン ト及び断而 係

数 は 精加 す る。 との祁t IJII の度介 (ま、X 'IQh、Y1
iJh

よ りの距離が増すに従って大とな る事は ??;然で

ある 。故に同一断i何百のれ材 も、( b) ( c) I;: ，ilの如

〈使用して断聞の二次 モ- ; 1 ン ト を府川l せ し

め、大なる 11十1げ モー メントi ' CjlC抗 せ しめる 如く

設計すれば合理的に してB温度の大なる杭が11"-*

る事i ' C t;;: る。

1)1'し理 論的に は_I -.i¥Eの如く なるが 、 ζ の程の

中七 を製 作して 皆 川 ｬ 試 験 を ｾｦ ひ共 の ｴ ｾ ｲｩ 市 の 二次 モ

圏7  第

ー メン ト を賀験ｦＮ，ｲ ｩ［Ｚ｜ｾ より 求 むれば 、 計 ｾｈｦｦｩ りの

結果が I:P，る。との減少; 刷会 lti 名村を結合するプJ

X I 4 2  

結果は iU: られない。計17: 教官庁より幾XI Jか小 なる



法l亡依って具る。

とれ勺の減少割合 を示 す数( i i ' l l亡

附 L ては 、精んた る和l合 -e!_- 1' i の賀

重ね合せ梁の強度

一111，1の梁として川ふのをτl U. l 合せ

フドの梁を 二11101-' て 1' -11[_ 11!: . 1. l 合せて

梁と名付 ける事にす る。

との意: ね合せ梁の桃法としては

輪車ll ; 日Lにまたねばならな い。

園

二つの材をが- )レト締 めとなしボ ー J レトとポー J レトの中聞に竪木のテベ J レを押 入 す

るル法。

二つの 材 の ｲｬｾ 問 にチベ ｊ レを 押入し チベ ｊ レ の 位置にポー ｊ レ ト を過して締め つ け るＩ ，

法。

二つの材 をtlH f I とて打 ち11 める方 法。

二つの材 を隠若け とする方法。 ( UC9  ｾｾ ｉ 参 ｭｮ

8  車品三点; の如 きメ'i 法がある。

二つの村 をボーノレ ト締めとする方法

3， 

4， 

2， 

ｾ Ｚ＠

ｾＢ＠
持 *

Ｑ Ｚｉ ＺＡｪＺｾ 博士に
_I--記言者程の重 ね合せ果 J 符rltt 試験に閲する研究としては 、Ot t o

*  Bi egeversuche n  i t  veJ -dubel t en Hol zall<en， von Ot t o Gr af  ( Bangr_  1930_  H eft 10)  

制長建築撃合論文集、昭和 11年 7 月第二獄 、同議博 士

持

Gr af 氏、

4 3  XI  
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第 11 圃

より殻表されてゐる。

その結果に依れば

l の方法 lて依る梁K 於ては、二つの材の 中

山 ・イ1，'，1v) 1'10/ )  1111 t  ｦ Ｇ￮ｾ｜＠ J.f.tーの一; 併に li- ; ろと 2f ，、 ろ

事が tl¥Pkる o 111:し，I { - ) ! - ' 1- は水↑ : のJJ 1断 )) 1乙

主J しては殆ど抹抗) ) を有 してゐたいも の L 松

である。

2 のブ';' 法に依る果、l乞於ては 、 チベ・ J レの設，;十

よろしきを引ない昨は 、l の) ; ' 法の梁の制度

K 及ばたい。

生のんー法1<: 11( る震に於ては 、波多fのliil 隔が

相市街である な ら ば 、_I - 詑 1、2、の んt去に

依る梁よりも 1111げ叫度l立大 とな る。イ11' し搬手[

に ｩｻｾ る京れ合せは ｉｮｈ 久性 の 動 より存へて 尚 一 ・

)丙の研究 を要する とJぷふ。

上記 1、2、4 の電ね合せ梁の 1111げ叫度lて1!; F，1す る品Jflb需は、三つの材の中の - -111; 1の材の1111

げ弧度と比較して論ぜ られたもので 、二イ問合せた大さの角材と比較して論じてない。

3 の方法に依る梁に於 てI' I震ね合せ梁と同一寸法の2Rー材の梁と 比較してIthげ拙度は7R

%乃至96%に過ぎ ない とji 命ぜられてゐる。

5 の方法に依 る梁 lモ於ては軍一材の強度 主同一である。

以上 の結 果より考へて 、 二つの材色重 Ｚ� 合して ーー ・材となし 、 時 ｉｴ ｾｬ )) 1'[.-11¥抗 する椋に設，¥1

された梁は 、 二 材 を完 ぞ ￭ＧＺ ｶ｣ｾ 終結し、ＪＭ斗、Ｚ男 断 ＩＩ vc J e分抹抗する事が1'11*るならば、I，;J- - .J' 

法の軍Ｍ，ｪＺ ｾと同 Ｑ［ 出 度のものを似る事が ｩＫ Ｑ Ｑｾ るが 、 事賞 に於て ｪ 析 の 如き構 造 Ｚ ｨ 法 ｉ Ｇￌｾ縦 と ｊｃ

へられる。 それで重ね合せ梁の轡 l附弘! 支は日J - - ［ ｪ 法の 市村ｾｌＱじ べ て幾分 の減少を 見 るもの

と考へるのが常然で あらう 。

抱 き 合 せ 染

梁材 を二枚 、成は数枚抱き合せて使 JI J する事 I'I :t iことの結合部が合瑚的にな るのみなら

十 、 重 ね合せ梁 の 如 く 強 度を減少する事がないから肢も 好ましい構治法で ある。Ｈ潟 ｩｩｴｕｾ

7  r;:¥1参照 〉

ト ラ ス 梁

スパンの大なる建物 l亡於て は、木村と織を通常に組合せたトラス梁を則ふべきで ある。

とのトラス梁も数例を抱き合せて一つの梁 となし ( 窮民第 8 悶参照) 抱 き合せ トラス梁 と

して 、使附すれば、宅i= 之の結合脅I1 も理想的に施工す る事が同来る。

品目立位、抱 き合せ l、ラス梁、抱き合せ梁の三者の結合部が如何に合理的に施てさ れるか

た示す鴻筆者の設計 K なる建築物の賀例 を ζ i. vc掲げて読者諸兄の御参考に供しゃう 。

XI 4 4  



( 窮民第 9 脂l参照〉

一つの材と傾斜材とま結合する場合に於けるボールトの締め方に付て

.{ t 材に斜材を えドー J レト締めにする仕 口は、オぐーノレト締めのん" 1 : 去の如Mrcか L はらす‘ 斜材

の木部が裂け古IJ れる。との場合ぶ- ) レトの位置は 11i ，? k る範附内 K 於て 二材のうど動 より; 宝き

位置に設くべき である。

-*・- )レ トの符はま! 日きも のより太きものをnf とし、j出常のj今: 織を l惜した るものは皮鍛えE き

ものより強度はブミ主たる O

一材に直角に他材を取付けたる仕ロのモーメシトに封する抵抗

乙の仕口の種類として 、

1. 柄差込栓打 5. ｉ 頃大入ｾ子板ポーノ レ トＪＧＪ

2. i邑柄鼻栓打 6. 包込柄傾大入者喜鍋物締

3. 柄差棋締 7. 包込柄方杖ぶー J レト締

4. 包込柄羽子板ぶ- ) レト締 8. 合せ梁

等に闘 し、内 問博士の責験結果K 依 れ ば、共の強度順位は 、8、4、5、6、2、7、1、3 の

順と友つてゐる。( 第10固参照〉

其他各部の手法

基鑓は大きく j主り 、土返と基礎の緊結は完全に なす。土去と基礎の Ｕ 終結 ｉ Ｇｌ ｾｍ しては 、 事

行ー111Hz: 本だ議論があるが、剛構迂i法 tζ 於ては 、緊結する事を良しとしてゐ る。併 しとの問

題はｊｪｬＮ，ｪＮ ｩｬ キある重要注事であるから軽々に論ヂる事は ｉ ＺｉＧ， Ｊｾ主い 。

ヰミ‘ - ) レトを一つの木村 K 連続 して施工す る場合l乞は 、材の雨端を餓物にて: { f き 、材が繊

維のプ}"/i'JI ' L 裂ける事を 防ぐ事も必要で ある J

オミ、- ) レト締めの木材i ' C 'J 1張 ) ) の 生ータるま: i iな場合 には泌前方: 十i! d弘1;: :先物を 川ひねば友らな

い 。 Ｈ寓民泊 ＱＱＱ［ Ｎ ｾ ｜ Ｑ 参 照 〉

結
ー=ー
邑

軍ーするに木造建築物の耐震構造法は地盤の@! 秋、構造の附IJ柔を問 I' I子 、構造物の凶有振

動 ｊ ｾｩ ｈ 明と地 震の 振動周期 の防 ｬ 係 が最 も 重要 な る 黙 である。 向 その 上に其 の 構造 ＡｊＡ ＿Ｇ Ｉ の 偏重 Ｉｊ の

減家 、地 廷の振 ｬ 隔等が附連し 、 ＩＱ ］ 常に巷 ｩ 雑 ｾ ｣ t1: るから簡単 i'CJI}(. 故ふ事は 11¥.*たい。

ili 築物の間イ干振動周期を強め1i ごめて 、 との振動周期 を有する 木造建築を設計する事 、地

践の: / P( ) d反度を橡測する事、建!J!?'J の振動減反註を決定す る事主主;は、困難友問題で あ り、又

現不正 に於ては殆ど不可能な事であるから 、完全た耐浸構え!i物の設計ーは吾人の徴;1) i ' Cては迷

ｪ えしｾ Ａ Ｎ ｽＮ友いと考へられる。

欽に過去の歴史に依り 、地震の最大振度を遁慌に定め 、とれにJ臨やる 如く既に筆者の述

べた構造手法K 依り設計する事が現下K 於け る段良のん法 と考へる。

終り にそ在者の設計に なる木造建築構治手法の二三を州 げて慌を捌 く。

長 建 築 接 合 論 文 集 脱 税 11年 7 月
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第 12 園 ・ 土 蔵 の.i l徳 造 第 13 圏 ・土 蔵 の 構 這

第 14 圃 ・ 土 蔵 内 部 の 合 せ 梁 第 15 圃 ・組立径とトラスの組合せ

xi 4 6  



東 1も国 ・組立柱、トラス壁路構造の - Wl j

第 17 園 ・ 木 造 耐 震 構 造 に よ る 佳 宅

第 18 圏 ・合 せ 梁 ど 桂 の 闇 係

第 19圏・ 内 部 情 這

4 7  XI  



第 20 園 ・ 縫 芝 合 せ 梁 の 闇 傑

第 21 圏 ・ 合 せ 梁 の i童 話 法

第 22 圃 ・ ト ラ ス 議 構 造

第 23 圃 ・ 窓 を 有 す る 壁 憧 の 構 造

Xi 4 8  



. 2 6圃 ・ 筋 皇 室 の 檎 這
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第 27 園 ・ 筋 遣 の 構 造

第 28111 ・ 筋 遣 の 簿 這

第 29 圃 ・ ト ラ ス 桂 の 構 法

X' 50 



木 造 銭 迫 持 の 賓 施 に 就 て

原 田

描 l崎 仲

有

太 朗

此の建物は 名古屋市立工聾製校建築科 の教室 として佼則されてゐ るもので建物の設計Jfz

k 工事拘工は同建築利 のl峨只及生徒ーによって行友はれたものであり 、全く一つの試作に留

まるものでるる。

( A ) 建 物 の 概 説

flf?措式二銃泊持梼遣に依る 1' 1:-: 家建の建物Iとして 、桁行 12. 50a. 張fin 8. 00m. 棟高 5. 95m.

ｾＡｬ ・高 Ｓ ＮＹＵ ｭ Ｎ 屋根勾 配 Ｕ Ｎ ｣ｭ 勾配 屋 根王子材笛士 リ プスレート 、 外部下見板鎧張クレオソ ー

ト塗 、 ｾｾの他は白色ペンキ段 、 内部E直高副言詰却】'j )j

塗 、共の他構材及屋根込( 全部 |守色カセイ ン塗料金 、床米松フロアーリンク張りと注すもの

で、此の建物一棟 、員二t築而積 100m
2

である 。

( B )  此の建物の特徴足する所

l 構造材料の標準化

5c m x 5c m材 ( 位、 小屋 j J ・杖 、ちI{ j J ・杖、根太〉

8c m X  5cm ;f-1' ( )) U. 筋 述、方 杖、振 IU

10cmx 7c m材( 上合掌 、-1" 合掌〉

12cmx7cm ，M ( ゴ: 岩 、大. ) 1、桁 、母屋 、棟木、比一l、束〉

以上の 四種の構材 を以て Jt ての特・組 をも構成したもので 、即 ち材の問、常化 と言ふととは

梼材の= * 取をなすに官l ! 利であるば

かりで危〈 、材のJrJl. 似ひ. &. 8 i 搬等

にも至ＪＮｩｬｩＡｾで ある。

2. 構造j J 法

此の建物は従来より の納穴式構

造 l亡依らすτ して 、全部ポー J レ 卜 締

め構造と ￭ｾ したるもので 、 凡て の

構材 11: j )接的1 ' Cl &倣ったも のでる

る、故示li: Uの断簡刷の如 く、*IHき

木材を以てツ ー ヒンチア ー チを排

第 1 園 建 物 の 金 量 三

5 1 測
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.. Ｑ ＧＺＺＺＺ［ＭＭＺ［ 司・・・ ｾＢＧ ｬＧ ｾ ｬ ｾ 国副 ｾｉＡ ｉ ｉｉ 町 謬写ヨ・

成し 、之を 2.50 mの間隔に配置な

して建物 を形ち遣ったものであ

る。

叉此の建物の細部の仕口 は 、凡

て航材 l え斜材 をまfi ;庇材 で以 て扶ん

では何 9 mmのボーノレトを以て締

め付 けるものである 、イ尺 し大なる

ffit.{) ) の加lはる航臥材、即 ち:1ι R、

桁 、和k木 、上ド合y匂:の如 きは各

第 2 闘 処 方 l干 の tr i兄 主主を l c m宛切込みて同.>.1<'- )レト

を以て締め付け るものでカ法 とし てlri. ｾ＠ ｾＱ ｩｪ，ｩｈ｜Ｇ ｩ＠ .'I {( であ り且つ何んの伎何を も要 しなくて /1'..*

i! }. るものである。

3，施了. の簡 易さ

斯様した建物は従来の桂fl f ，した る建築とは 、共の趣きを具にするも ので 、各仕nは勿1治、

工具の如 きも1' ¥1. か錦 、平 盤、 ドリ ' ト ー- - - - : : : 曹洞 附 福 国

- ) レ、主能、及 スパ ナの五種煩に

11-. まるも の lてして 、その_I- ，ゾミした

伎備 を要しない事笥: 最も 比較に他

ひするものである。然る K 此れが

大きな建物で・あるか或は叉多 jit' 亡

製康の1113長ね る主主物であったなら

ば、?;t 全此j しを: 工場製Fをとし、 Hi

か三間人のi械工の手に 依り て製作

するととも/ : 11来るも のである。

即 ち丸鋸機で製材する者、機 械

ドリー J レを以て孔 を穿つ者、型板

を製作する者等i'Yi少の人数で悠々

と工場内 で製作が11'..*i! }' る、叉建

) / も此h と言ふ大材を用ひない故

三四人の少数の者で機能的に組立

て. : 5事が1-11*叉工事の進度も柑め

て迅ili であらう 。

( C )  工事施工に就き特に

研究を要する件

こ.;. . ー

第 3 園

/ 1  

第 4 園 ｾ ＮＮＮＺＮＮヒ ｙ ヂア ｆ チ の 建起状況
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1. 構材締付ポー ルトの孔を少

々の徐有を見て置くか否や。

此の建物I' I主 としてツー ヒンデ

アーチよ り成れる故、 ｉ Ｚ ｈｾ ミ Ｔ Ｕ る限

り孔に官会有を見ぬとととし 、径

9 mmのポー J レトに射す る 1 0 mm

の孔を穿ちて組立を腐したる故、

意外に岡雛を感じたるのであっ

た。然れ共も徒に飴有を見るとき

は、各構材I ' C:f : 象定通りの) ) が働き
第 5 園 建 方 中 の 状 況

得るか否や、又ツ ー ヒンヂアーチに' i I ? を* す慮れがあるのではあるまいか主も考へられる。

2. 構材の量掛を錦す可きか否や。

此の建物は現寸引付をたEし型板を作りて 、それに依りて墨掛をなしたる。故に材の種分

に煩雑を感じたるものなれば、日Jj の1i 法 として、現寸前引付岡の上に直接構材を配置なし、

居 間 百 鑑 ・ー 曲 目 『 守 司吋 ? 吋ｾ一世常 時 Ｑ 共の場で孔を穿けて同時に組立る

X ' 5 4  

方法に依れば栂めて簡墜に出来る

ものでは友いかと考へられる。

Ｓ Ｎ 粧の根元の切快を如何ｉＧｃｾ

可きか。

最も大1 ' J . る荷重の加はる部分、

即 ち杭の根元の土豪へ取付と友る

部分、上部の荷重を土査に体遺す

る筑めに主t を l c m 宛切快きて之

の切肩に依 りて、共の要に達せし

める考へで居たれど 、賞際の場合

には上じ較的理想通りに仕口が合た

いものである 。それに粧の根元 、

殊にツーヒンヂアーチの根元には

大なるブ ｊ が 働くも のなれば 、 ｾｦＮ ろ

斯様した大切な箇所は絶情的K 切

快を除してヂベ J レを使用したれば

共の効最も犬伝るものではないか

と考へられる。



第 8 園 建 物 の 骨 組

1. 従来の柄穴式構造とは異り、 1: 1: 口がib:ー

も簡単f ' L /11，*る事。

2. ｾＩｊ ーをする ｋ イ ｉｉｊ 匂ヰ門 の ｊ ｛ｩ 主人を原 ｉ Ｇￌヂ・

して 、浴易f ' L /1'，来た事。

3. 建JJ・中に於て建物の動揺が上じ較的少た

く、生徒速に於ても何'- '!f. の危険性が共なはな

かった事。

4. ツーヒ ンデアーチが橡想意外隈本て・あ

った事。

以 ヒ三四勲ではあるが、共の結果は何れも

優秀なるもので あったととは事責である。

( F )  改良す可き箇所

1. 比較的細き粧を切快き、殊K 大なる! 底

力の加はる部分K 於て切快を錦す事は 、構造

( D )  大工職友鳶職並に

其の他の職人遣が

困難したる勃

1. 此の建物の設計並に仕様書:

等が全部米法に依ってゐる事と

て、米尺度を佼ひ慣れてゐたにい職

人達は全く岡維を感じたらしく考

へられる 、然らば-llt の建築業者全

般に針し一時も早く米法の背放さ

れんととを望むものである。

2. 構造法が普通 の 柄穴式構造

と全く 異友つてゐる事とて 、綿て

の黙に於て理解ーが川* 鋭かった様

子であった 、

以上一二の駄に官まるもので何

れに於ても大した る事 とは思はれ

ない。

( E )  海想以上の買結果

を得たる黙

第 10 園 ｾ Ｍヒ ｹ ヂア ｆ チの 脚部
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上最も愛ふ可き事である。然らば此の切映を

除して 、之等の雌J H' C 抵抗する可くデペ J レた

る ものを用ひ補強して ポール ト締めと錦す可

きか 、 最もま ｾ Ｑ 想 ではないか と考へられる 。 然

れども此のデベ J レは比較的{ 資格が低廉な らざ

る故、 もっと廉償で町長kiHる様K 研究する必

要ーがある。

2.  Ｑ｜記る程度迄で鈍物 費と 手間を ｾｩￎ ｪ ｩ 戒する

意味の元l亡構材 の取付 を成程度迄で大多I打 ち

とＱＮｾして 差支なきもの と 考へられる 、 即 ち 此

の建物K 使用 したるぷ・- ) レト の教は約2000本

である 、そ の内何等のJ ) I ' C も抵抗しない構材

に用ひられてゐる Zドー J レト の教は 凡そ 400本

位もある。故それ等; のぶ- ) レトを節約して大

第 111劃 Y ーヒヅゲア ー千の肩昔日 釘打ち とな したれば、銭 物費の凡そ 1/d をも

剰蝕する事が出来仰るも ので 、叉- ) J 手間も共れに相l産して幾分減じられるものである。

5・llt の>l ' . - ) レト締め構造 1'I 比較的制き材にがー J レトを過や可き孔を穿つものであって 、

此 れ を即位メンハーの断而杭から考へるとき 、此 の孔のj需にi成じられる面積の率1' I 比較的

大たるものである 。 此れを村川 、 』 全貯［から考へる ときは、締 めボ ー ｊ レ トの ｴＮｾＱＧｃ 損す る高 は＿ｦｪ Ｇ

英大なるもの と 言ふ事が Ｑｉｉｉ ､ｅ る故此 ｾｕ ＭＧｦ ｦ の黙を考へ締め ＾ ｊＧＭＭＩ レトＱＧｊＮるものをも全く用ひヂ

して或種のおi'i め織物を考案し 、それに依りて構築するも一つの別案で は 友 い か と 忠 は れ

る 、 それ共止ＱＺＺ＿ Ｑ 勾［の構芯に全く依らヂして 、 ｾｈ ｬＮ ｖｃ 木材の特徴を渡部して 、 即ち ｷ カ材とし

て川ひる全々 別 1 ' J . 構芯法に依るも比;1史的良結果在来たすものではないかと考へられるもの

である 。

( G )  工費 陀就て

綿工 ｾ Ｇｩ 15.001日.100践

但 1
1
付41F工事を含まや。

X I 5 6  

1. 基 礎工事投 71 1il1043:霊

2. 木 材 代 金 6S9閃42主主

3. 餓 物 代 金 79悶SS銭

4. 屋根工事変 248悶6 1銭

5.  m工 事 投 47間36袋

6. 建具工事1'(
14 3問 12銭

7. 塗袋工事 Ｑｾ Ｈ 材料 ＱＱ 寄 ｾｈ に依

る) 75悶∞銭 第 12 園 !!' - ヒユ/ ヂア ーチの最頂部



8. 排水工事費

9  大工職手間

10.  薦車翼手間

13国40銭

120悶α漉

42回50銭 以上

( H ) 計 算 方 迭 に 就 て

骨組の構成と計算方法 は 布 *の餓' f̂i' 二銃迫持に準 じた ものでる るが、j問l郎( 迫持雨ー1"立'[h1)

の鮫端の施了. は ( N o .8) の葉真に 見へる 様 1'[ 同定端K 近 きもので四本のギi: を夫 々4ど- )レ

トに依って土議に締付けで あ る。

之の雨 1" 端の取扱が問題と なる 鴎 で向 限強性同定 と し て 之 の勲K 於け る諸膝 1) を求 め

て、土査 との取付け ポー J レトの大さや部材のチ ェックをわーふのが一家.であらう 。

ラたに各部材 の断固! 'I [監1JVC釘し安全であったが、ボー J レト糟手の肱1)が不足して共のた

めに補強用銀ポールトを部材に平行して使用した事は遺憾でるった。木製チ. ベソレや鎖製 ヂ

ベソレ の 簡 ｾｕＡ 1; 主適用が切望される 。且材の切り快によ る抵抗力は施工の結果か ら見ても除り

面白く友い。

尚ほ標準部材の断面の決定は合掌部材、 tt部材、 来部材、筋違部材等K ついて各部材 の

臨1J値の 最大なる もの を採って 、そ の断聞の大さ組合せの方法令 を決定 した。
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組 立 工 場

飛 行 機

を 兼 私

格 納

ナ乙 長 径 問

庫 二 題

主

円 柳 貞 世

晩近本邦に於ても航本機は日醒ましい殻達 を遂げました。即ち米人 ライ ト兄弟に遅るる

事 '] ＢｲＭ 、 ｉ ｬｦ ｊｩｦ￬Ｔ Ｓ イ ｉ ｾ (191Oi r-) 12月17 11W京代々木練兵場 1'L1i ぞけるi怠)11、 11 野柄大尉の殴かj'i

より Ri Ii l;i}] しての91M rが最初のもので 、高度70米 4 分間1' L 3粁 を飛行して 、日本航本史の第

一頁をinlI って居ます。翌明治44年 4 月1
1を軍は月Irt ，'fJ I ' L 又大正元年11月栴軍は相ナ1'¥迫慣に夫々

飛行場を設置して 、之れが研究に手を初め、現杭飛行除は [If 市 8 クl防除、i保不20飴除の配

置を見るに至りました。

とれ等は叉民間航本事業主相呼! 正し、航: ，実機必び l乙之れが殻動機の製え!i 工業の護逮を促

し、之当:;.::( -:: なる民間工場として、

( 附束〉 中島飛行機製作所、石川 島岩船所、東京瓦斯';E気合通1:等

( 中京〉 三菱重工業名古屋航本機製作所、愛知時計屯機合枇当事

Ｈ ｛ 初回〉 川崎 造船所 、川 間航 Ｑｾｴ 農作品ｼ汚Ｚ

を主義げ得て、純岡産機製作は年と共に感大となり、各一仁場の増設は建築技術の上にも幾多

の立重なる経験が積まれつつあるもの と信じます。

幸ひ筆者も多少、之等の設計計 ｾｲ I'LMM係 しましたので 、共の内より格納j奄の質例 2題を撰

び 、共の言時間は殻表の自 rll を: 布しませぬので 、概要を紹介して見たいと忠ひます。

互f l ' L 皐げました K . ｎＮ ド �ｩ 格納 ｈ ｏＺｾｾｩｃ 、 工場に於て製作された丹初日設は 、 一度 解 ｮ 告運搬

されて、全格納J " lf 内でN. び組立てられ試験飛行を終るまで格納されるものであります。即

円 安

A 案

戸
イ

〕

司、ご

ヨ

o'!. 

事

ぞP。J  !  

Tも

可 7; 1  7; T， 7i 1  T， 

、

Tz 

.f 1，0 "'-

.fi 

図

国
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ロ

、 . ) /
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ち共に機能上 は車[1. )' [ 工場 と見倣す

べきも ので 、設計二I-J C は との組立

作業が主要な デー タと友 つてゐま

Doub/e lJ!eb. Jin'S/ e  lJJeb.  

ヨE

イ、 卒 面 計 壷

寸了

ｾＮＡｊｌ ］］ ｌ＠

γ

1

1

1

ム

匹 7

す。

図

ま づ ｾ ｉ ＢＺ 聞 から説明 し ますと 、 問

口( 開口 令官) 1乞兆較して奥 行の小 さ

い の は 、 飛 行機の 柿 納にも ｾ利 なＱＺ ｾ めの みならヂ 、 ｋ 柿 納 ｊ ｩ ｪｻ は成 る 向性能大型機 を 只 Ｑ 夜中 ｲ ｌ

立 柿 納する 必 要から ＭＪ たも の で あ ります 。 即 ち ｲｭｮＵ Ｑ 米 史 ｾ ｾ 1:37米佐川 1. 887
/
1': ); 米 となり 、

叉N椛納J ! l f は間口 40.4米奥 行 26.2米連:t' j¥1. 058.521'-) i 米 と設計されてゐます。

口、 主 韓 架 棒

排 て前述のよ;'Kt:J J I': 而計 霊に於て 、室 内に は支位は 一帯許されや 、51. 0 mx 37.0 m の而積

が要求され且つ大扉 を51米 の方 に取らねばならね場合 、J:: 開 架構 の設百 |プ0'{1lrc はtrn 同に

示す A . B 雨案が従られませう 。而 してA 案に依る時は 、 トラス T 2 1亡 7 連の トラス T 1

が集 中す る事 となり 、T
2

トラスの重量を 純度K 増加 す る 結 ＺＡＭｉ ｾと なります 。

特に 鎖 骨車 ｬ ｌ 立 作 業 中 ｔ Ｑ ト ラスの 水 卒 者 ｴＱ ｊ と ｔ Ｒ 自 身 の Ｑ ｲｾ 締 ｾ ｉ ｊ の 控み と 、 航振 れ の Ｑ ＺＺ｢

めに 、非常友組.立困難と危険に l爆され、のみえにらすて ，T 1
トラスの ) J !撃的解法 も有利 なら

歩 、 自然 繊 材 の 消費をｾミす 結 果とも な れ且 つ Ｉ Ｑ 守 来 の 蹴 張 ｋ 制 し ては 根 本 的改 築を 必 要ーと

す る等の諸短所を指摘し符ます。

然 るに 、之れに反 し、 B案に依る時は 、キキ架構共 1'1: Ｑ Ｑ ＧＺ 均 の ｬ 世 ｕ ｊ を生じ Ｉ ｊ ｾ 的 ｬ 引車 Ｉ ｊ を最

も合理的に消化 し、か か る長任問架構慌の悩みである焼 みをよ り減少する 、 アー チ構法 を

採 用するに最も遁蛍の もの と君主ります。従 っ て 構造材 を11亜減し仰 るは勿論)1守- *の蹴 張が本

易完工事 、等; 其他 A 案の如き 不者11合 が 起 りません。

以上の理 由か ら K . N. 雨庫共 rc B案に依 る事と しました。主fI警架構は第 2、3 岡で見

る様K 、中心黙 を 5 度移した拠物 線K 近い アー チで 、雨底端K 夫 々 1 例 のピ ンを押入した 、

所謂不静定架糊豊の 2銃 接 アー チであ ります。 アー チの寸法 を決定 す るには 、数度 の試 京

を要 しま した。

それ. 主此の寸法が[ 車力に非常な影響をみHf すからで あ ります。 アー チ:-1' : 開架構を結構す

る各部材は全部111型 鋼 を使用 して Single web とし ま した o ( 第四回参照〉

諮 l乞ト ラスの web を Si ngle I'Cする か、 doubl e にす るかは、アー チ新11工作業上の難易

と 、 銭 材 の ｊ 二 で 、 鋲及ひ ｾ ｾｲｮ ｬｊ Ｉ ｊ tま材 lモ於 て 200/0- 250/0 の噌i成を - *す事 とたE りませう 。即 ち

前 者は組立作 業 ｋ は 多 少困難が あ ります が 、 餓 材 の恒 ｩ 成と な り 、 後 者は之れと 反主 ｊ の 名 Ｇ ｩ ｯＡＮｴｾ

となります。幸 ひ貫際の施工 l乞?i t つては、 l
'
リ士号ーの故 障 もな く}I協調K 組立を終へました。

X ' 6 0  



然し荷重版態及び7雫問が50以上に及べば後者K 依 るべきもの と信じます。母屋 は木材を

使月j し屋根は鎖波板葺とし 、胴縁は 111形鋼を使用し ました。

ハ 、 主 睡 架 構 の 間 隔

般に計 31:- 1-.の各部材の肱) ) と云ふものは 、架緋fl 豊が完全に結構された場合の数値を論

十 る結 果 、 只 ｾ￹Ｚｾ ｾ ｌ 計 ｾｴ ＭＧ ＭＮ の数値 ｴ 亡 のみ信 服し て 、 ｪ 折 る長任 問架梼韓 の 部材断面を決定し

て、架構定日立作業中の完全 K 結構され ゑい間の強度I' L i Jする 考慮を快ぐが如き場合は 、思

はぎる失敗 を起すもので あ ります。此生存の勲 を考慮して各主隙架構の間隔を次の如く決定

しました。

即ちK 椅納Jiji lて於ては 、IHl 陥は5.88米左して sub truss を一斉、配置せ歩 、走行起重機及

び回 定 吊上げ環荷 重の影響 から 、 ア ー チ主開は輩潤 ｬ 亡相Ｇｾ告の餓材が 必要 Ａ となり組立作業 ｋ

到して 、支障を来た さ友 い程度の強度を保つ事が1-1
1
131とましたが、N 格納 Jijf I ' L於ては 、径聞

が小で、あ り5.88米程度の1m隔では組立作業K 支障を来たしますので アー チ主膿の強度をま曾

す矯めに、!j ;，}' 1' L共間隔 を 8. 4 米として sub truss を配置する JJ台i をとりました。

二、起 重 機

機関車U立に必要快ぐ べからざる もの は、走行起重機であります。K 椅納庫に於ては天井

ｬ 乙 Ｓ 描吊 走行起重機 Ｑ 蛍と ＱＰ 湛 の ｉ ｊＡＡ ｉ 定吊 ｊ てげ段 Ｒ ク所 と を ｭ 芯Ｚ設計 ー した Ｑ ， ｾ め 、 線起重能Ｉ Ｉ

は23越と な りま すから 、50米主 去ふ長何間五! ;!構慨に笹j しては可成り岡難主主データであ りま

した。

叉N柿納庫では走行起重機の能} ) を 5.0 瑠 I'LJ -. け・て、[l ilJ . i : 吊上げ環は準備しで あ りませ

ん。第 5 闘は走行起重機の位置を示 して居 ります。

ホ、大 屍

12.c-

/ J  

一一一一一一一 - - - - - - - 4<?J d' 一一一一一一一一

，，p .  

C L  
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特納庫正商の大扉の開聞の難易は飛行機の格納作業能率に重大 怠る閥係がありますが、

多 く失敗 した貰例 を見受けます ので 、開口 が大き くなれば特別 K 設計 上のi主意を喪 しま

すo 11:年 、某m納ffi Iの大扉が倒れて 2 名)]]J1死 し?と事件さへ耳にしてゐます。

ｋ 特納 庫に於ては 、 間口 ＴＸ ＮＴ Ｘ 米 高さ Ｙ 米 を ＱＰ 枚主ｾとし 、 ｎ 柿 車 内 月 ￭ ｬＧｃ於 ては開口 ＳＸ ＮＴ米 高

さ7米 を 8 枚挫とし て、共f L iif.iH! IJ の戸袋に 引込む 引戸 としてあります。K 特納庫の扉 1 枚

の重量は約 4 噸 l亡も及びますが 、戸車K はオミ・- }レ 、ベヤリンク‘ を使用したものを 、採 11J し

たので、只 1人の人 ) ) で開閉l'I 縄めて自 1"13であります。叉扉上部のがイ ト¥ν - } レは勝- *

の悼みを考肱して 、7.0桝まで淵鐙出来る月1意を しました。

扉 ¥，' レーノレは大扉荷重の民めtA・ iごを起す恐れがありますので 、完全た餓筋I昆凝土梁の上

に埋込みました。大扉の倒れるの は、此の v - } レの枕 ¥; がbi{ 別であります。第 6 凶はK 持

納庫の正面の閉口部を示し第 7 岡は背面架構を示してゐます。

へ、長径間架構の各部材に於ける sle山 rness rat i o (+ ) に就いて

悲I ' C 1 は各部材の持放しの長さ 、r l'I 共音j¥tj 断而の故小二次卒学任 を示す事は云ふまで

もありません。

とれに就いて H本辿ー矧厳令では柱材に釘しては 150以 1-"、 トラス部材では 200以 ¥; と規

定 されて あります。 とれは同じ断面積の材料でも持放 しが長くなれば剥くなる事を表すも

Aι  

G. L  
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のであります

が 、 ｾ蕗に大

きた ｅ 間違が ｩｾｾ

々起る のであ

ります。

かの北米 b

ナダの E要何

間 1.800r只の

クペツク橋が

1905年着工以

来1918年に竣

工 を 見 る 迄

K 、二度失敗

しま したのは土木架橋史の悲惨事として語り伴へられる蕗でありますが 、第一凶の失敗は

t  

第 此 〆千 ) の防11系 的 ト ラス 中 の -

3  部材の破損が共原ド! とたり 、叉 第

二回目は組立作業中の1Ad'l ・J -.の 欠

J吹lモ起訴lする と聴いて居ります。

又建築方面で長引E間集構の餓骨

粗) [ 作業中倒壊した貫例は本多151乞

於ても lle々耳にす る 陛 で あ り ま

す。一11咋l中宇戸正年Io.三 1  月A某E1鴻i憶E匂4れ行d.股浪中制組LL立_I仁;場場
-

カがt 一部の失火で倒土壊孟しまし7たとのを

如畑貫K叫見ま札した帥が払、(け+)μ同川の叫州lh

上不炎の{官側!肺附h司ω1)汐所予升「が全剖部i話し合つた J桜I保去

に 、破 損 して}，5ましたのにはt総長IJ

な感じがしました。I! jJ ち長経|日1架

構開の設計 ｊｾ びに施工 ｋ 際しては

特別 VC*f II心の it 定、が必要でるりま

す。

ト 、 基 礎

Ｎ Ｋ惜加構が ア ーチで あるＱＺ ｾめ 、

雨脚部のピンの鴎で外1J!1J I'L 附かん
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とする水平推力が働きますので、之れi乞抵抗せしむる特別の設計・方法を探らねばアーチの

理論は此基礎の Ｑｾ めに根底から覆される事となります 。

即ち一つのj ]' 法は雨脚部を Ti e rod で連結する方法でありますが、 K 格納庫では地盤

が非常 ｋ 強固定 ､ｾ め 、 ［�むＷｬ＼Ｎ ｉ ｪ￮ 推 Ｑ Ｉ をも土の ｭ ｉｊ Ｉｾ ＱＧｌ負櫓せる設計法を 採り、 ｎ 特納庫では地

擦に劃する信頼が不充分の民め、特lモ杭を斜K 打って 、共推) ) I ' L 抵抗させるj J ・法をとりま

した。

チ 、 構 造 材 数 量

毛穴に掲げましたのは、 K 格納庫の構造材敷金表であります。 とれを l' 今月キして行きます

と、一般工場建築と相異ーする黙

に気付かれる事と忠ひます。即

ち表で見られるむd亡、綿沼教は

236. 587 培、主!!;l l 570.81' l' 1' L別し

て 0.414とな ってゐます。

1" 表 中の組立川継 ぎ材以ー1" 、

戸袋材までの 101.79越は一般工

場には不必要なも ので、とれが

綿旭教の 0.43 I ' L 相岱し昨岱り

0.178 と友りますから 之等を省

略すれば 134. 79殖と友り、珂i岱

り ＰＮＲＳＶ と友る事 ｉ ｣ｴ￤ｾ ｑＺせ ねば

なりません。

昔1; 材 名 肩車

ア 手 伝 達 〉

E n d  braci ng 、、!al1 gi rder( 4辿)

昌同弘

制l 間 桂

ア ー 千 機 ぎ 兎 直 子 ラ ス

般 月間 差

!量 被 面 筋 違 材

雨 1Jl1J  問 柱 ( 8 本〉

組 立 月一l 着陸 さf 材

走行起重機用梁及 び 筋 違 材

大扉用上部、レ戸 Fレ及悶吊材

大 扉 用 下 部 レ - J V 

大 扉 骨 粗 材 ( 10枚〉

戸 袋 材 ( 2 個所〉

合 言十

1) 、 寓 賓 の 説 明 ( 全部K 格納庫を示す〉

|部材数量〈道)1 仰す る 割に合針

64. 879 0.2742 

11. 624 0.0491 

17.010 0. 0719 

14. 9∞ 0. 0629 

2 1. 034  0. 0889 

3. 66 0. 0155 

1. 69 1  0.(氾7 1

7.077 0. 0148 

8.360 0. 0353 

10.5∞ 0. 0443 

35. 327 0. 1493 

34. 975 0. 1478 

5. 550 0. 0234 

236.587 1. 0  

引八回 内部を正而大扉{ J ! l Jから撮ったもので壁面の採光)J 、起重機別梁の配世、天窓より

の採光が見られます。

節j L岡 背面より撮ったもので、正而も大関想像が1-1.¥* ませう 。械の尖端に夜間飛行の危

l換tE: 示: 鮫が見えて府ります。

第十回 鎖骨組立 中のもので、正面から三連自の アーチの稽手に人が二人、部材の取付け

を、やってゐます。

X I 6 4  



飛 行 機 格 納 庫 建 設 に

銭 骨 量 の 経 済

要 す

限

石

度

高 橋 梅 太 郎

l 序

2. 架燐の撰 定

3. 架傍さ架備 さの純湾問隔

1 . 序

4. 梨機に於げる梁の経済的成い

5. 餓骨所要量の続演限度

本稿は飛行機格納庫の強度計算の貫例である。従来の飛行機斥建設費は幾何節約し得る

かと 云ふ事を目 的として一つの標.I_¥f ! 形格納庫を仮定 し、構造材の1政t枚方を工夫 した設計責

例 である 。

格納庫は構造上より建物を分類すれば次の様になる 。

1. 主鱒構成材 4. 開 口 部

2. 照関構成材 5. J状 構 成 材

3. 屋 根 野 材

此の中 ( 1  )  I'C. Jるするものは綿_J'. ill の50%- 60% を，5め重要 なる部分である。主開構成

材の経路的 JrX1; 投法の巧引1 : は全工抗への影響が高大である。

餓 '丹治格納庫 l亡於ける主梢構成材は云ふ迄もなく妓・丹であるが、鎖骨量の最小値 を求め

ん と する事が本設計の日的である 。 餓Ｇ 円治ｾ 物の設 ｾＭｪＭ ｋ ＯｾＺＺ［ つては 先 で ｚＨ ￧ ーに 小 屋 紺 の形を

定めねばたらぬ。そして小屋中日及紅の形が広まれば次にそれが構芯が考 J.oI( される 。例 へは

有銃ェにとするか或は叉 ￘Ａｬｾ 銃式構法を濯ぶかが決定されるのでるる 。

次いで架構と架緋との間隔が問題視される 。母屋と結構との相互間の聞係が立問構成 l乞

9
i
l て主要であるからである 。餓・円-jit の絞首i11限度を求めるに常って之勾: は主要、友る役古'J をjR

やる のであ る。捗て飛行機材納J . j Iの大いさは一般に暖問30- 40米奥41二40- 50米の司、: 而形を

有し 、開口 昔!II 'I 内法高 4.5米 - 6.5 米 rlJ [ 1 は張問の有効内法で あって 25 米以j てと友 つてゐ

る。標lt宅格納庫のゾていさは最も判)luf 的制!i血性あるもの として定められた。柿納操作上の利

便と各種類の航宅機 をも 牧終し ＱＡ ｾ ると 云ふ事 ｋ 重 駄 を世き 決定された のであ る 。 絞殺節減

を主 11艮とする建前上建物被器材料は賞用本位の: 剤費なものを使用して ゐる 。

標準格納庫構造概要

張間位米

桁行48米 平積2，016平方米

6 5  Xl  



日目 n j' ¥官有効正;j 6.5米

同 有効 l陥 40米

(1J l .し!i¥J 口令IIIPi ，; は雨端 l亡於てほl市よ り4米迄を音HII¥とし夫以j ては 内H!
1

1I [. 45度以内 の勾

配 をFけす る 事 む の

倣 什 ｨｬ Ａ ｉ ＧＺ 家 ｩｬｬ とし九Ｚ根 ｉ Ｎｌ ｊ 配 ＴＯ ＱＰ ぷ ｾｊｩ恨の ｊ ＭＮ￬ ＯｾＩｾ￯ＺＺｩ 世 ｈ 餓板 Ｈ ｎ ｯ ・ ＲＶＩ 目天井制し 、 ＿ ｬｦ は

ＱＯｾｪｾｅＺ ｾ 鉛 餓板 Ｈ ｎ ｯＮ 28)  ｾｊｬ り 、 ＱｊＡ ｉｊ 定 ・ ＮＺ ￵ ｊｉｩＺｾ 芯共スチー ｊ レサッシ ｮｩ Ｎ ｪ 口市扉ｴＺｾ製八枚 ｾ Ｇ［ ｉ 分扉

とす。

以上が構造大要で あ る 。 ｮ 日口ｦ， ｍ ， Ｇｾ を雨端 ｬ と於て ｼ偶切り とした の は航不能の裂の高さを考

応して雨端医於ては敢て 6.5米 の千{ 'I;JJ 高 を必要とし友い ことに起1.1¥¥する 。航不能の1 ' J 1，入に

はー /I'J 不伎を作はないo Jlt の事 は従 来の11M f機格納l相亡比し 'rl ・尚を著しく減じ作て構造上

Jj: '，;片K 千f利 で ある設計宜例 l亡依れば!hr: :;j は 7.5 米で他のもの によじし約 1. 5米低くなってゐ

る 。 昆 ｈｾＯ ＮｌＮ Ｉ 配 ＴＯ ＱＰ は状主 ｜ Ｉ の 降 Ｑ［ ｉ ［ ｪ ｩｬ ｾ 宇 多 き ｬＧ 地に あって はと以 ｪ て絞にする事は Ｑ Ａ ｬｴｲ Ｑ ＱＱ である 。

勾配とし て 己むを引ない Ｉｩｽｲ で あらう 。 州 ｪ 主計 Ｑ Ｗ Ｚ は ｊｬｴ の ｜ ［ Ｚｾｩｬ 叫 ｩｈｉｾ ｊ ， ｩ ｩ の 勝治大要 ｬ 亡 ｊｾ き貫施さ

れたも の でその1113位は本品K 記辿し，)目度日 I":n:のJ，c本率引 をぶせばミ欠の校 で あ る。

ｦＡｾ ， ＱｾＱ Ｇ ， Ｚｦ 重 、 ｭ Ｂ 主 Ｈ ＷＵ ｦ￮ＱＯ '1T' I': ん; j t ........*i l'" 前) 胤 IfP_: ( l OO!iL /'I:T: ' I"元 米 一・・J l i : 尚一而 100Si nO

nE/ h +:1J ・米ー…ー 原 拠 而〉ぷ度( 0，1)

かくして弛i度計 17:が:J s められるの であ るが本文に於ては注巾の詳細lを省略し特l亡本計算

f[. ｦｻｴＰｾ せる二 、 三 の駄を記 Ｎ ｪￆする 。 例 へは ￭ ｾ 桃 Ｉｾｦｐｾ［と Ｚ ｬＧｩ｜｜Ｉ去 の 選定 ｊ i 烈構相互のn日隔Ji 然

桃に於ける梁材 の成 いJ rt ーである O

11. 架 構 の 撰 定

Ｑ ｊ 色村 ｉ ｾ 飛 行機 ｈＧＺ の緋Ｚ占慨要 ｬ と池ＯＮｉｾゾ ぜ る形態は Ａ ｉ ｪ Ｎｴｬｩ ＺＺｩ ｬｬ 亡示す 竺 植 のものが懇げられる 。 ￭ ト ラ

X' 66 

附 図 I  ス型車五将 ｾ ｊ Ｈ 屋根型ラ

ｾ＠

A ト ラ ス 型 D 三 欽 式

B ラ ー メ Y E 二 銭 式

rz、1

C  針材イ寸 ラーメゾ F 無 銭 式

ー メン Ji 釘ー材イ寸 ラー

メン」匂; である ( 附

!i:: ;j 1  a  b  ｣ 参照 Ｉ ｾＺｽｸ

.rl. 5il 架 緋 を大目IJする

とせば大惜此の三つ

に分頬されるのであ

る。三次欠K 組立構芯よ

り論1ヂF

ｪ無Ａｬｉ無 ｬｴ 銃式とが主翠挺げら ｇｾ れ L  

る。換言ぜば三銭式 、

二銃式、無 銃 式Pt ;で



ある。之等の構法は既に構造療上研究され来ったものであるが 、架構の形態 と構 法 主 を 和i

合せたものの優劣を論じたものはるまり見ない様である 。吾人が設計首;初に於て先づ第ー

に念頭 fr: J 二るととは架構の形態であり 、そして有銃式をとるか無銃式を選ぶかK 腕するの

である 。架構の撰定はかくも要性 しい問題をwへて併結を臨時せしめてゐ る。

a  1 " ト ラ ス 型 結 構」

紅花小屋来日を結合せしめた最も ?i'j 極的構造法で、あ る。 1 " トヨス」に は部材の初方に依て

「フインク J 1ハワ J 1プラット」等の名栴があるが何れも小強間の 「ト ラス 」 として有効

で、あって40米以上の接聞を有す る 「トラス 」 としては不利でるる 。何となれば、大張聞の

「 トラス 」 は陸梁 Ｑ ＱＺ可成の「起り」を附すと量Ａｾも 、 高 ｮ 立てられた部材ｻ内々の長さは、座縮材と

して悉く不利な妖態にるり、恐らく計 算 上 の肱 Ｉ Ｉ よく断 而決定 を Ｑ ， ｾす場合よかく 、 常ｶｲＺｊｬｦｦｩ納

部材の納長比よく決定される事が多いであらう 。語年lの桁納} i j i は概ね此の構造に綴ってゐ

る 。 架構 ｲｬｾ 論の護達せ る今 ｦ ｬ 殆ど共 の 跡 を 絶 った 。 然し乍ら稀に干 ｦ ーするとせば飛行機工場

の如く飛行機を懸吊移動せしむるＱＮ［ｾ小屋キ ｧ 、 「ホ イスト 」 装世の「レー ｊ レ」を取付くる事が

ある 。 之とても航 Ｏｾ機を懸吊するのみの月 Ｑ 主主危らば 他 の方法がるる 。

b  1 " ラ ー メ シ 」

最近のものは殆ど此の型式 l亡依てゐる 。「ラーメ ン」を構成し 、通常危:I l&; ィ」を持つ架構

群の世列は ｾ Ｍ ｉＺ 翻と同時に構造 美の 顕現で ある ｯ 1クエツプ」 を 「プレ ー ト」を以て充)11):す

るととは剛構法として可なるべきも、著しく鱗背景を要する錦 、大 i}f{:問の架構 l亡は謄: 用少

く、形は 「ラーメン J Iとして「クエツプ」は部材を以て「トラス J K紺み要すれび、隅角部の剛

域を完全ならしむる銭其の部分のみ を充Jl U 構造としてゐ る。

C 抗張許材付「ラーメシ」

屋根型「ラ ー メン」の隅子(j 部より 隅 i(J 部へ '1I焼材を以て繋いだものである 。此の架構の

特徴は隅 j ( j 部の 11防げモー メン ト」を著しく減少し、いも「ト ラス型結構」と 「ラー メン 」

と の中聞に有ーするもので 、 前述せ る 小 犀 粁 ｬ の不利を ｩｪ Ｇ￬Ｚｌｾし同時に 「 ラ ー メン ｊ fr : 起る隅fiJ

部の槻大の負踏を粍減友らしめ 、全:架構l亡il"均した) ) が分布さ れる様に なる。 ( 附岡 E 参

照〕特K 無銭式「 ラー メン J f<:: 至つては此の事が結! 著で ある 。然し乍らー) i .I1:1::の架構K 於て

考慮されねばならぬものに抗渡釘: 材の品世がある。たとへ張力が作f I J し常に緊張して府る

とは云へ何分35米以上の部材が水平を保ち続けれ} るものでは友 い。途中教タ所l亡於て支持

されねば友らね。然らば此の支持材は如何と 云ふに全く好材を懸吊す るのみにて 、計算上

飴分の部材の如く考へらu る。従て一見不経憐の如くに見えるが「ラーメン 」全開として

考慮するたらば却 ｬ て材中 ｉ ｾｩ 陀減 してゐる 。 倫此 の釘Ｚ 材支持材 の ｦｍｴ｟ｻ 月 ｪ を記せば航 本機の 懸吊

と云ふ問題が起って来る o H材を懸吊する支持材の尖端に 「フック 」 を取付け之Ir: r- チェ

ー ンプ ロ ック 」 を 吊 り干げれば 航 Ｇ本機の黙検 、 修理 士 事の作業を容易ならしめ飛行機格納 Ｏｾｉ

として良く 飛行機工場企 して叉可怠るべく 、部材を無駄なく 使用し作る勲 fr : 於て優るもの
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でるる。かくてS千村イサ「 ラーメ ン」は !車用範囲Jj，長く推11・し得る架構である 。

次で・ＱＧ ｦ 銃 架構 、 ￸Ａ Ａｾ 銃 決構 のも 長劣 ｋ 就て述 べて ｊ ［ＡＧ ゃう 。 従来構造法にはま ｍ｜ 論として三銭

式 、二銭式 、現! 日企式の三Ht のjJ' 法がかする事は衆安11であるが 、 さて此の三種の経憤上の優

劣といふ事 K 就 ては ib まり論放されてゐない。従て此の構法の[ 態別は共の根械を奈溢に置

く か分 らな い 。計Ｎｾ下が 百 ｾｪ Ｂ 主るが ｩ 岐に三銃式を泣ぶ 如 きは今 Ｑ Ｑ ＺＱ武平 云 はるべき事ではない 。

耐打ぷ構造の護法は今 ＱＱ の 如 く日， ｉ ｉ ｉｾＧ 構必須，［ 命 ｉ ｚＺ 'flJ iいてゐる 。か L る時代にあっては布銃式構

法は比較的共の数を減じて員長てゐる 。然し若し此の三桂の構法を静) ) 接 的 l亡1&似ふ時、此

の三手干の lifll c 於ける絞桝的優劣を立とめる事は必要でるる。 材料より視あれば所要量の多彩

を ｾｊ￬ ｪ べなければたらぬ 。 此の計 ｾￎ Ｚ は 三 Ｉ ｊ Ｇ 聞に於てブと ん別仰 の立場より 「 ラ ー メン 」 を設計

し Ｎ強 度計算の結［ｬｬｾ を 照合したも の である 。 餓 Ｇ ＱＱ ・ 所要誌の 比較 を 求 め た のである。 然 るに

共 の Ｊ，Ｇｩ ［ｬｬ ｈ￬ イＢｉＮ￬ ｌ の ｾＭＡＢｾ Ｑ ］ ｩ Ｇ ｩ に於ても相似た結 ｩ 治を ｩ ｾ＠ I  1<ζ 。

『 三 銃式二銭式 ￸ ＡＡｾ 銃式構法は之を ｩ Ｚｲ ｪｾ )) ，1写生的 Ic l lIl ll 心、11寺1l H Uタl要 l lf は大差主主しJ 此の僅少の差

は 1- 2% 1亡過ぎない。従って此のよか去をつけ て悩 いて低劣 の)1闘位 を定めん とすれば、 三

) ;i T!i の計37: :l;は 三椋 の終った順序とたり 、イI1J.i L も絶封的優位のものは作られなかったので

ある 。 きれば ￸ＡＡｾ 、 千 ｻ 鋭事ｩｙＮ ｾｭ の餓 Ｇｊ ｊ 所要北 ｉ Ｇￌ 、 略 ｦｬｬ Ｂｊ ［ ｨｴ を ぷし優劣の差たしと見るが安 ＿［［［ でる

らう 。

然るに tJtリ長lr 材イ・¥' i ラーメ ンJ lZ: j; 火ては 三銃 J には多少仙の二構法よ り鍛・什誌を増加 する

1tJ il['J にあり 、 二 銃式 ＱＡＡｾ 銃式 ｬ 会費 イヒ なしと 比 られる 。 強 いて Ｑｳ ー を 求 むれば二銭 式 は ＱＡＡｾ 銃式 よ

り Ａ ｬ ｦｦｕ 成されてゐる 。 此の以 ｬ 主 ｬ は ｈ Ｎ ｊ ｾｴｾ 部の鴎刈 ｕ ｩ 法にイ乙すると 忠 はれる 。 一 般に 二 鮫式 三

銭式架構の基ＩＨＨ部は完全鋭なるＱＮｾ鋭部は地盤より蕗 川 してｪＩＮ ｊ［ えられ 、 「ロツ ｢ ー」 の ｪ 底部が

漸く地盤 ｪ て ｬ ζ イ ｬ えす る 場合が Ｒ Ｕ い 。 然 る に ＱＡＡｾ 銃式抗の基底部は止均註を固定として取倣ふ Ｑｘ 地

盤 ー Ｑ Ｇ Ｑ 亡 ｼ 占 ｉ ￆｉｕｾ ｊ を世かねばなら ぬ。 之が有銃 架 構によ じ し餓 Ｎｲ ｊ Ｇ 訟を多 く 要す る 所以である 。 若

し 二銭式と ｬ Ｇｩ ｊ［ｦ公 Ｑ ， Ｇｩｬ ＩＮｬＺｬｕ ｬ Ｇ を 地盤上ｐＺＺＺ世き ｉ ， ｾ ｉ 定保 Ｑ Ｑ Ｑ Ｚ を ｩ 前足しれト る 椋構造が可能な削工 、 えがろ鎖

骨 ｩ ｩｦ は Ａｉ ｾＧ ｻ 成する事が ｉ ｉＧ， Ｎ＿ｉとる 。

鋭 利Ｇ の 加工 、 ｾノ Ｇ［￯ ｚＺ要する ＱＺＱ［Ｑ は住築物とし て Ｉ杉 ￱ＧＱￍ _I -，Ii  4"J も姥らない。従てi目先'門 Q を極

端¥IC怖がj する事 I' I - 慨に紋u A1を低下する事K はならない。今主主プJ の_I -，よ り之等の構 法の

優劣 を 求 むるとせば 共 の Ｉ Ｑ 凶伝 ｉ Ｇￌ ｊＡＡｾ 銃式 三 銃式ごＮ銃えとなり前者桜生 ｬｩ Ｉ ［ は記長易であ る。叉 架

緋 の形 態ーlての低劣 を求むれば 「トラス型J nr.M'Hラーメン J 1ラー メン 」の)1国序 となる 。

前者程建 プ Ｇｩ ｬ 往生ＺＺｓｾである 。

以上 を要約すれは 架 宇佐の形態と構法と の 組合せより翻て ＱＡＡｾ 銃式 「 ラ ー メン 」 の 採ｴｉｊが安

77; でを〉 り、抗リ長釘材イ・J' ｛Ｂ ラ ー メ ン 」 の ＧＱ ＡｴＩｊｮｩ化と宜 ｽｉｊ 的 Ｑｴｾ 位を推すものである 。 附刷 ｅ は 「 ラ

ーメ ンJ ＱＹ 手法 中間 ￆＱ
Ｑ
， Ｚ ｪ 重ＮＦＮｦ ｊ Ｇｬ， ｩ ｾＱＺＺｪ 重の イ十 Ｉｉｊ する 此の ＱＱＱＱＱ げモーメ ン ト」悶を 示すものであ

る 。 問中抗慌 ｾｾｬ Ｎｦ ａ は霊 泊Ｚ荷 量の ＱＴＧ川す る時著 しき効果 あ り 、 風 Ｉｍ 力 の 作 ｮ ｊ ｉｃ 到しては 効Ｉ Ｉ

を認め難い。
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111.  架構ピ架構ピの経- 漬間隔

ｌ ￬Ｚ ｴ ，ｊＺ ｬｾｬ￺ ｩ の 構成はほ 屋を木造 と し 袋板恨の ｪ て ｅ ｈ 鉛板定 ｪ くも の を泣きｾ ｾｽる緑区 ｴ 屋間隔 Ｘ Ｕ 糎 と

定めた。 然 して 木村? と架構との間隔 が 増 す 時、/ ;上庄 の 強1I 円は増大し 、! ま毘 の断 而 は著しく

ＩＨと え主りｾ IO  '，;(; ｉＧｌ ィ 、終併にた ｅ る。 ｬｬ ｴ の弊 を 防ぐｬＮ Ｚｴ 架構と架構と の ｾ ｉ Ｚｬ ｬｭ I'L IJ、合 掌: なるものを世

き之v亡依てほ屋を支持する )J ・法を保ってゐる。尚架構相互の間隔が増大する時は桁行 方 li'l

への 外 ) ) flIJ速 を 考 応 し て 木 匙 ほ

屋以 外 K 、九日構 を繋ぐ 如 母屋と

制す る餓' 円遣の述 結材 を世 く。

之が同時に 小合 掌 を 支 持 し、安

部に受ける外ブJ を建 物全般にヱ|三

均 し て 体 遣す る 役 H を持つので

ある。紺 W: 屋 I' I 叉架構而内に於

て合1 ; ! : 材( 1 て党材〉ぷl'生梁材 ( 1、一

政材 〉 の ￜｉｾ Ｑｩ ｬ ￭ Ｇ ｊ へ の 持放し 長さ

を 組母 屋相互 間 Ｑ ＧｬＺ ｬｬ ｈ 定し 昭和 Ｈ ｉ ，ｊＺｾ

の長さを此の|問問 l亡取り創作長上じ

を 定め て計算す る事が ｦＱ ｜ ､ｾ る。 金

額

8  

70 

6 0  

ｾｏ＠

掠 て I:} 屋 小合主主: の二者の組合) J 比 印

ｉｌＱｾ って 緋迫材料 の 所要 ｩ ｬ ｦ I'L 

著しき先迭を認められるのであ

附 園 III 小合掌と母霊の債格鎗和の上t

、
同

4千
5  

- ，-flJ:J:量の張問。11)

る。質例 は架 構の1m隔 之 如 ほ)1' 1- 鎖骨造建物「ラーメシ」間隔と小合員陸間隔の鍵化に依る1賓待比

のtffl 隔 を一定に取り 、架 構の 中

間l乞小合掌の世き ) Jーを蓄をえて凡

たっ 19IJ へば架構間隔 8米 の 時K

小 合1jl ・を中間一本二 本三本 主 数

を増 して配置す る。従てドlhl の

鋭聞は小合掌- ; 4 正の時は 4 米と

たり三本の時は Ｒ 米とた ｅ る ｴｾ ＱＧｌ

世 くとすれば 、 ，ｦ ｾ ｲ ｬ の ｐｊｲ要 ］ Ｚ［ ｾ Ｚは

矧符友 る控化 をさlミじ 、11，(1] 、111'[ の

3;  

3 -1< 

3 3  

1之

イ1・F る事を女11るのである。 |市川| 金 3 1

Ml a は 架 構 相 山IH隔 10米 8米 6 額

米 4 米 の [l LJ 種に ついて兆較した 比

ものであって各種 ｪｾ ｬ￞ｴ低値を有

X I 7 0  

。初、 1 2  3  &  r. 

→小合主主の間|潟

6  

6  



し ￯ ￭ｲｩ も架桃相任 の ｉｬ ｜ｊ 附 ｬ ｣ｴ 大 な る科 ｈ ｾＧ ・ ｉ Ｍｊ ｗ 要 Ｑ ＱＱ Ｎ が捕えてゐる 。 本 ｼ品 ｼ 去の縦 Ｇｉｑｉｉｉ 亡令 制よじ を ｊｉ ＩＨ る

:1:
11¥山は litl 丞は 木造であり 小合訟は餓'il' 材である U; 、比1肢を本必ならしむ るに外 た らたい。

向町屋小合学: 以外 l乙キIIH'il. 及架時 f川・3; の材，( 1ーをも Jlll へて 、凶手者f の車斜組lL合せ lに乙t械j底主 る材料所要 i主主

の上兆じじ凶¥1肢安 を試み7たζ 。1
1
附ト付「附 目b は此の車配，' ，')1

官和何仙ｻ山 Ｇｪ を 一 Ｍｲ段象屯恕Ａ しυｾｾ リ Ｒ て 而も ｪ ｬ此 ｴ比 ｴ の ｪ場場品必占合 ｴに 亡は 丸丸 ｌＧ 村柿 ｈ れｾ I  い ｬ任山 ｌ“ ｼ川 ｩ日川 ｩリ ｊ ｾ附 的 カが ［ Ｇ Ｑ小 ｬド、な る桂 ｪ汐所夕升ｦｉｬ 喪袈主 ｅＺ ｪ北 Ｑ止 ｴ が ［哨卜呼榊貯Ｋ怜怜 Ｑ Ｇ ，大 し て ゐる 。 之は架

構 ｼ 三 ＱＱ ＱＧ｜Ｇ Ｑ の重註は 然 構 ｉｬ ｜ｗ 尚 が大な る ｦｴ 減少 する 事にたるので あ る 。 此 の Ｊ， ， Ｇ ￭ ＺＡＭｬ ｾ より批 ｩ 止 すれ ば

架桃Il ¥l隔は盆 大々 なるfJif怖にな る様である 。然 し乍ら 、11¥]附の明大は 似 いては紺! な昆の: ム:

立 を快き 大怒る「プ ν ー シンク'J を要せ しめ、41物イでflfJ: としてイミ火山脈態vc j' 11 らしむる怖が

ある。 此 の ｾ ＨｙＺｉ 沫 ｬ ζ 於 て み Ｚ ｉｩ Ｚ Ｚｩ｝ の ｩｩ 」 Ｚん ｼＱＱ ｪ 隔 、 ＱｏＥＺ を 以 て限度 ー と定 め る 事が 安 ＿［ｴ で あ ら う 。

I V. 架構陀於け

る梁の経漬

的成し、

「ラー メン」の計3下lζ

沿って梁のjえいを幾何

にするかは先決問題で

ある。附li:: i] lV lct 1tl 根型

「ラー メン」梁Jおいι 終

ｩ Ｑ ｩ Ｑ 限度を示す ｉ［Ｇｾ ｝ 去で あ O，oS  

る。本表は1!! 日立A i ラ

ー メン」 をとり、 [i !. 根

勾配 4/
10 とし梁の|市]1]兇

Ｐ ， Ｕ とし て 計 ｾ ｲ せ る 紡

ぷである o ｾｴ Ｚ ， ｙ ｰ の悩 ｉｬ ｜ｊ

It: 就ては 20%: 30米40米

の三種 を選び-n-々 につ 。，04

き 餓 ＧＱ Ｑ 月 ｉｲ 要 Ｉ ｉ｛ の 枇低 ｉ ［ｊｾ

度を 求 めた 。 県 の 私Ｇ， Ｇ Ｉ｜ ｾ

梁jえいのFifi了;? 限度は ニ _  0，02  

種 を辿じ引 Ｑ ｾＧ［ｊ ｾ ｬｬ｜ ｬ に ｦ ｊ f  

す る ' / 20 といふ古川 選 手

ぶ事が/1¥航。川 ぷ ? ?

の縦 ｾ Ｇ ｉ そ燃 は Ｍ ｊ ｬ ｴｹ［［［ り 餓 ー

'i l'誌の比キーを示す もの

附 幽 I V

ｊ アス ノ 瓜干張関ニ Ｑ ｾ ズ ル ｩ 門わ吋零鉄 ｦ 量

皇室主式 勾面乙 勾4 00
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である。之を多 少の修正をカfI へ数値を代 入すれば質問表が伴られる。

V. 錯骨所要量の経済限度

紋 」 ての研究を綜合する時は一つの ｴ 票準型結構が Ｑ ｟ Ｑ ｾ Ｎ＿ｉミ上る諜で ある。 之 ｋ 基い て 構造主惜

が ｦｬ�ｻ 決される。 ｦ ｾ ￬ 姥されたものに妻部架締め構成法 即 ち妻部に受 け る Ｉ ｦ｜｜Ｇ 座に封 す る 耐瓜水

平梁の配世法があ り。 トラス組壁艦構成或は開 口部に 於ける鴨 居の構造扉の組織等或は叉

戸袋と耐風水1: 1'- 梁との相互防j係等側 A I' L 世てI t i 未だ論十べき多くの事が存する。が要約す

れば醤* の短を捨て長を探 り一段の改良を加へて一つの標準型を作ったのである。

一般型の飛行機格納庫の鎖' 自主は幾何かといふに 、既( 1:_ vc 捌 らー? とも蕗丘数年間の統計ー

に官射 Ｑ ば 、 張間 ＳＰ 米以 上のもので Ｚ 均 二 世り ＳＰＰ 庖 ｾＴＵＰ 底、 波間 ＴＰ 米以上 のもので珂Ｚ 前り ＳＳＰ

紅 - 500 H の餓'Fl註を要してゐる。数量の左違は屋根茸材料 、壁構成材料の相達成は 間口

部の /J ri ，J 、例 へば平入であるか又は妻入か或は開口部の数、例へほ - j ) にのみ開 口部を有

する場合もあり 、三方に 入口を有する場合 もある 。之さ存は所要盆に多大の盤化 を起す阿国

主友つてゐる。然し乍 ら鎖骨量の最小値は 300庇 を下ってゐ友ぃ。標準型肝納j _ j jfの設計 l亡

於ては昨宙り ＲＵＰ 砥といふ数値引 ｬ ｽ る事が ｉ ｟Ｍ ｉＧ ， Ｊた 。 優に約 Ｑ Ｗ Ｅ の 節 減である 。 当 ｬ ｾ ｦｬ ｬ Ｑ の ￸ Ａｬｾ ぃ

設計にして始めてか L る結果が.i!J らるべきで ある。之 を一光づ鎖骨所要量の経傍限度とす

る 。 尚 Ｑ Ｑ 与Ｊ構造曜の殻達 ｶ｣ ｬ 括て此 の種 建築物 の 研究が進み ｪ 好調 「 完全型 」 特納庫の ｈｾ 現を

希求す る衣第である 。

附 言

屋根型 「ラーメ ン」以外に 「アー チ」型緋法と 「錨樹型 トラス 」構法 とがある。前者は

「 ア ー チ 」 の型態が ｊ Ｉ 棋に近く従て部材応力少き ￭ｾ 鎖 Ｇ 門Ｇｽ肝要世に於ては優位にあるも ので

るる 。然し屋根面は，111面となり雨仕妹及屋娘背材等l亡考l邑を袈し研究の官余地可成有する @

又 「鋭 l街型 トラス 」構法( ' I 屋根型「ラーメン」の如き屋根勾配より米るブくたるさ長問 を減じ 、

剃へj栄光率優秀にして 、飛行機工場に臨月j してr_ i l l 想的なるも谷樋の世列は 雨仕鮮に不完全

をnひ必く 、刈l ふるに餓背月Jr - 要量に於ては 「屋根型 ラーメン」 より遁か多量を要し 、劣位

にある 。此の二種の構造は11守主kー j昔の研究をする 1t'i1i直が ある。 終り ( 昭和11年10月 5 日〉
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最 近 t'L

電 弧

於 け

熔

る 建 築 工 事 の

接 に 就 て

平 野 ，忠 雄

故近に於ける鎖骨・餓筋 「コンクリ ート」 志の相官規模の建築工事には 、必 らや屯弧熔接

が多かれ少たかれ使用されると 言ふも敢えて過言であるまいと思はれる現y状であるが、屯

弧熔接が建築工事I ' L )l J ひられてゐる質献を大!日互につきi & べてみたいと思ふ。

建築工事 ICi近弧; 熔接が使用される拡ーになったのは最近約10年の事であるが 、建築工事の

取締法規である市街地建築物法施行脱WJが一部昭和 9 年に改正され 、即 ち同規WJ第八十三

保第一項に『建物ノ 構造 ニ使mスノレ鋼叉ハ錦織ノ主要ナ J レ構材ノ接合 ニハ地方長官己ムラ

併ス ト認ムノレ場合又ハ支障ナシト認ムJ L. 場合 ノタ11リペット 」テ佼升j スヘシ』 となって、' 心

?瓜;熔接が建築構造材の接合法 として探mされ料る事にな ったのである。大阪府建築診1Hz: 於

いては此の改正によって熔接使月1が認め得る様I' L t;;. るや、j点文内規を作り、之によって取

締を行ひ米り現イEI'L 至ってゐるが、11三式た取締規定がやがて! 布令として告示される事に な

るでるらう 。

該内規は建築工事に従事する博接工は 、府建築課施行の建築熔接手技{雨検定試験に合旅

した者に| 民り認め 、その合椅有効期限は 2 年となってゐて、そ の技伺検定試験法は大臨調

逸の規定に準 じたも のである。 此の試験に合格した者は熔接コてとしても優秀な技何を有す

るのであって 、最近決定された利団法人熔接協合の電弧;熔接手首柿検定規定の第一組熔接

工 I'Z : 大関相常するものと言ひ得るのである。 今日迄此の府建築課の検定IL 合格した; 熔接工

は三十二名あり 、現イ1:建築熔接手として有効期限内にある者は 三十名 である。此の三十名

といふ数は甚だ少い教であって 、建築工事 fZ: !jぞける熔接使月1が増加するにつれて建築熔接

手の教も前然檎加lすべきものであらうが、一間建築牌接手の精}J II につれ建築工事K !j ぞける

牒接の佼mも精力Hするでるらうと忠ふ。

大阪府下の建築工事の ';t1i見r:#接使用は最近次第に共の教を増し、抵t乙全屯弧熔接施工の

建物のＯＺｉｾ現を見てゐるのである 。 ｒｦｬ ち松尾鎖骨橋梁 Ｊｴ 式合 ｪ ｬＨ 上第 二工 場ぷ汽車製造株式合枇

動力室増築、イマシロクエ J レデインク' 陥i合工場新築工事は全1印刷存接施工の ものであっ

て、松尾餓骨橋梁株式合}ii上工場は: l &近竣功 、府下 IL於ける全1G弧;俳接の トップをきり、後

二者11 : 目下工事中のものでるる。

今府下の電弧熔接使用工事中全焼接以外の工事K は如1"Jなる所 I C，也弧熔接がmひられて

ゐるかを見るに大韓三たの様でるる 。

( 1 )  銭背・構造の接合部に於いて
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o  

1. 大阪株式取引場事務所新築工事白線が 熔接隅肉

A.  リベット数 を少くす る IJ 的 で

リベットと俳接の併)IJ (  1: と

して大梁と杭の llX千l rrii 及びH

/U:¥1 ) 潟m_. 1. 2. 3. 4. 参I!再

B. リベットの施 1:ィザじでなもの

( リベッ ト. J : f¥氏し を!! l f ける lX)

) }. u" 施 L 卜.リ ベ ッ ト 数の 不 込

を生ぜる場合の ｾ､￬Ｇｪ 弘川 潟m_.

3. 5 参照

C. 現 場 リ ベ ッ ト 打の騒音防 11'.の

ＱＮ ｾ 現 場 リベット打 のみを底 ｉｌ し代りに俳 接合とす

D .  リペッ ト打施工 不 可 能の181' 所 を 俳 接 合 す

E  リベットナ ｊ 不可能 の ｩ［ ｗ ｊ 升 ａ 心レ ト締 めとせる場合その ネ ヂのゆるみを 妨ぐ ￭ ｾ ボ ｊ レ ト

とナットを; 隣接合す

ｆＮ イ ｵ Ｚｬミ餓Ｇ白地建物 の ｊ 合築 、 ｾ也 、ｻ 官級 ｊＺ 事の場合新 ｾｬｪｪｉ ￌｬＮ Ｑ Ｎ Ｑ Ｇ 郎の接合法として緋接 佼

m 潟w.. 6 差益照

G  .人ー梁 と柁の 接 合 アン ダ J レ

の リ プ 取イ・lI 亡燐接似! J IJ

( 鵠芭製型品 の I UI J ) 潟民

1. 2 . 6 参照

H.  Hl jl;J J アンカーボルトの 11' ，

Hi .かくナット の締り不. f e

分 の 場 合 /T- ')レトとナット

を 俳 接 ｾ ｲｮＧｪ 国

l  気持J又は l K 併 l主保持の 1-1

的 で色羽反檎 1- 1 を俳接合す

( 餓版製虫 ン クヤrの場ー合〉

( 0  鎖'1lJjコ ン クリート僻)L!I こ於

ける銑筋 L 事 lこ於いて

X I 7 4  

J . 倣節の純子 zj 民! 立を縦貫 lこ

ず る IJ 的: x. . は織 J-'lTLね 介

せを ，:¥j かくする U( I "jて'1lX

筋 檎手 配 僻 接 す 潟m_. 7 参

照

2  宇治定ピ ルナ・Y グ新築工 J ド白紙lが 熔接| 特肉

3. 大阪株式取引弘; ｦ ｪｉ務所新築 工 事 ｏ ｾ ｐ の鋲が 不完全



6. 松坂屋百貨広琳築工事;

南側? l f 官官上に二|倍増築の必ずE主主屋根深 フラ Y ヂ 吉

増築昔 ｲ［ 柱脚 プ レ ー ト主 主 Ｙ 熔接 ＨｔＮｉ ｾ防 接 さ ｼ偶肉熔接 〉

7.  大阪貯蓄銀行十三支広工事

I{  餓 筋 末端 の鈎 の川- *ない

場合その餓 筋 を 鈎 Ｑｮｾ し で

仙 の111市Ij ) くは餓' r1'材 K 俳

接 合 す ( 了ト: として鋭'rl 餓

筋コ ンクリート治の 場 合

)  潟if{. 8. 霊長11官

L  餓 'rj'餓 筋コ ンク リート立i

!と於いて梁- 1 : 節句の仙 T

卜ー確宥の 川- * ざる 場合そ

の鋭 部 Ｑ を名古 Ｎ￯ｈ ｩＺＺ ｦ ｾ Ｇ ・ ｾ Ｇ［ ｬｌ ｩ ｩＧｴＺ

接 俳 接'{'i- す 潟i f{. 3 霊長照

卜 Ｎ百 日 の ｾ ｉｊ ｊＮｴ，［Ｚ よ くｾ l' は れ た の は

λ  s .  F .  G .  L である 。

J Q( I のmでは 大関 以 トーの;j: l て‘ あ

ろがとはJ凶iJ 主JVIの現象で あって 、

必 分 Ｇ ｬｴ ｾｬ［ 瓜 ､ 昨岐 の Ｚ 全利 ｾＧＡｩ を政Ｍｴ Ｚ ｉＨ し て

､ｾ ないが 、 仏ｲ ， ￜｾ 瓜俳Ｎ ｪｊＲ の れ利駄が

i円JIJ さ) t . . てゐる 。次 l亡 |て記の，ir..，fAの 11 ＨｉＧ Ｎ ｊ で 、 Ｇ， ＨｬＱ Ｎ瓜俳 Ｑ Ｚｊｴを も ｾｊｉｊ した大阪 ｊｻＮ ｊＧ Ｑ ＧＮ の Ｚｩｬｬ ｾｾ Ｎ Ｑ :事 iζ っ

き 、 附和九年以降の 了 ｉ ｾ な るものを 施 工 ｽ ｉ 闘に描げ る。
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建築工途事〉名

( 同

置

喜平5 12 行 E |備 考

l S M c  i 9 3 同
大 阪t 株株式式 取 引 場

来|亙北 演二 :n 

耳元引場 ) 丁目 ( ω''II C吋) I  9.¥2 強

3851. 87 

堺( 改筋装(1ピ21事pν務ヂ所 ゾ グ I京l副首後lur

S & R  c l  

VE( I 〉 911
F  

〉 二丁目
(ぷ 8 坪)

.05' 1 

十 合 南 匿 心1普橋 VliCl 

( 百 貨 1占〕 筋 一丁目 f1239380231 .. 0l  9l〉米U21I  

I  I  A ，8  

10.3 

大 阪 中主主央局放舎 j全 局

来 同 1  S. &  R.  C  10..2 

、放 〉

A ， F ，G  

9564.189 /1 

10.9 

10..2 

ヨi … 文 広 ( 州 問 機
lVC  J )  

l { 

く銀 行 〉 二丁目
4. 52.87坪 柱j脚 補 強

( m l v )  

10.7 

l i s M C  

玉 、六階

株 式 合 批 プミメL I  i'何匹見L清水 'I C  I  )  

( 事 務 所 J ドlI ( 8671す) Jレモノ

594.48  C  

l l u a c  l  10 |  11 |1綿手補G骨，柱強K泌m 共 ピ Jレヂ Y グ 北区曾彼自奇 lXC  

同( 貸事務所〉 上二丁 目 ( 邸側o米空)

1¥7483. 229 "  

11. 2  

議 尾 鍛 骨 橋 梁 |大 正 附 | S  I  |  

式千' r iiU: 工 物 (2噸62ク2レ6ー坪シ〉付
|  全 熔 接

( 鍛 工 場〕 一丁目 11. 7  

大 阪 貯 蔓 銀 行 l 片 山

( 問) I  

十 三 府 三回之 IlI r- 11. 3  J  

(釘4 司j ) 丁 目

大阪〈事事級務式務所取) 引 I点凶北涜 ー ｉ ｣ｾ 置Ｆ く ｒ l12〕9mC  長 11.1 

場 所 了 目 Ｈ ｾ田 ＹＲＩＱ Ｑ il 196 1l i  A J A  t L  
6037.429  "  

S. &  R.  C  

宇治(242ピE ル ゲ ゾ グ I北 区侮ク枝 政( I 3 |  |  

務 所〉 HlJ ( 1341 叫ヨ)
1170 1. 77 '- )  I  11. 0  !  

汽動車〈製車造輔カ株工式令 lM. ||| ||l| S &uR. C目 1l|| 1  |  |  |  

室 時 花 幽屋 ( 241!併) I  Ｊｾｾ＠ 硝 接

.tJ1)  J  "'J I  ¥26.2: 65Q 施HLJ'

松 E  円1酔 川 橋 4S必62&12RE0i7C  坪ｾＩ I  *1γ14 AA FFF3t e  

( 青 山 〕 ニ丁目 (t 施行 iド翻

S . & R.  C  

11. 7  

金 光教 ｌ 数 ｾＡｴ 千波 ｆ 数所 令所 ｉ 地 l有l亙難波新 Y O米〉 A. く一部〉

ｬ ｾ＠ fr Jifr )  六番了 ( 72852 1)  
施行中

4212. 23" 

合 枇 〉増 築 ボ|亙北 演 二 VE( E4坪3  11. 7  D， L ， J{  

( 貸-;-':f，lr所 丁目 /l 7a4.1 ¥ )  

637.51"  

イ マ ジ ロ ウ エ ル| |  
| 11 9 1  

デ イ グ 商 令 工 拡JJ 凶淀川区大 S. J  |  全 熔 接

L餓 工 場 〉 和 問 IIIJ ( 58.0坪〉 施行中

大百餓貨百車貨場〉ltE 

L  広停:

A ，8 ，C  

野 筋一丁 同 ( 必30.77ず) 施 占 中

23571. 50 

X l 7 6  

註 : 構造規模糊S. &R. C. ト

アル ρ 餓骨鍛筋コ: ; / >; 

リー ト透、

S .>、級 骨造 、R ι ρ 餓

筋 コ: ; /ゲ 1) ｾ ト透ノ 略、

VI I CII ) ノ、地 上七| 潜地

下二階ノ略。

備考欄 ノ A ，B，G 等 ノ、

熔 接 使 用 箇 所 チ 前 記符

披 ニヨ リ示ス

以 上の 外、天i雨配給ili

場、Fr J 村駒耐応新築l亡鎖

骨・ を 一 部 熔 接 し、大軌、

大メL百1't !，t;改造工事に銑

筋地 ｦＮ を熔接 、 ｾｻｦ 也 記主管

煙 突 、7} <. 柑工事笥( f z: JIJ ひ

ら ｾｌ ｴ＼ ζ 。

現在建築屯弧熔接の施

工費は車社TI 亡上じべ約三併

に友って 居るが、大|娠に

於 いて ill 築俳接の経験あ

る三熔接染者に ついて辿

築熔接施工費を l悶ペた結

果 は 次の如く である。 イH

し之匂ーは熔接作 業 の 鮪

必 、現場の J状況当ぐに よ り

相7;t 差 j主があるので柑め

て概念、的な数値て・ある。

tki: 熔接器具運搬、現場; 止

場設uil Hi ( 等は除き 、脚長

9 mm限1¥( '1偶 肉 の 場 合

である 。



8.  三弁銀行大阪支! よ改築工事四位にて

被覆の闘係上級iiJ j鈎の出来ないしの

| 熔 接 単 1i'i

施工 業 名 | 〔長 一米 ユY め 熔 接 工 賃 金

A  ＱＮ ＵＰ 悶 ｾＲＮ ＰＰ 悶

B  ＱＮ ＰＰ 回 ｾＱＮＲＰ 悶 3. 50悶

C  ＲＮＵＰ 悶 ｾＲＮＷ Ｐ 図 ＳＮＰＰ 四 ｾ ＳＮＵＰ 回

叉 J: 事 以況に依り 五日迷あるも 、Flit 通の餓' 円・鍋i l ) iJ ・事 l亡於いては 、1 11 '亡向上隅肉を長さ

5米- 10米自白1.. しねるものである。

現イ1:の)1rでは術建築屯弧焼接工事費は相ザ; 高慣につく桜て、あるが、研究が準み 、椛験を

折、 jぷく背放されるにつれ相市程度のヲ |下げが可能の事と忠はれる 。現イ1:1て於いて故吉てま

しい事は優秀な主主築屯弧俳接工の教の増加であっ

て 、 本易に主 ｴｾｾ 俳接 Ｍ Ｑ 唱が ｦ ｾ＠ Jl. られる拡ーにしたいもの

である 。

以 上大阪に於ける主主築屯弧俳接施行の現作ーのy状

況 の一斑を御利介したニ欠加である 。

以 後l乙俳接設計 li::;1 の二賀ザIJ を示す。ヨ1: .1亡大阪に

於けるゴオ作接ｾｬｊＱ築 である。 雨字［ー の製 ｉ［Ｚ Ｚｾ の 熔接記脱

が異つてゐるが、最 近i九五とされた iIfi -1: 省 I: i話時売業

合町村内工法: 税特統一1測を合案: 俳接記iHkl 土大! i m3

2 1司の言己競形式である。

9  汽車製造株式合批動力室工事
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フ メ ン 計 算
伊ーー・

ま へ が き

の 力 皐 味

こ岳 会

a思

黄 道 夫
田

随 ｬ 定法系統の ｩ 析近計算のｾ非推移には 、 Ｉ ｊ 皐主主 Ｈ Ｑ 功、を主として此 ｉｕ￬ されて､ｉ［たが 、 焼 ｩ ｦｊ 焼

度法系統の ｪＧｬ 折近計 ｾｴ の運 ｪｉ 推移 ｬ 亡は 、 数準的意味のみで一般に説明が ｨ はれてＪた扱て、あ

る。

運ｾｾの要は 、 必要なものが求まればそれでよいのであ って 、他 ｬ Ｇｃ Ｑ Ｂｽ の［ｬ ｮ ｾｭ な説ｼリ ｪ は 不必

要とも忠はれるが、

携角携度法系統の漸近計算にも力事意味が伴ってゐる事。その意味は又、固定法系統

のそれと全く同じ意味を持ってゐる事。

との事を気付ーかすτ に責務I ' C- mって居られるプ' ( t L : は特に興味 ある事ではなからうか、又とれ

からラーメンW(oi法を製んで泊二かうといふカ K は、) ) ! 裂のII¥1Ui1. をJl ，'l < 準時! せられるに伎では

ないかと 、考へてヌト;陥 を草したので ある。

であるから読者には 、 そんなｾｾ味で ｩｬ 堅 い話持で読んで ｩ ｩｘＮ き度ぃ 。

1  荷重で生ずるOR- OR

'i; fr; I岡の拡ーな整時形 ラーメ ンに 、部 2 陥|の抜な柑重が作mした時生やる OR ，即 ち1J
1

l' 2  fJ
3

・・
''' !:'9，R ι  Ro  R じは抜々の必要な O と R でるる。

第 園 第 2  園

2  
ヨ

一- -， r  _  ＭＭＭＮＮＮＮＮＮｊＮＮＮＮｕ 且Ｍ一 寸 ニア 吐岨五円 ｾ￬ _  

Q  

f?a. 

|斗

b  

Rb 

C  

Rc 

10 

X I 8 2  



方 t ' f大 ( 1)

2  EK {  e， θz θ5  θ4 85 θι 。マ es θ q うぬ 3生-3Rc} 持制

.ftf，l ，A14  fe，φ  C-l  

2  も1'2 p1l  *Z'3 品2.5 ゐ5 (2-1十('2-3

コ、 もら
C' -l  

4  見同 Zl. 五4， 長l令|伽 C4.5  

5  .f?i5  2/. 5  
晶玉 6

}'oPEZ 

l  
l  

Cs..tCc，.{， 

ι  五，. 21ι 五日ｻ，Ｎｾ C

“  
7  私マ Ｇｬ ｾ Ｗ ｉ ｨＳ＠ 出7 h7

0イ C
7.8 

s  tc78 1
2l8  

ￍｴ ｳｾ＠ {1&-1I C3  Ｗ ＫｃＦｾ＠

ヨ
島何 nq  Aιq Cq.g 

Q， ｢ ｾｈ＠ ft l /， 
3f?1< ｾ円 ラむ 2i4 物 ｌｾ

b  笠 Ｂ 呈 ｾ｟Ｚ ｟ ｴ ｾ 協珂>&ω 3!
I5'N岬 ｺ ＵＺｾ＠ 情L

-t

C  当日盗品ィ 1 1

21c叫

tt' 1r '  c'  ;.'( 
l;t 上 勾 ｣ｴｾ｣Ｍ［ＧＺｴ＠ ｾＭＮ，｟Ｍｾ生ヰ乍ーも司

右 i旦

十 門
t

+ 門2

ー 十 門3

+ 門4

十 旦

一
十門

ι

一
+ 門

7

+ 門s

=  
十門q

- m"  

ー礼
b

- i11
c  

方オ呈武 ( 2 ¥

志望E

l  一回ー一- 一=  
0  

2  -ーーーー一 =  0  

3  ... ーー ーー
= 0  

4 ・ーー ーーー= 0  

5 -一一一一 = 0  

ι ーー 一一 一== 0  

7 一ーーー=
ρ  

S  -ー ー・ー == 0  

ヲー一 ー一一 = 0  

d - 一一一 一
= 0  

b  - - 一一 = 0  

c  - - - - ー一
=.  0  

且' ーーー ーー一 -== 0  

b' ー匂ーーー ーー =  0  

c' ー‘ー ーー一 = 0  

第3 回

従って之等は 、釘i勲の釣合とほ のがJ 合 を考へ ると、秒IJ の控f CJ 協度法常川の))・程式鮮が作

られる o ｬＡ｛ｊち 、 ＵＨ ｾＳ 回 中 の Ｈ ＲＩ 式で あ る 。

2  (j R
を

7J
克 から任意に定めた

tJ X
に蜜へ る事が出来る。

部 21品lの
J践に荷重 K よって一_L1. 生じた 7i R から、任意に定めた iJ.k I ' C説、へる事が1 - 1

1

1

米るのである 。 初 Ｑ［ 命之には新しくＩ Ｉ を 追加 ｬ しなければ Ｑ Ｑ｜ Ｊない塾常で、Ｚｩｘ ｾＴ 岡の様 ｬ 亡各自 ｩ

駄に伐1要t

l

! モーメ ン ト、各j訴に) ほモーメ ン ト( ) ぽ モーメ ン トを力11 へると 去ふ事は 、j副長な) ぽ

モー メントを生やる』民主主7 } < .
l
l-'- .1) を加l へると云ふ事で ある。 ζ の意味で今後1'

，:j 重としての水

半Ｉ Ｉ もｾ，ｪ｟ＺのｨＡｦモーメ ン ト
l J t " 

7)/b 1んじの記入で表はす事t亡する〉を )JII へる
1
必要がるる 。

l![J ち、第 2 恒lの
tJ 1 (J

2  03  ・日。
9
，R

“

Rb R c か ら 節 4 ｉｾｾ の Ｐ Ｑ 1' 2  (J
3

・・目….Og，R n  R b  R c  

ｋ 挫Ｚじて 、 之を保持するＱＮ ｾＱ 亡 ｩ 土 、 ｦＺ ￭ ￮ 駄に ｎ ｩ 黙モーメ ン ト ｍ ， λＴλ Ｑ｛ Ｓ … ＮＮＮｍ ｧ 、 ｪ 吾 ＱＧｃＩ｡Ｍモ

ーメント l J t
σ

711
b  

1J l
c を1111 へるを要する 。今成る fJl i黙の O を戎る値に保持するに必要友

首 ｊ 黙モーメントを 、 そ の �ｩｦｪ 黙の ｲＺￎｩ 黙保持モーメ ン ト 、 成るＩ設の ｒ を或る ｦ 直に倒守する Ｑｾ ＱＧｃ

必要友る jぽモーメ ン トを、 そのほのh千保持 モー ノン トと呼ぶ事にする 。 との呼びんによ る

とＡ［ｩ ｈｉ 剖の ｦｩｲ ｩ 黙ｾＭＫ［Ｇｦモーメ ン ト ｉ ＧￍＮ M J λ 4 λ 1[
3…

uλ I[ g で、j骨保持モ ー メン トは lIl a
l J I

b  

71t c であって 、之等は fii i黙のi ' : )合と jほの金¥)合を考へるとえミ易 fC 11¥て* る。即 ち ( 1) 式の在

地の oR 中に第 41品|の U R の他を代 入すれば、その時の ;.{i 溢の λ1[， λ1[
2 Mo …

. . . . M
D， 

111.. lllb lIt c が求めるものである 。

8 3  
X I  
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111ィ +1ll く

第4 囚

3  {)I を求める二つの型。

ト1
1

Ira  

もしも u R を代 入 し た時 、

M ，，， .. … ;1 '  9， 1)/  rr J) l& 1ft c  iJ 、o

ｬ 乙 ｉｊｉ ， て β ｾ れば 、 とれは 求 むる Ｐ

とR ＱＱ ｦｊ ち Ｐ と ｒ ｾ 主 秒 ｊ である 。

と1. 1亡i IJJ: すべき事は 、( ) R  

は求めるもので未知であるが 、

れ I  IJR は我々が自分で定めるもの

R. (. 

で あって 、之より定まる λ([ 1Jl

と共に 既知な事である 。 との蹴

タII t.;: u  R とM mか ら以|、 jι

べる ｪ 主 ｾ ｲ 原 理ー に よってオ ｾ ＿Ｚ ｉｉ な

UR を導 うとす るのである 。

知 5 岡 は ラーメ ンの一部分 をllit 川したも ので、 l品|の般にラ ー メンは

荷重= WA W o…・… ，1J l B l Ji l…. ....  ( lJLE  Ｗ Ｑ ｬ ｰ は 水 平［ｦ ｾＺｪ 亙による Ａ ｩｦ モ ー メ ント 〉

節黙保持モーメ ン ト= Mo M
A λ([n・

jぽ 保特ニモー メ ン ト=l J l E 7Jl r '"  

によ って {)o {)A {) n・M ・- 田・ ・，R B R F が保持されて ゐる とする 。且il ちffi 黙の釣合を考へる と、

2 E K{2( ん+ kn +  kc +  kn) {)o+  kA{) A  +  kB{) n +  kc{) c +  ko{} 0 ー3長BR Bー3koR ，，}

、
.  

:XI  8 4  

+  ｃｯｾ Ｋ＠ C
on

= λ( [ 0" … …日い・…・ υ ・・・H ・H ・・ - …ー …...... ...... . … ・… ・…- …・…. . . . ・H ・... .… ( 3)

( (1) 式参!! の

me 令1Tk ;而f +  rr!E 

RE  

m
F

十m.f' 7百F +mf: 
lt' F  

8
0  

現
5 囚 第 る図



今自i聖li 0 以外の全ての何i 勲と全ての肢を4尉守して 、flI i勲 O のみの{ 尉寺 を除去すれ ば 、

市i勲 O の O は (}o から艶化するのは?古然で之を (} o' とする 。 との除去の| 庶民 、他のむii黙

の筒黙 保持 モ ー メ ン ト ｨ サの ＩＱ 寺保 ｾｾｦ モー メントの鐙 化 を橡 期したけれ ばならないが 、 之等 ｉ Ｇￌ

再 びＨＱ Ｉ 式で考へると ｗ ￟ ｊＮ ､ ｣Ｑ Ｑｊ干るＪ去に 、 設 化 を受けるのは ｦ ｬￎ￮ 黙 ｏ の問 問 の ｦ ｾ ｪ 黙 の 首 ｩ 財

A  B C D の保持モーメ ン トと上下の府 E F の府保持モ ーメ ン トのみで 、他はその位 で

ある 。 ζ の控化した λ1[1J t を f を附して表はすとa ' C6 阿の秘になる 。

との (}o' を求 めるの l亡、二つの型があるのである の

4  ()' を求める直接型

み'c 5 同 (3) 式の1 I 犬態て・釣合を保って?-;J た街1勲 Oの保持 を除去すると 、即 ち節黙保持 モー

メ ン ト λ Ｑ｛ Ｐ を 除去す る と Ｈ 他 は全て 保持 して 〕 、 釣合は一度破れるが 、 ゐ ｦｾ 6 岡の桟にな っ

て ｉｬ ｾ び釣合の ｪ 状態 ｬ と Ｍ ＱＩ Ｚ }疋る。 ζ の二度目の金':)合を与へるととの時の筒黙 Oの向i勲保持モー

メン トは O であるl故、

2 E K{ 2( ん + k/3十ん+ kD) f}l 0+ ふdJ A
十止/3s I1 +止cs c + 止D{ } D- 3止I1R r， - 3kDR Iヨ

十 ｃｯ ｾＫ Coc= O・・…… .. ー 一...・ a ・. .. .. ........・ H ・. .. …… ....・ H ・. ....... .・H ・- ・・・ H ・H ・...・ H ・... . ・・ ( 4)

( ( 2) 式参照〉

即 ち s ＰＧ は保持した ｉＢＧｊｉ［ｾｉ の ｏ と上 Ｑ Ｂ の ｒ によって Ji' .1接求 めらる 。 と L で特に i:f て意して

ｩ ｩｘ き度い事は 、 ｟Ａ Ｍ Ｎの Ｈ Ｔ Ｉ 式が ｪｪｈ Ｈｊ ￼Ｇｾ度法の ￟ｒ の 号 ｉ Ｇｾ 下法と し て 、 従長 ｫ ｬｬＧ ｧ 部屋 博 士 ｋ よ って

始められた緋返法系 ｋ 於て Ｇｩｩｾｾ ｾ亡 、 初世 ＱＯＧｾￆ 他カ、ら郊一次近似 ＱＱＱＧＱ を 、 ＡＺ ｲｾ n 之久' 近似値カ、ら郊 n

+  1  ＺＺｘ｟ 近似値を求める時の ｾ ｲ 式で あ る事で あ る 。 との事から却 ｮ ｾ 久Ｇ近似値カ、ら第 ｮ Ｋ Ｑ 近

似 Ｑ￱ＧＨ を求める ｊｭ Ｚ の Ｉ Ｉ ｾｊ 立 ＱＴ えを考へる事は俗易で あ らう 。 その ｊ ＭＮ ｦＧｌ 、 との 保持 を考へたり

之を除去したりする のは、元. ?k li' il A 法系のゐ家の慈の政 l亡忠はれて .?ktc所のものである 。

5  0' を求める間接型

間接型と ? ?ふのは s' 0 を抗接求めないで

か。 - ( } o=L1s。を求める のであ る。 ( 4) A より

( 3) 式を減十ると

2E K {2( ん + 止Il +  k
C

+  k/)) }  .t1so=  

- M o"  … 目・ H ・H ・- …・・ ・・- …  …・…. . . . . . .. .・H ・.( 5)

.121lち L1110 は前釣合 l亡於ける λ1[ 0 より直接求

まる。 との L1s。は従来の 11il定法特有の説明

法の棋に 、第 71刈の事を考へでも H¥て来る事

は 、 ｊ Ｉ ｾ 撃的に同じ事 を考へ てゐる の で ある か

ら??; 然で ある 。而して

so' = s
o
+  L1{}0.. ..・H ・..."...・ M ・… ・・... .・M ・. ...・ H ・' ( 6)

A  

第y 函
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円1

6  R' 走求めるこつの

型

第 8 岡はラ ー メンの一部

il' LP  t  iYl r:: 
!i' p  

分を取出したもので 、岡 の

相HC ラー メンは

- ー勾: n. . - 寸せ

θ7 Sk Sl 
荷重 = 防' GWH・

H

・ ，

第8図 7ll p…・. . .

何i黙 保 持 モーメ ン ト =

門H

門 l

1  

M GMH M! …  

月 刊 併 モー メン ト=

rrlp 十 O Rp 

7J f p.. .. ... 

I ' L J : って 8G 8H  81……、

。
L

R p" … が 保 持 されて ゐ る

第ぅ図

BK  

とする 。即 ち肘の釣合 を 考

へる と、

2EK{ 3正G8G+3止Ht} H+ 3kdh+  3kc8.1 +  3kH8，、+ 3k，8r， - 6C  kG+ 止H+ 止/) R p}

+l I ! p=pJ J t  .. ・H ・..，・ H ・H ・H ・.....・ H ・…  .. ..・ H ・. ....... ..・ M ・.. . . .…… υ …  …...・ H ・…・・・....・ ・・ H ・H ・-… ( 7)

(  Ｈ Ｑ Ｉ 式参 ｬ ＡｾＩ

今 全 ての符i黙と P } 奇以外の全ての府を保持して府 P のみ の 保 持 を 除 去 す れ ば ら を 除

去するれば) 屠 P の R は R " か ら 鐙化するの は日然で之を R' p とする 。 との除去の

際に、全ての節黙の前i黙 モー メン トと他府のj刷尉苧 モーメ ン トの能化 を橡期 したければな

ら ないが、之等 を 再 び Ｈ Ｑ Ｉ 式で考へるとＧ､ｾ易 ｉ ｣Ｑ Ｑｊ Ｑ ｦ る椋に 、 鐙 化 を受けるのは崎 ｐ の ｟ｉ ＭＮ -1"の

柑i勲 G H I J K L の節勲モ ー メン トのみで、他は 元 の 依 で あ る o との鐙化 した λグ を/

を附し て表はすと第 9 岡 の 椋になる 。

との R p
' を求あるのに 、二つの型があるのである。

7  R' を求める直接型

部お岡 、( 7) 式の) 伏態で釣合を保っ て ゐ た 府 P の保 持 を除去すると 、即 ち刷出二モ ー

メ ン ト ｭ ｰ を除去するとＨ 他 ｬ ｲ￬ 全て 保持 して〉 、釣 合 ｬ ｲ￬ 一度破れるが 、 江ｾ 9 岡の桜になっ

て再び釣合の妖態K 立 戻 る。 との二度 目の釣 合 を考へるととの時の厨 P の府保 持 モー メ

ン トは Oで ある故、

2EK{ 3止G8G+  3kH8 H  +  3k，8， +  3kG8.1 +  3kH8' i +  3k，8  L  - 6( kc+止H+ 止，)R' p}  

+ Mp = O  ・….. .・ H ・- … …....・ M ・.. ..・ H ・...・ H ・- …・… H ・H ・.....・... ・H ・..... … u  ・・ ・・・H ・H ・....・ H ・... .・ H ・....・ H ・( 8)

X' 86 



( ( 2) 式参照〉

即 ち R'p は保持 した上下の (} I'C

よって直接求め られる 。 との ( 8) 式

も ( 4) 式同様撰角撰度法系のi軒近計-

ｾｴ に於て 、 ラ 欠 次 近似 値の ｾｴ 式 とし て

常用されて来た式であ れ そのブJ 揮さ

ｾｾＺ ｉ 刷会固定法特有のものの様 ｋ 考へ

られてゐたものである事は s' を求

める時と同様。

8  R' を求める間接型

間接型と 言ふのは R'ρ を直接求めないで R' p- RI' = i1Rp を求めるのである 。 ( 8) 式

より ( 7) 式を減やると

H ←- Q  

n

v

t

 

p
凡

A

U

 

Q → 

L  

同

一五
+

 

ハ

川

町

話 10 回

2EK{ ーらにおキ kHキkl) } i1R p =l J I

o
……… … … ・・... .・H ・……… …. .. .... ... ……・… …く:9)

即ち i1R
p は前釣合 l亡於ける l J l

oより直接求まる。 ζ の i1R o は従来の同定法tit の考ーヘカー

で ｾ ｮ ｯ 岡の事を考へでも川てＪる事は 、 Ｉ Ｉ 1事的 l乞同じ事を考へてゐるのであるから常然で

ある。而して

R ' p=R p+ i1Rp………・・H ・H ・.. ・…，..・ H ・，.. ・..，…一..... .. ..・ ・H ・H ・...... ……・…… …………… ( 10)

9  (J R から OR へ

m

 

明

川

n; =門p， t t r/s' o

守=

m[ t-l ll' E  

R[  ］ 時十 ｬＮ ｾｦ 千品目 ＧＡｦＭ ｏ Re  

ｯｾ 険五
門J2円』十州 吋

門=0

ベエ門t サ門C吋

E今

42θ，tnB， 、 a

r k  

ｉ ｾ ｲ＠ τin F  ，11[' F  

mr
1
dJl1r_ I  M; =il o'dilD-< 

(α )  

=  Tnf''' 'rl O/l [r- A-._ '  'C 

θ 口

n; =rk Anll -p 門; 刊 ，dll ，.-r

lllfi Tn
E  

f? p 吟

}吉 川田¥l. )  
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さて 2 ｾｌ 於 て 、 節勲 モ ー メン ト を ｪ 昔 モ ー メン ト を か ｬ へて 、 求 む る Ｗ ｆ ｒ か ら 既知 の ｴｊ ｒ

K 設へたのであるが 、今度は抱 K 3 4 5 6 7 8 で- 述べた符i黙 と! 吾 の 保持除去K よる {} R

の設化の簡輩た事 を利用し て、既知の t} }とから未9: 11の 7J R を導く ので ある。

除去 によ る箆化 の模様を 闘に 表は すと 第11闘にな る。

10 直接型の運算

再 7]. 第 4 岡に蹄って直接型 を之 K l!lff. 用す る。除去の順序は任意であるが、説明の矯 l乞節

黙 123，府 a，釘i黙 456，居 ム…・… の順にする 。

除去の公式 lti 第11岡で

( 4)  2E K{ 2( ん 十止B+  kc +  kD) {}o' +  kAf) A  +  kB{} H+ kc{} c +  kD{} D  - 3kBR E- 3正DR E}

=ー ← 一一 一一

+  COA. +  Coc= O  ・・ H ・H ・-…' "・H ・.... ・H ・.. ' …・… - ・・H ・H ・. .". … ..... ...…・・…..，・ H ・-… ( 第 l1( a) 岡〉

( 8)  2 E K {  - 6(ん+ kH + kJ ) 主主' +3kG告 はん(}H+  Ｓ ｫｬ ｾ＠ +  3kcfll +  3kH{}g +  3kl ι 3  

+ lJl o= O ・…..... ・H ・-… H ・H ・..' … u ・… H ・H ・. ..... ・・ ・・・・ ・ ・υ ・・ .. ....(第11( め同)

上二式に従って (2) 式を 用ひて第 12岡のJ践に順次保持 を除去して次々控化する O と R

を求めて行 く。問中の 二 重f'ff: J泉は除去京の O 又は R 、一貫下線は保持 し た O又は ん 。

かく し て 各 節 黙ｾ 府を一 巡し 、 更に数 巡 して ｏ と ｒ が一定の値 に なったならば 、 之

全身二の f) R が求むる TJ R で あ る 。何故なら除去しで もイ怖が盟; はらぬ と云ふのは除去前 l亡

節動 モー メン ト或は府モ ー メン トが働 いてゐなかった事を示すもので ある か らである。即

ち ( 1) 式のLe溢 に代入すtLば治法 lti 0 左な る事である 。

11 間接型の運算

第 4 悶K 間接型を肱刑して見 る。除去の)1悦序は夜接型K 倣ふ。

除去の公式は第11悶で

( 5)  2 E K{2( ん 十ね + kc+  kD) } .J f) o= ーλダ0 ・…… H ・H ・. ..... …  ・・・・・・.... .. .. .. .... .. OM1(a)同〉

(9)  2 E K { - 6(ん +わ-1+ ん) }i1R p= + l J Lp .. …- ・・…. .. ...." .... .・ H ・... .・ H ・-… … … UM l ( b) 同〉

同時に dλ，f i1 Ｇｊｴ も考へ る と 何 ｩ 勲 或は 居 の 釣 合 か ら 、 本易 ｾｱ ｬＧ， て 来る椋 ｬ 也 、

( a)l i:，n  i1λ，f A←o= 2 E K kA，j()。

dλ ，f R←o= 2 E K kB，j() O  

i1M c←o=2 E K kci1{} o  

i1M D←o= 2E K kDJ{}。

( b) 岡 dλ ，f G←p= 2 E KkG( - 3 J Rp)  

)(1 8 8  

J lIt E←o= - 2 EK・3{}o

J  ' ) /F←o= - 2 E K・3f) o

…( 11)  
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一 一

dλ 1[1-1←p=2EK止H( - 3I1Rp)  

dλ グI ←p= 2EK正I( - 3L1Rp)  

11M] ←p=2EKkc( - 3I1Rp)  

L1M J ( ←p=2EK正H( - 3L1R，，) 

dλ 1[ 1. ←p=2EKわ( - 3L1Rp)  

_I -.の( 5)( 9) (1 1) 式を 用ひて郊13悶の棋に j順次保持を除去して行 く。問中の下線を 附 した

ものは 、除去のJ . hの λI[ iソt の鐙化、即 ち L1Aダ 11m を表はす。

かく して名1: i i勲各j骨を一巡し、更に数巡して λ1[ が 0，7Il が l J l になったならば運 ｾ Ｑ は

終はったのである。而して除去何の OR の盟: 化即 ち L1fJ L1 R は常I ' L L1M 11 '11 の運算K 作

っ てゐるも ので有る 敬 、 常に運ｾＧＩＺ 中に記録され て ゐるも のであ る 。
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而し て之等の51mを質際をやってよよると 庇接型 と全く 同じ形式で行へる事がf作るでるら

つ。

只i主ふ所は紋日It. tJ と R を(12) ( 13) で}JII j1: して 川す事だけである o

iJtJ = L1tJ +  iJtJ +  iJf} +  ........， 

日 ( 12)

J R= iJ R +  L R+  i ii.+.... J  

。=t J + iJtJ R= 叉+ iJ R・H ・H ・....… ………・…. . . ...… - ・・ …・ ・・・ ・… …一" …  …  ……… { s )  

12 初置億定値 (} k

初置偲定値 tJ R は近似式によるもの 、或は燥感によ るもの 、1") でもよいのであるが、

時 tJ R  ｉ ｴＮ近ければ近い桂 、 線開として之等を生ヂるＱＮｾの初世保持モーメント ｍｭ は 小

さい。従って除去の三r教 も少くてが? む詩である 。辺氏 。R を tJ R からかけ離れたも ので

あると 、 全く手 ｉ ｴＮ ｾ ｬ へないものになる事は読 者の屡々椛験された事て・ あらう 。 然し 、 いく

ら ぴ R It. 近い tJ R を川す方法が あっても湛だ 而倒 なJ /法であっては意味ないものであ

るから 、初世保定他の非式としては間早 l亡/1¥て、員の航l亡近い事が必要である 。

一般に用ひ られて使利な1 ) : 式は

鉛匝荷重の場合

がョ周閏の B .bU -.-!" の R を O として ( 4)式より 3下/1'，

R= _I -.の求めた び より ( 8) 式より

7)' ( t: [5. ;j' ，:j 重の場合

ぴ= 他の全ての O をヤi; しいと泣いて ( 4)( 8)式より j t /l '，

R =上の び より ( 8) 式で非/1¥

他 It. は色々ある松であるが、ー1-.のf ! x) . e は盤町形ラ ー メンにとってはよい非式であるの

13 漸近計算の種類

以上まで読んで* られた読者・l亡は 、 との泊: 接型 左間接型の除去の)1凶序、s:mの刺Ij'[jl)彰式

によって 、現イ，: 色々な名前を附された10/(0法の数多く に気付かれる事で あ りませう じ

れとも全然此の系外のものですか ? J た尋ねします。
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l  i 女 新 建 築 欄

正 面 外 観

“ 赴，、 同 ビ

関 鹿 間

Jレ付 く大阪〉 設計・曾禰中傷建築事務所・総工・竹中組 1  xt  



X' 2 “ 社，、 同 ビ

大 宮 議 室

事 き気 室

1レ" ( 大阪〉 設計・曾禰ネ候建築事務所・施工・竹中総



共 同 火 災 保 険 事 務 室

金 庫 室 前

地 階 大 食 堂 入 口

“ 土t，、 同 ビ J'" "  ( 大阪〕 設計・曾桶中候建築事務所・抱工・竹中組 3  XI  



X I 4  “ 仕，、 問 じ

共 同 ビ ル 喫 茶 庖

日 本 盛 酒 坊

J I，; "  ( 大阪〉 設計・曾禰中傷患鏑事務所・施工・竹中組



1  I潜

o  ， 10 "  :・

一

1 . 純敏皐教室用康問

2. 教室( 30名〉

3. 教室( 40名〉

4. 教室( 80名〉

1 階 平 面 園

3. 合議室

4. J!s¥接室

5. 製画室

6. 康 問

7. 大教室( 450名〉

5. 製園室 :3 II皆

6. 上級生康 問
1 教授康問上部

7 教室( 2S0名 〕 2. 聞書室並閲覧室

2 階 ＳＮ 関Ｇｴｾ室

1 . 教授康問 4.  R質 問

2. 教授室 5 大教室( 450名〉

( イタリー〉 ローマ大事理工科教室

外 観

2 階 平 面 園

3 階 平 面 圃

建築家 Gio Pooti 5  XI 



総 主主餓筋 コ: ; /ゲ リー ト

建築面打! Ｓ ， Ｖ ＰＰ ｭ ｾ＠

U  容もU Ｔｏ ， Ｇｘｘｊ ｮｬ ｾ＠

普通教室共同講義室園書室並に製困室の

飢涯 、及大教室の構造ょの取扱ぴに 法目 す

ベ告ものめ り。

大教室の大梁!主将に! 際部屋氏 の 計算法

( Met ododi  Mohe- Tal<abeya)  1J?周ぴ、17.18

1i ? ヒ ゾ ゲ さ L 節駄の殺の脊慌に 60c m に過

ぎすごの註 わり 。

( L 'Archi t et t ura ItaJi ana， Agost u， 193G 

よリ〉

ラー少シにて 17.18節勤ヒンヂ とする。

'"  
.  

-・ ・・ ・・・ •.. 

Xl  6  ( イタリー〉 ローマ大畢理工科敬室

4叩 名 i放 容 の 大 教 室

断 荷

配 筋 圃

建築家 Gio  Ponti 



N OI ' di c  Theah- c 三呼 11れる〈♂人i l ' . 容のIJ ｉｾ ｬ＠

i.lli flr。

剥 ｉｉ ｾＢ 、 簡単 な 現唆席 へ の 入口ｊｓＱ ＱＱ 刊 に 面 して 、 Ｑ ［ 、

さな花 屋 三切 符E立場 三設 けられて応 る。

袋飾 l"t全然照明 に依 頼 して苅 る。

先 づ 槻 ｾｲｴｬ 市 の 天井 の Ｑ Ｚ ＱＧ 央官 ｬ ￭ に 走 って 舟 る ｊ 阪 の 芸

に l"t 換 気のダクトが巡っ -U ;!l・ るか 、 それ 1-1 同時に

各種の 色1l t 球ら仕込 む1惑に L芹IJ [日ゼらi 1 - 、スウ井

::1 千に 依 って 色んな 色 彩の組 合 はが出来 る慌 にな

って 足 Ｚ る 。ｾ ｴＱｬ包 、 天 ｾ ｉ 二壁 際 の Ｒ Ａ￭ ｉ ｊ の Ｑｬｴ燈 、 壁下 一 日 ｬ￭ Ｚ￻

子Ul の下 に仕 込 まれ1: 照明装置等 D' これでわる 。

外部仕上 l"tア Jレミユユ ームZ 黒 色硝 子さ の組合

ぜ 、庇 l"t 磁器性エ ナメル仕 上のアルミユユ ー ム寸

作 られ、 ヰコr- Y 管 さに 際司Eさj-Vl : 電 球で!照明 され

て居る。

柱及墜rrf.t.J: 主共全て煉叉造 、j ) Ｑ ｊ＿ 受持 つ 間仕切ｾ

ｬ ｩ 煉瓦叉 Ｑ Ｑ ＱＱＧｾ 旦 イ ル 、 共仰 の 昔 Ｑ［ 分 ｬ Ｂｴｽ＿Ｚ 8  JIすの γ

ゾグ ー ・ プ ロ ククが 填充 されて ｒ ｾ Ｇ ろ 。

( Ar chi t cc tlll -al  F oru l1l， S ept .  I日3S よリ〉

観 覧 席 内 部

入 口 夜 景

( アメリカ ) Marquet t e の映書館

1 階 卒 両 国

-.. - 育 J

i6: :..，:ー一ーム ロ ー===""，，===: : : :，.:，，::'l'

I' i RST FLOOR a ニ_(11

設 計家 Michael  M_  Hare  7  XI  



指名懸賞の? 主選案で規模11 患者用寝肇数

181( 内課 、l縞縦病棟30床、肺炎20床、ゲフ

テ リア21床 、γ ョ ウ コ ウ 熱30床 、百 日咳20

床 、腕疹20、結核30床〉のf也、49人の看謎

婦、 6 人の γ ス担戸、 l 人の看護婦長、3

人の宿直盤員、 25人の下縛等た収容するも

のであ り、倫此他構内に門番詰所、動力

室、 4 個の職員住宅等がある 。徳造11 中空

煉瓦透。

XI 8  ( 7  J. リカ ) Paisley の億染病院

正 門

本 館 外 観

門苦手詰所及待合所

建築家 Sir J ohn Burnet  Tai t 及 l orne



百E 置 園

A 本 官官
E  ｾｦｬｬ 紅 日 熱芸病病 棟

J 洗 rt'Jl :場 N 看護婦寄宿舎

B 肺炎病棟 F 百 日 棟 K 動カ及E号室 p 謝 剣 所

C ヂフ テ リア病棟

GH  結lぬ核自性病病事棟R  

L 職員住宅: t l 草 Q テニス コー ト

D 麻疹病被 M 門格討J 所及待合[;r

1 . 洗織室 9 白 布

2. 手術室 10. 小児浴室

3. 消毒室 11 耳議員浴室

4 麻酔室 12 大入浴室

5 外科跨洗面所 13.i f，E'/ 室

害諒左2丘 卦

1 陸屋根

6. 11 ピー 14. 小料理室
2 浴 室

7. Ａｾ，右衣 服 室 15 配膳室
3. 倉 庫

B. ｾ脅 ｪ 字経 隔 離 病 棟 平 沼 間 " 下跡洗面所

5. トラ プ苧室

6. ドl 布倉庫

7.  -1'. 鱒j妥室

1 :....L- - L . l  

1 . 浴室 5. :皆、; J S衣服室

2.  i市ジ室 6. 小料理室

河川 山 ｾ ｯ 日 ｯ ｮ ｲ 1.議冷所入口
3. 職員洗面所 7 日光室

2  様庫庫

ＴＮ 熱気ｾ ｾ こ 室 8 箇 室

1星紅 熱 様 平 濁 閏

3. tr 

。 ＵＮ 野肉類ｾ￬ｻ準 ｌ 備備室 室

し入 口 8 抱症女子病室

6目洗 場

7. 肇 所

2 流 γ 室 9  Ｙｾ 子病室

(山 晶 画〕

8. 雪在所配給室

3. 防 局 10. 女子病室 9 i-EF継t寄車置易

4. 洗面所 11 詩月I i

10  食堂

11 . 看護婦食堂

5 変衣室 12. I当布室
12.{護 局室

6. 浴 室 13. d、料理室 13. 更衣

7 軽症男子病室 14. 日光室
結 綾 病 棟 平 面 園

14. 電待話合室ｾ換室
15. 待

16. 入口 市 - J V

ＱＮ ジスｾ - Jt. 室 8. * 客待合室

1187  家鈴鋳白族布長長$待倉室庫合修室室

19  

2. 看護婦居室 9 入口ホ ーか 一 ｟ＯＨｦ［話二 二 恥ｾ ｾ 20.  

3目トラ : ; /l J 室 10 交 付

4.  V ス !l- - 洗面 I l. i湯沸場

室
12 入 口

5. ｉ ｾ ｉ 布 室
13 ジス担 ー駿室

看護婦寄宿舎平面園

6. 看護婦洗濯場 共他 11看護婦寝室

7. 看護婦洗面所

( 7 J リカ ) Paisley の僧染病院 建築家 Sir J obn Burnett Tai t 反 Lorne 9  XI  



毘 置 匝

1 . 停車場;本漫

2.郵 便 局
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4. 餓道合祉事務所
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6 荷 物 倉 庫

7. 急行の倉庫
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川

川

1

ぬ
の

全 景

大 ホ ー ル 内 部

卒 面 圃

荷物波し場 9. 預 リ 所
プ ラ ッ ト フ オ ー ム

2  
3 等待 合室

10.  出 口 慾さスカ イ ライ トさの機絡 し1: 正面の石骨子張ザ外 観

3. 中 央 康 問 11. 荷物受入所 の中心 たな して居 る。但、 この度大 な硝、子面 から 冬季

4.  l 等待 合室 12. 軌 道への入口 媛房 の 熱 の 主 島出 す こ さら 防 ぐ ｾ に 靖 子 Ｑ ＱＲ 重にな って

5. 2 等待 合室 13.  軌道及 プラ Y } 7 すーム 居 る。

6.  時間表掲示場 14.  Ｑ ｾ奥 所 内部 11 フロレ ゾス地方産出の大理石。トラパ ーテイ

7.  1，2 等 酒 場 15  理髪室、浴室等 ユ/の類が各部分共盛に使用ぜられて居 る。

8.  1，2 等 食 堂 16.  出 口 ( Ar chitect ura1  Foru m， S ept .  1936 よリ 〉

芦I 1  0  (  .. ｾ＠ l '  - )  7 ロレンス停車場



i 使用目的 三袋的i芯;匠一合目的形態

パf 袋飾的形態ーこ れ l"1l E しく 建築計

査 に於 げる 雨伍でわり 、 その雨 悔の

中間に於いて建築の謀術的自1) 遣が 自

己運動 1)?敢行する 。客観的に言へ 11:'

人々 1"1 V o manti schに謝 して 、 よい

正直であ るべ告でわるが一方 確 リし

れ流用促侃あ持つ三いふ J昔、味に於 u、

て Sachli chl 時 J t に釣 L て一つの!lJ li

ｲ Ｏ，Ｎ ｾ ｴ ＮＩ＿ ｊ 主 る べ舎でわつに 。 しか ｌ 之 に

射 して 、装飾芯;匠 UIJ 、場合に依っ て

li 活溌なる S achli ch1J: 要求1，t "l J:す L

のである 。れい この場合建築家の正

しい能力 言、人間的な偉 大 ささい ふ

ものド 仲 なはればな らぬ。合目的 三

装飾一之が完全に結晶 しうるも の 1"1

ｾ ｩｬ ｾ に 建築 に 於 て の み で 言 って い ｜ 0  

この意味に於 いて 、 こ け二示 しれ建

築 1" 1 合目的建築 さ して好 まし 吾形態

たプ ロポ ージ ヨゾ の li oj lill に於 いて

い 解 決 して居 ろ。

携 透1" 1鍛筋 コY ケ リ ! ト透で ある

が 、潟 iA- にみ る伐 に之等 1" 1完全にイ上

よ材に依っ て被桜 され て居 て、嘗っ

て猫送、 フラヅ スの 同校の建 築に見

1: t 'fi 1J: 率直す ぎろ徳 造志:匠 さ1"1 いさ

、かそ の感 じたnにす る。約70∞人

た牧 容する ホ ール1"1美 しし、天井仕上

三照明方法に依って美 事な室内効果

た上 げ、祭典 之骨量育 ぜた愛する ん か

ジゾ キの 人 々に叉 三な 告近代施設 さ

して喜 If れて居 るこ之でわ らう。

( Baumei steJ ' ， Aug u，t， 1936 よリ 〉

外 建且

国

第 1 階 卒 商 圏

L jl i llll i  i l l MIl l i:11  
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町 j i l lll i |111 11111i l |i|

( 7 1 ンラシt : ) ヘルシンキの祭典友瞳育曾館 建築家

模 型

断 函 園

A .  Hyt enen 及 R. V.  Luukkonen  1  1  
X I  



Al den  B.  Do¥Vの住宅設計D 特色11 、 lつ

11彼のi主じミドラプド地方 に11 ユユーイヅグ

ラゾド地方などの様に建築の絞式に 恨強い[事

統 がな いの さ、今 l つ 11 フラゾゲ ・ロイ ド・ラ

イ トの作 I弘の偉大な影響 さに 依るffrが多い。

各柿闘 にて 明かである 如l く、成 い鋭角 的に

炎告 出't: 康娘、 γ y ダー・ プロ少ク の紗 しい

使用 、室内の明舵な表そ見等 11 言ふ迄 しなく 允

E11ヲイ 干のオ能に賞ふ所である。 併 し、それ

にb ‘ らさ言って 、彼 の模倣で 11決 してない。

材料の使用法 . 巧妙 なプラ Y のI[ X扱方など、

非常に側性的なしの 、街創的な ものを多分に

持って l苫ろ 。

めリ- * リの絞に長方 形に部屋屯? 1な らない

鮎 、室内 三室外さ のl亙分 1J.. 出来るだけ撤去し

れ引等 11 Do wの設計の侍徴の lつであろう。

ｾＱＱ 同じ大きのプ ロ ググ 叉 ＱＱ プリｾ ｾ＠ 1.t 以

て、外部 之内部 さの調和た11 かり、天井11屋

緩の傾斜に沿11 しめ叉 11 、小屋組た誇張する

なざの手法に依って機主査部分1.t即 ち袋飾部分

さして巧にこれら取扱って居る。

本頁の潟 ｾ ＱＱ Do w氏の設計事務所線住宅

であるが、 V Y ダー・ プロググた建物の室内

外 ばかりで 11すよく 、庭の飛石から 石垣にまで

使用し 、建物 さ湿境さがi軍然ー憾の中に融げ

込んで居 る。

内部 11薗が上手に扱11れて居る。一一 四角

い形芝図形のコ Y トラスト等。

工l ' ( 1  :立方択に就吾 53セ Y ト。

( A，'chi tectural  F or um， Sept .  1936 より〉

Ｙ ｾ＠ 叡

手 面 園

。

z  
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1 2  ( アメリカ) ミシガシ州ミドラシドに於けるAl den B.  Do w氏設計住宅の中 Do w民の事務所象住宅



室の内外共普通煉瓦壁た使用 し、選境 さ

建築 さの調和が巧に考へられて居る。潟i J ' i

の居間の内部に照明器具ヂ全 く際 され全 て

間接照明 ｾｻ ｉｦｦｦＮ用ぜられれ所に注念。

l 立方吹の工授、 44セ Y ト。

( A，' chitcctl l ，'al For um， Sept.  J  936 より 〉

平 面 圏
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外 観

魔 間 よ り 食 堂 を 望 む

( アメリカ 〉ミシガシ9
1
111ミドラシドに於ける Al den B.  Do w氏設計の住宅の中 J . A. Cavanagh氏邸 1 3  XI 



外 観

食 堂

階 平 面 園

Do¥¥ の! j l : 務所 主 防秘 l二

ジ ゾ ダ ー・ プロ y )J Ｑ￨ ｬｾ Ｑ 二

使って 居 る。 内 外 壁 11 勿

論 、楠木 鉢から家具にまで

及 ぶ。

プラシ〆さして 11 1階 21潜

の 中間に居間及寝室の雨方

から 行げ る談 話 室 三露釜さ

か設 けれ品目がい L 。

木材 1e使 用 しれ昔li分 11 ラ

イ トの考 ヘガ に従って 、木

材 の 自然の性 質た充 分生か

す絞 に取 扱11れ 、従ってベ

ユ/キ 11用 ひられず、会 てさ千二

地の1惑でわる。

工 食 立 方 ｉ 火にｾ ｾｻＩセプ

ト。

( Ar代chi吋itectu山 .. 悶'al F o印r山' U111

S ept. 1936 よリ〉

2 階 平 面 圃

XI  1 4  ( アメりカ 〉 ミシカ' シ山1I1ミドラシドに於ける Al den  B.  Do w氏設計の住宅の中

J ohn Whi t eman 氏邸



都 市 計 蓋 砺 円

金 長正

五E 百2 置 園

第三競1也ジードルシグ A 1 A2の= 積

の タ 4 ブを持つ平家建連接住宅

第八務地ジードルシグ ｂ Ｑ ｂ ｾ のニ穫

のｾＢブを持つ］階建連接住宅

約4{) 年 以 前 五i dch 市、 Uet l ibel・2 の諸に於いて 住宅地計査の1: めに土地た購入 し'1: 。久 しく 来建築

の土 、放置 さ れて 居 ＧＯＺが ｕ ･ｴｬｩ｢ ･ ｬＧ ｧ の 日影 の ＱＺ め に 住宅 地 さして ＱＱ ｾ 、リ 好遁 さ ＱＱ 言へなかっ＿こからで

ある 。市建築課長 Hetel ' 兵 11 1920年以来、地域主7扱張し日照上のIfi .IKi1J?解決 し、土地の等高線に従っ

て建接住宅鮮や計量し、今日に於いて は 754戸の住宅ド完成 し1:。

居住者はすべて北方た遜 る鍛溢に依って母T甘さ交溢して居 る。

くBaun叩 st er，August， 19:16 より〉

(スイス) Turi ch 妃於ける市営ジ - f ルンゲ 建築家 Kessler 友 Peter
1 5  XI  



A， :型 平 面 圏

⑧ 

A， A2 披 住 宅 地

Ao 型 地 下 室 平 面 圏
Bき型 平 面 園

2  

A
2 型 平 面 圏

一' 一ー一一 119:> ーーーーーーー

巳且 ｄ￺Ｎｾｃｾｏｾｾ '，5TOικ 

B， ｂ ｾ＠ !虎 住 宅 地

ａ ｾ 型地 下室平面 圏 E】 型 平 面 図

XI  1 6  (スイス) Turi ch に於ける市醤ジードルンゲ
建築家 Ke. ，ler 及 Peler



山他 の 石

坂 井 則 夫

ー

女流と建築翻 「昔だお門 J♀ひのとと を

ゐ 伺 ひするやうですが 、 一 つ主ｾ築と云ふも

のに到してゐもちにな ってゐる 、あなたの

御感想定i : T ，御視察を…・...J

と云ふ同一質問を携へて、かつてi ( 王者

は、首i弘、= やす子夫人 、阪阿佐紺さ ん、古屋

:世代子女史 、林歌子女史 を歴訪したととが

ある。

「さ あ ! 私 あまり建築には趣味がご ざい

ませんので. . . ・ a・-。た し 質 は 先 11芦屋の別

宅を焼きましてね」

とれが高女やす子夫人の答へだった。

「では 、その時の御詠草 を」と蹴 って、次

の二首 を14げζ 。

lG話かくる近く の裟 lと音たて L すでに説、

ふ焔吹き H¥づ

隣室 l乙燃え っ きし火炎 あかる Joてするど

く受話機握りつ L をり

吹きは版さんだ。

「いつも 忠ふんですけれど、大息病院の

b た り、と ても{ . j 麗でございますのね。全

く列凶のやうな感じですわ。 '，'. < 大阪ちう

が、あんなにたるとい込んで-すのK 。近詠

ですって? だって建築f ' C ｬｾ ｨｊしたものなんて

111
) もどざいませんわ。だったら 、背家を主II

てた時のととを詠んで・みませ うね」

実同二 、三分。 ありあはせた阪同紙にス

ラ ス ラ と ｩ ｬ ｽ きｩｊｴ ｴ してくれた ｾｉｾ から選んで・み

ると一一一

たＮＮ，ｾ

丘の ｊｾ Ｎ の札 ｩ 面なりし を家主主て ｌ 相住みに

n  

しが今は見がたき

赤き屋根のかのベラ ング陀今行のどと) l

j占かりき干yJめて住みし夜

乙 ｪ し はどうも 、 そ の かみのみ Ｎ ｾｪｊＮ｜｜ _ r : とのゐノ

ロクをIlll かされたやうなものだった。

林老女史は一番無邪気だった。

「よく f1j 乞少くんですけれと 、- li，j f'CH

意してゐ友いものですから 、どん紅建築が

い L かなど 、まるで頭陀浮かんで来ませ

ん。気に入った建築を畢げよと沿 っ しゃい

ましでも 、 さあそれが判らないんですけれ

ど、そうでで. すね 、私たちの虫M姉d昔f人ホ一ムも、

j小l

し7たといと J忠忍つてゐます」

古屋-I . t ，・史を訪ねたとき 、彼女ーは 、塾につ

ピ〈私宅の二階で病臥して日られた。その

枕ヰとでゐ目にか L ったわけだが 「私 、 と

ても建築のととには趣味をもってゐます

の。建て増し K 建て増し をつピけて訂った

此の家だって、全部私のデサ' イ ンです」

と、活: いゐ弟子さんに案内させて 、あちら

とちらの部屋々々を見せて 下さった。一つ

の主id1 X から次の座敷へゆぐ のに、一 、二 st

の階段 を上ったり下ったりしなければなら

たい 、鐙WI的 紅、無理の多 い家だったが 、

総! 間的に 、うまく光線を採り入れ 、また控

化K51んだ面白さがあった。殊 1'[. 彼女の書

慨は、 三位ばかりの、小さい部屋だった

が 、病身な彼女は 、あまり慌を動かすとと

を ｬ 市ふて 、 ￭ｾｦ ｪ ｬ［ Ｚ でも 、 月 ｊ ｾ 症でも 、 柴品煩で

も、その他 手まは りの品々 はMでも 、.tJLの

前十亡坐( まったま L 手の主ピくやうに 、淵度

が配置されてゐた勲など大いｦＧｃｾ喜ぶべきと

とろがあるやう K 思 lまれた。

以 卜. の凹'k iJttf'C 、姉人の四つの開放を代

表していた L、いてゐるつもりで ある。読み

合せて 、111
) か一つの結論K 腕納 川米るので

はあるまいかと 忠ふ。

署名 建築家 I'I 、その設計舵停にあった

挫物f ' C ，111
)故署名しないのであらうか? っ

9 3  XI  



ねづね此のと之は 、不思議 K 耐へ主主い一ー

と云ふよ りは寧ろ不甲斐ないもの K 思っ

てゐる。汗牛充棟の書籍の中f ' L lr;t 、随分く

だらたいものもあるが 、堂々 と著者は 、そ

の名を掲げてゐる。尺絹と 雌 も、彩管を樟

った説家は 、自らの名をサインするととに

臨時はし友い。 最近橋梁たどにもしばしば

施工者名並に起工竣工年次の裳1] まれてゐる

のをみる。濁り彊諜には如何なる傑作 K

も、デザイナーの署名と云ふものを見た

い。例へば 「大阪株式取引所の設計者は誰

? J と問はれでも 、一般の人々では 、とれ

を知る者は稀れであらう 。やがて後1せに至

つては専門の建築家の問でも 、その名を安11

るためには、乏しい文献を漁るとと K 、苦

事干し友ければ、ならないとと L なるであら

う。

作家がベンを執り、出家がプラシを握る

と同じく、建築家も亦、 デザインにあたっ

ては 、一線一角に 心! 昨 を砕いたものであ

る。ぜi然礎石の如 く最も人々の目を惹く筒

屈に 、署名するだけの桃利をもつものと忠

ふ。

一面また 、作品 の是非善忠を 、ひろく 1仕

上f ' L m，ふ意味K 於て 、本ろ署名すと云ふと

とは 、勇気を必要とする義務でピもあらう

と忠はれる 。

厳名/ J j¥践の筆者の1 f ti 宣は、編輯者にしか

知られたい。そしてまた 、1f 1 名執筆と云ふ

のは 、責任回避のか手 V でしか危い。

紺屋の白袴 菊池 ｾｦ Ｚｌ氏は日つてゐる一一

「日本の首者[1f'L :丈裂に附する建物が1ii Jーっ

たい主云ふととは凶際的にも情ないととで

はたいか。軍園 1-1本もよい。産業日本もよ

い。 オリムピック日本もよいだらうが 、そ

うした H 本 の標識である多くの建物の中

l亡、精品11
1文化の花である文懇K 附する建物

が一つもー見11'， されない ζ とは 、 H 本のJ[心で

はないだらうか」と 。そ して彼は、文塾合

館建設賞金募集のために 、敢然として乗り

X I 9 4  

出した。

軍にとの「文聾」の宇を「建築」の宇陀置j i J

へさへすれば、大阪の現献に就ても 、全く

同様のと とが云へる。建築を設計する人、

建築を施工する人、 建築材料を製造販賀す

る人、建築に機能の息吹きをぶき込む諸設

備を営む人と全く役者は揃ってゐるのであ

る。役者 Ir ; t 陥ってゐながら 、建築合館の幕

l也、いつまで待つでも 、聞かうとし友いの

である 。

紺屋だって 、けふ日もう白袴ははいてゐ

たい。

招かれざる客 個人の家 とか 、管利合刷:

の建物とら 問題はないのである。 ととろ

が、i !i とか府とかの 、公共的な建物にたる

と、そ の駿工祝賀には必すコグ婦かれざる各

グの出i前を耳にする。 ["" われわれの納める

税によ って出来たものである」 とか「われ

われから取立てた寄附によって施工したも

のである 」と 云ふと とを、 大上段に振り騎

し、 H 一市民 F とか H 公憤生。の名 K 隠れ

て、責任の主主いま¥f'L 、腹一杯のととを云

ふのである 。例へば 「英大友祝賀費用を工

費に振り向けたら、もっとい L ものが/ - 1:¥31を

たらう」とか 「直接ゆかりも無さそうな 、

おえらプ ｊ ーばかりが集って 、 ｾ主も附係の深い

われわれはよろと 1]: の色を表はさうにも 、

- $ - 半歩も式場へは入れてくれるととでた

い」 とか云ふのである。随分注暴論もある 。

併し 恭論の ｾ ｉ ｾ f'Lも 、話事者の三省、に値する

m理が友いでも主にい。

ではどうすればよいのか ? 竣工耐賀と 云

ふ ものを全慶するか? 参列したい者は誰で

も倣迎するか? 併し貫際問題として、それ

は Ｑ ｉＱ ｊｾ Ｇｌも事 Ｑ ， Ａ［が 許さない 。 似かにかいま見

て、三矢笠してゐた時代から 、砕を火にし

て、一部の者の特慌を否定する時代 K 移り

盛ったのだ。 さて次はどんた時代に落ち つ

いてゆくか? それまで賞事者は悦管を守り

つ ピけ U 十白かれざ る容 H は噴暖の雄をつピ



けるより 1ll! あるまい。

オリムピック オリムピックの次' 聞大舎

が東京K 開催されるととに決定して以来、

中央地方、官民各方面の騒ぎプJ ・は 、すとし

大銭裟すぎはし友いであらうか? 例 へばわ

れわれ個人 の住宅にみても 、たピさへ狭い

而積の中か ら客1m、l臨接聞な どに善美をつ

くし、肝腎の家肢の日常起臥す る部屋は 、

そのために著しく快jmを快ぐものにされて

ゐるのが多いが 、 11本 人 潤 自 の 此 の 概 念

が、オリムピック招致をめぐっても 、遺憾

なく渡部されてゐるのではあるまいか。紅

毛人が来る 。来ればあるがま L の 1=1本の姿

をみせる 。それで・い L のではなからうか。

如何に1f d: 待に手当全 を識し 、如MK ガイ ドに

怨切を柑はめたととろで 、第二の小泉八雲

は、ゐそらく Ji.+u; 人の彼等 、十高人の彼等

の ｾ ｉ Ｚｴか ら 、 一人を料るとともむつかしいで

あらう 。

それにしても 、名極競技場の控設、ホテ

ルの増設 、そ の 他各種科技 の施設のため

に、とミ凶壬1- ' .1持J K、有印下しでも、三千高岡

は 1" ら友ぃE 誌のf 、建築界へ投ぜられると

と L なる 。

沿祭騒ぎを排し 、あるがま L の 11 本の姿

を比せ ようと云ったの も、要は 、あまりに

も泥縄的な、るまりにも紅毛宵奔的な計主

に到して云ふもので 、競技場とかホテルた

ど、氏接大合附催のための施設 K 就ては 、

技術日本の国自にかけて 、設計に施工 K 、

最善をE12さ友ければたら友ぃ。

桁jれ各種競技場の設計には 、ーt として東

京市ーと文部省があたると とK なるのであら

うが、とれに就て面白いーェ。ピソードがあ

る。一ーやがてもう三ク月もi J i Jの話だが、

「図際的選手を迎へて開催す る大令でーある

以上、よかくとも競技場の施設が、前大台の

ベ、 J レリ ンより劣るようでは卜l 本のlTiJ、であ

る。此の設計にあたっては 、 オール 11本プ

レー ン ・トラス トにより、: I T ( 苦を期したい

ものである 」と 云 ふ と と ろ か ら 、文部省

が、全闘に亘って 、民間の建築家から三十

名の挑Jo . を選び 、委員を委帰すると云ふ報

道ーがあった。役所仕事としては 、質 rc 忠ひ

切 った英断で・ある 。それにまた似る' 出をね

たプJ 法で ある。かくあってとそ… . ... と思っ

てゐたととるが 、賀はゐひゐひ競技場の設

計で 、入手が足り友くたEるので 、要書校を 川

たてのXfr人を 、三十人 ほど探mすると 云ふ

話の問述ひだったととが判った。惜しい夢

を破られた時の気持だった 。そ れ に し て

も、よりよき完成を願ふ至誠があ り、器開

一致の建築家総動員でゆくだけの度: h f があ

るなら 、メトからでも決して遅くはないのだ

が…・・ “。
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- 時 報・

園土資源局によ石州計董に闘す石緒言

( Nati onal  Resources Board ;  St ate  Pl anni ng.  A  Review of  Acti vities and Progress の

Fo問 word 抄課; J une， 1935)  

米国の閣土資源 ( Amer i can Nat i onal  Resour ces) の開護に閥し、無数の計豊加が永い

間活動を続けて来たのであった 。然してそれ等の計ー垂! i i l は公共的のもの或は私的又は学公

共的等であった。そして叉その公共的の計華局のなかには 、岡家直接のもの 、或はナl'lvc!昌

するも の或は自然的にその地プJ ・vcl 渇するもの等が b った 。岡家資源の有効 なる利用とその

護遣の Ｑｾ めの計主に附する ｊＱＴ 澗たるプロク♂ラム ｋ 就ては 、 是等様々の園惜は 、 仕事の重

副 、 浪費 、 Ｑｊｾ 盆 、 無機 ｊ ｊ なる事等乞互に避ける Ｑｾ め 、 最善なる活動附係を保ちＭＪたらす事

が 、必要‘快く可からざるとされてゐる。此の来日しい州計壷J f fl は従来の計ー壷組織の快陥を満

たす様に君主力し且つ計塾の努力が有効に而も公ZI'>:tr . . る助成への新しい武器を用意する事に

なるのである 。

ナ ｉ Ｇ ｉ ｾ 十 重肪の護遣がアメリカ合衆国の数ナ ｼ ‘ ｉ ｶ｣ 閲する財源 と 能力に就てあらゆる見界から法

意を悲いた といふととは全く明かたととである。数州の人々の希望を代表して居る是等46

宮下1

の計主主 j市は、国家の自然及人道上の資源を創造し或は是等の資源の有効適切なる利用にます

しあらゆる計釜を友すのである事 を立法部或は彼等の長官を通じて挫明したのである 。

最近活滋怒る飛躍を試みて居るけ1;¥十華局の漣旨とするととろは次:vc 示す要望の王尉L でる

る。

( 1 ) 披州聞に附する資源及計ー垂問題に就て紺ブくなる抱括的意見を採用する ζ と。

Ｈ Ｒ Ｉ ナ ＱＧＱ の 仕事に就て ｬ ｲｩ 、 全開的に多くの都 ｔ ｬｩ 又は ｾ ｮ Ｉ ( Count i es) 聞に既に それが好都合

に準行中と雌も 、必- r 地プi 的計ー聾者( I ocal pl anner ) を閥係せしめる事。

( 3)  ＱＧ Ｑ Ｇ Ｑ の仕事 ｾｃｬｨｍ しては 、 水利問題の場合 の 如 く互に接 鰯 せしめて 、 同等に 協 Ｉ ｊ ｊＳつ ｉ ｨｍ

保守士 しむる事。

( 4) ナ1'1計・垂Mの仕事は同時に凶務l民 ( Nati onal G over nment ) の仕事として附係せし

める事。

( 5) そして最後に要望するととろのものは 、州内の私的叉は字公共的の幾つかの事務局

を交illi. L立電 J J の殻逮K 於ける 如 く、公益事攻計主主! 市 ( Publ i c pl anni ng  agencies)  K  

l綱係せ しむる事。

註 1 1935年 6 月15 日まで は州計道局 1145であっ1: が、1935年 8 月 9 日lこマ サ 千 ユ セ y }局が設立

され4るさなつ1: のである。
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答て 、多 くの評議[ 11*. 委f l述のIi日で、錨111の資源 ( mi neral resources) ，土地の利月j 、水

利の問題 、林業 、農業、産業の 開設、努働者の 保護 、稲利事業の組織 ( Or gani zati on of 

publ i c welf ar e  ｳ ･ ｲｶｩ｣ ･ ｳ Ｉ ， 教 育 の 車 ｉｊ 織 問 題ＦＮ特 別 ｴ ＧｊＮ ｾ Ｇ ｉ Ｇ ｜ の 要 求 ｋ 闘 する 他 の 諸 問 題に 就 て 論

戦が|出lかされた 如 く、共単には幾年もの Ii円、 多 くのナ1' ¥rm f'C於て無数の計金案が あった。保

護運動 ( Conservati on movement ) ，公衆稿利運動等は 、人類並 lモ自然の資源のよ りよい

利 J' ¥J に li 'J って、ji'[ 接ナ|‘|が祈主}) したととろの拙著な る例設でも ある。ii土生存の運動K 附する数

多 くの計金品の個人的、技術的の成功 と云ふ ものは、只I' L一般的 ¥'L J長くi I : 立を ワ| くととろ

の魁) ; を7{-i すの みと らヂ-叉彼笥;i !J .l ( の位康、保安、快j虫1*. ffrdi 利 を増:進す るとと ろの もの で

もある 。合衆問K 於けるけ|大手書、Jand- grant 大手書、JX. 他の敬育的又 は 調査機附等は 、自

然的にも 、人道的にも 、勾ーし く州の資源開護l亡防l し、大而杭!亘域の開設 と計垂 I'L就て非常

なる貢献 をなした事は0 ' J ，i命て・ある。

だが然 し、合衆同K は米だI"xjゴ二計豊の計s 主主も主主い部分がある とと は明かで ある。無数の

法宇 ｉ ｴ の なかに は 岡土の要求として護法すべき 、 ｩｦｦ￮ 業 と通貨 を ｾＧ｜Ｇ｜ とナ ＱＧ｜ と の 利 益 を 超越して、

依! の推 j点と櫨) ; として確 むさしめん とした時 、怯!こ1: : 計量の ない部分のあ る事 を合衆図憲法

( T he  C onstitut i on of  the  U ni ted ｓｴ｡ｴ･ ｳ Ｉ は ｾ･ Ｎ め た の で あ る 。 けれども か ｌ る部分は 、

計査が全 く地んがj で、11¥1:tll の1fJiI i)と も全然特A: 的で11. タ地方的要求 として表現されて居る以

上、 それと 子 は 地 Ｉ ｊｎ ｾ な ゴＺ 土 也 の 生 前 か ら 出 愛 せ ねばなら ぬ 問 題で るる 事も ｬ Ａｦ ｪ かな事で る る 。

地方ーと 中央 、公共的又 lti 個人的の企業の liil ¥'L 於ける仕事 の' 1': 均 を保 つ掲め、賢名な計主主主準

カiHする事 lti 、互に度を越し過 ぎる J慌た準捗 を抑制 し、且つ全図土の利金になるそ の土地 の

機 能への迎合 ｋ 努 力 を Ｑｾ ｩ ｩ Ｚｴ す る 事 をｾ ｾ味するも のであ る 。

州計金品の創設は 、ナ1'¥11: 分散して日る各計輩ね を多よかでも接近せ しめる事からの必要上

11 む をれざ る事であるが 、叉- ) ;"以| 務院 ( Nat i onal G over nment )  ¥' L於け る計書川と是

等科州の 共和 i玖ifi Ｈ ｃｯｭｭｯｮ ｷ ･ ｡ ｬｴｨ Ｉ と の ＱＱｾ ¥' L於ける 、 土地、水利>>.君主111の利川等のn:J

題K 於ても 、/1'，* るだ け市効l亡接近せ しめたのであ る。

ナ Ｑ Ｇ ｜ の 組 織と玖策か ら Ｍ ｊｾ Ｚ ｉ 叶 ｭ ｬￍＮ んて 吹 ｛Ｍ者 ＱＱ 合 ｬ 亡 愛生 し た 仙 の 企 業が同級友 一 般 的 運 動とし て

助成 されて! 日 る事 を指摘する事が !-I'，.dとるが、ii土苛i;の:j'J[ しい サーグ スの中に、報道の交換、州

立法' ι ( States leg islat ors) の経験の民 め、u誌は州 l亡存イ1:す る諸問題の達成のlXめ、重要ー

なる機IhMと し て 、米以11'工法a臼1:61) 千: :r ( A meri can L egislators Associ at i on) と云ふ の が る

る 。 此 の 組 織の 掛 著 左と とろは 、 イ ＱＧ ， Ｑ 々 の 州 に於 て 立法 の 雌 ｾ ｾ汗 ｩ Ｍ の 組 織 が 民 仔支 配 され 、 Ｑ Ｑ

っ州際協合 の 長官 ¥. T he C ommi ssi oners on 1  nt erstate 及そ の Cooperati on) による

州議合 ( C ounci ls of Stat e  Gover nment ) が存在する事である。

u 2  

ζ れと同じ方 ri 'J ¥'L於て 仙の 屯要なる運動は 、 ナ1' ¥の重要官吏のク) レー プK よって専門的

主 主 協 合が設立された と 云 ふとと で 、 とれはそのｾ 回ｽＩ の 現 れでるる と者倣 すると とが ｴｊＧ， Ｊ
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る。何故たれば公益事業局清算課 ( T h e Publ i c A d mini strati on Cl eari ng  Ho use) は、

等しく通報のサ ー グスを賀行して居るからである。此の! 制係に 於て特K 意味深い事柄I r ; 士 、

計重責施の標準及方法の改善に闘し、地方並ナ1'1計量官による米図計豊官協合 ( t he Ame -

ri can Soci et y  of Pl anni ng  0 伍cials) と云ふキ且織がある事である。 此の園時は 、一般的に

州計ー垂に開する興味を強めると云ふ事と私的園惜による支持の必要と云ふ二つの事柄が併

行して 、時事問題 ( Current probl ems)  f'L1t.jし 、玖治的ではたく 、技術的の解決への計

書に興味を持つ之 云ふ事から専 門的危他のクソレー プの間κ 護達 したも のである。技術家、

建築家 、都市計童家、法律家、経憤家及共他多くの集閣は 、此の州計葺の運動に到 し、そ

の方法と手段 とに於て多くの貢献して居るのである 。米図計垂及者[Ir!l '協合 ( the Amer i can 

Pl anni ng  and Ci vi c Associ at i on) ，米国間協l生活協合 ( t he Amer i can Count r y  Li fe 

Associ at i on) ，国土娯楽休養協合 ( the Nat i onal  R ecreati on A ssoci at i on) 及共の他 同種

の諸協合主 云った様な多 くの協舎を通 じて、此の運動を市民が支持して居る のは 、非常に

策強い詩 である。

あま り範囲がE長過ぎて、此蕗では詳細への論及は 不可能で・あ るが 、ナ1'1*十垂問題に開する

興味又はその復興に閥する此の活動力は 、 ナ1' 1l &. 盟協合 ( St at e- Federal  cooparat i on) の

蓮動と同様に 、州問題のより効果的た計ー萱への傾向に就いては、地方的州問題K 閥聯せし

め、各ナ1'1の近窮なる共j ) への傾向の概要を洗明するものである 。喪するにその活動力lti 、

州及地1/ )1降、の改善に闘し、地方資源のより有効友る利用及州の鋭敏怠る綱領f ' L 1t.j し、泊、費

と活動 ( Act i vi t y) に闘するけ1及地方の綱領f ' L 1t.j しそ の傾向 の強さを 、全開と して示すも

のである 。

であるから 、若しも我々が米国の資源を最も高〈 、そして最も有効に利用 する事K 成功

して 居るならば、ナ1'1計垂局は地方 、ナ1'1及図土の最初の計萱案 と組み合さ って 、その重要さ

が、一般的 K 誇張されるであらう 。

明かに之さ母: の資源、要求及計護等の問題は 、米国々家のjJ4大怠る領土全閣に l持j係するも

ので非常f ' L r 1 1 i 漠たるものである。 方リホ J レニア Cent ral Val l ey が瀧瓶に 、ペ ンシJ レベニ

アが石炭坑にそしてニュ ーイ ンク' ラン ドが娯楽休養的友機舎に不意に池過した如く 、か L

る根本的な問題の解決への近接は 、平凡なる統一端IJ ( F lat uni f ormi t y) だけでは希望も 期

待もかけられた足いのである。

然 るに 保存及計垂局 ( Conservati on and pl anni ng agenci es) がi1f r次各州に於て護麗

し、様々た分野に於て著名古主成果を奉げて- * たので、言十畳 間 引'l 'Wr玖腿 ( St ate govern-

ｭ･ｮｴ Ｉ のキ且織内に於ては無頒 の 機関でさへある 。 叉或考ヘズ ｻｦＧｌ従へば 、 ナ ＱＧ Ｑ ｾ 義合 Ｈ ｴｨ ･ Le-

gi sl ature of t he State) それ自身が一つの計ー輩局であると 云ふの である 、でそれは恰も知

事及彼の部下達が州の玖策 を簡躍正確になすととによって出範囲にその責任 を負lまされた

様たものでるるとしてゐる 。ナ1'1計肇局は31 l : 集又は分析した事賞により 、各ナ1'1Imの玖策を視

察し 、i折次的f ' L 1' 1'1の占星置-H法を提案し、前防の判定と解決へのヱl王常の備へ を提供し且. つ永

い間懸案になって居った諸問題の解決への勧告をなすととろの 、いは け1・l行玖部の “ 参謀
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本部 川 ( General ｳｴ｡ｦｦ Ｉ の様なものである と 者 倣 しｾＡ 十 るのである 。

而 して、 是等各局の機能は 、玖策K 闘するf f i J の 問題K 就て一一 ( 宜は此の責任に就ては、

人民の選出 した代議土の上に確に懸って居るのであるが〉一一最後の決定をなすものでな

い と 云ふ事を 、 ｾｨｬ く誇燥 し で も 誇 ｽ 長 し過 ぎる事は友い筈である 。 古川折 局は 、 それが直接の

攻策的権限から分離されて居るとしても 、テモクラシ ーの技術的用具の如 く、サーグ スの

度合 I'Cs*J して有利 になるであらう 。で 、叉此の分野f l ' C於てもダJ の理解と 限界、 互に協力 す

る必要のある集閣のなかで保持されて居る鎗敬と信棋は 、大なる法定の) ) 或は玖府の相活

1i 制裁より温かに重大友ものである。

此の見解よ りして 、州計主主防は 、我がデモクラチック玖府の柔靭性、或は叉緊急問題 l乞

釘する前準的左手段. & 方法を採f I J する事を説明し且つ提議せんと して居るのである。此の

運動は、iit 1貨ある組織を要望する民めに な す 州 行玖部の 荷 ・組枇及 米 国ｾ ナ ｬＧｬｩｗｊ の珠算統 制 等

の運動と上じ較し叫べきものである 。

ナ ｉ Ｇ ｜ ｾ Ｍ ｉ ・垂昂による致達した計査の手法叉 ｉ Ｇￌ技 術 は 、 者 ｉｬ ￯ ｬ ｕ ｾ 大 都市 Ｈ ｃｩｴｹ and metropol i -

tan) 計垂の綱領K 闘し 、jAく蹴張されて利)'I J されて居ったのでるる。図土資源問の場合の

如く、 エネ J レギーと資本をば最も有効適 切な方法で枇大友利益と↑ 賃値をもたら し将る様に

利用する見解を持って 、第1の努力が 、土地の利 用、7} ( の資源 ( water resources) 及公盆

事業等へ集中 されで あったのでるる。直接一般的 K 知られて居る問題を討議し且つ是等の

問 題 ｬ 乞闘し 、 調査Ｆ ｾ 十 笠の手段を摘月 ｪ する事によって 、ナ ｉ Ｇ ｜ ｾ ↑ 書付の目的とその 償 値への一

般的理解を非常に準める事が 1'-1* るのである。

ナI'¥il -I華民から 、数ク月以内K 、完備せる計主薬をF目立すべきである と云ふと とは、推測す

る事も要求する事も HJ * 1 i いが又永い時期( l ong- t i me) の計壷案を敏捷I ' CI! PI市K 間に合

すといふととも I:l J *ないのである。彼等はむしろ彼等の綱領を洞察 し又は明かにされた朕

勢から護民した問題に就て凶熟した考J.olZを加へ且つ事宜をH 意深〈蒐集し、それから結巣

するものである 。共単には動作が非常 K 緊急を要する場合と 、動作のない事が何にか災害

*' 7 11 

を意味する場合とあるのは確かであるO 然しフ出昌洋111 ある青I-i ! f 案は 、j'I' 好次 t亡、時期と場月rr

に附する 、考へんーと椛験が定) 修して来て形式的にたEつて*tcのである 。計-讃の蛸初にあた

っては 、郡 山、 都、州 、地) J 叉は同土で- も 、いづれにか L はらや. 人類叉は自然の1 ' 1 説、に

附する重要注 f i f lを集めるべく集合 し且つ9i!- へられた111勢に従って位置を決定 したのであ

った 。 であるから此の広 め に時とＪ ｾ ｾｾ強と云ふものは絶主ＮｊｉＧｃ必要なもので あっ た 。

が然し此の問題 l乙附し縫いた事 l士、米国各州図が之れ以上遂行し科主主かったと云ふとと

ｉｌｾ ｉ ］ ＭｴＺＮ‘して、むしろ彼等は報侍 Ｑ ＡｩＺ に示しである 如 く迅ｾｉＧｃ進歩したと云ふととで 、 且つ Ｉ Ｑ ］

常 l亡多くの傍系の議ー事務局が、彼等の従事して居る仕事の上で絶大 l亡支持すべく蹴起した

事である。米阪|合衆I"xl玖J { ，J ' による助成と補助は、各ナ1'¥と地J J資源、K 闘し 、より位全た計霊

を樹立すべく 、ナ1'¥際及地方協 同氏側する大怠る利害l制係 、同! 土所有樺の管理者を持つナ1'¥と

州と の問が同等の椛利 に於てその組符さを増加 せしむbil動 ) ) であった事I' I 屡々論説された

と とろである 。 Ｈ 亀 井 芸 名［ ｾ 久Ｇ 郎 〉
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経 2

是等の協合 さ云ふの11米国公共施利協令 ( the Amer i can  Publ i c Wel f ar e Associ at ion) ，都

市サーウス 集合 ( the Ci vi l  S ervice Assembl y) ，市政財務官協合 ( the Muni ci pal  Fi nance 

Offi cers' Associati on) 国立住宅事務官協合 ( the Nat i onal  Associ at i on of  Hausi ng Off i c-

ials' ) 図際公金事業官吏協令 ( the Internati onal  Associ at i on of Publ i c Vl orks Offi ci als')  

等である。

地方事務官さしての重要な組織11合衆岡市長命議( the U.  S.  Conf erence of  Mayor s. ;  30 

州の市政機盟さし て組織 されれ米岡市政協合 ( the A me，'ican  Muni ci pal  Associ at i on) 及政

府の事業主主行の上 より 、高級なる 地方行政艇のあらゆる 利盆た言究明する 国際都市マヰミY ヤ ー

協合 ( the Int ernati onal  Ci t y  Maneger s  Associ ati on) 等である。 伶隣邦的分野 さ して深速

な怠義1 J ?有する 組織11今P 各州に組織 されんさして居る 毅タl官合議 ( the J udi ci al  Councils)  

て・わる。

郊 外 匝 劃 整 理 局 に よ 石

都 市 " 案 が 無 効 を 宣

U 緑 地 帯

告ｾ 3  

( Reset t l ement  A d mini strat ion  onl y  Parti all y  i msettl ed;  T he  A mc，. ican  Ci t y， J une， 1936. )  

長に本誌7月批で米閣に 於け る故近 の、所謂 か紘'地帯字。者111'おーに附する 四の計霊のある事を

報告し、更に 10月披に於てその 内三の計置が、事業の着手を始め?と事 を報道ーしたが、その内

のーの計垂が事一業の若手を 中JI-. するI ' C11Jった事の報特が漏れて居った故、此晶に遅まきな

が ら、凶 つの計霊の一つなる Bo u n d Br ook の計聾案が中止 を 宣言 されたとと ろの経過

を報告するととにした。

0  

1936年 5 月181:l1'C行はれた控訴| 総の判 決は、3 封 2 の 廷決 を以て郊外 l出，!l 値引! 日付に よる

ρ 縁 地 ｾ ｾ ｉ ， 11 者rl'r! i のー っ た る ニュージャーシ ーナ1' 1の Bo u n d Br ook 案か事業準鯵の 中11' を

命ぜられた。此の訴訟は F r ank i n の郡問、都教育品 ( t he Boar d of  E d uc at i on) ぷ数人

の地宅速が郊外w. ; 1t B]整理品長 Rexf or d G.  ｔｵ ｧｷ･ ｬｬ 氏 及 ｊｉｙｾ 邦首事者逮を相手取って 一 提 出

したものであった。此の判 決I'I 、以 上の如き陳情告;: ( bi l l  of  ｣ｯｭｰｬ｡ｩｮ ｲ Ｉ を取 り Ｇ ＱＢ げる Ｑｾ

め合衆附ノピ' { i } ! I ' ;'cが被告の 申請を何等の意見を 附せ? に許可したので、現有で・は上fi- 中のもの

であった。

永い間の討論の後、控訴院は 1935年の非常時失業救憤事業法 ( the E me r g e nc y  Rel i ef  
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Appr opr i at i on A ct of 1935) とそれに引き続いて官IJiT . された郊外同制撃開局が立法部 l亡

制して 、岡合の大統領の押'III 伎を代理する事が無効11こ組織されて居る事を 宣言されたので あ

った。けれども一般に 、議合は攻策の樹立 、大綱の制定等の権限を有し 、見つ 法律の規五と

する範間内に於て 、市II1J11J を制定 し、京HI 部事羽のネr!i ) EJ . ¥誌は詳細IfL JI る事柄ま での決定等は 、

その権限を牧々の地方出に委任されて居るので 、立法1' H¥の宣言による玖策の根本精神に矛

盾しないものとされて庇ったのであるが、本事件の判決理rll l ' Lよれば、木俊令の下K 於て

は、如何なる根本政策、又は大綱をも樹立されてない故に 、大統領はとの種の住宅計ー設の

設定t亡、その時期 、場所及) i 法等を自 FI31C 決定し得るものとして居るのである。

此の規定にますする j文釘は 、阪の法律を改正若くは新に法律を制定するととによって1&除

く事がI - I' ，?>! さるが 、然し開訴院は 、二つの王Itlrl -I を悲げて 、] 隣邦行玖雌 ( Federal Gov er n-

ment ) は、此の住宅政策の活動に| 謝して泊ー接参興すべきで友いと 、更に宣言 して居るので

ある。 即ち、( 1) 如j節前動lま一般の幅利問題IC何生存の附を持たない放議合に 附9i ! - された村V[

|恨の和問外であると云ふ事、(2) か L る活動はナ|‘|のみの運動として留保さるべきもの 、 と

云ふのであった。以_1-. のIltlr l: l よ りして岡ヂ? に よる 法律の制定は禁 IL . されたのであった。

如何友 る裁判所でも 、か L る議定判決 ( foregoi ng poi nts) を特別に通過させたと云ふ

ととは初めて Y ある。合主役岡 Loui svi l l e ( Uni ted States u.  Loui svi lle， etaり の場合は 、

住宅政策の目的のおめ聯邦行玖胤の権限 をJ1:燥するとと: ，. j 制辿して 、此の問題は討議され

て府ったのであるが巡阿開設F院による決定は未だなかった。此の場合彼等も亦討議を行な

ったのであるが 、遂 にそれを簡郎氏大審 Ｑｾ 占へ出 川し たのであった 、 が然しそれは答て玖 ｉ ｻ ，ｊＧ

が大審院に於にその上: 与を取り 1"げたと云ふ事が，Uひ/ 1 ¥されるであらう。

大審院に於ける多数の陪審R速は 、憲法_I - . の川題は法律の正而から決定しねると云ふ 1::

張 を支持して居ったが、然るに陪寄日 のなかには 、 ' }O[A的な中 11 一命令慌を1
1付興せしめて 、

種々なる事責問題を審議し、 i誌は開係者の多数が此の立憲的法ffjlHc 附9 i ! しれ; る事賓とそ の

事 il! j - の護展の掲め下級裁! j ・IV" f r へ廻注さるべきを主張する者も あった。

開訴ｼ院は陪審 ｈ の多数の立見 ｋ 従ひ 玖府 の法 体問 ｬ 問が 多大の イ言艇をかけてＩ， ＧｾＱ と ［￬ｻＢｕ の ｲ ｬ ｬ Ａ

侃i した技術_ I - . の異議をh是正Ip，したのでるる。被特の-- 1"3長するととろは要するに合栄|必1i0υ{，jーを

相手取って起訴したの と同じで あるが、玖府は之れに同Q してないものとして 、その叫 111

の存イJ : しない事を強調して肘るのである。けれども控訴院は 、本訴訟は玖府を相手取るも

のにあらや 、それは] 儲ヂ11玖府の代理者の不法行1. ' $ を制限 するものであると 判決をドしてゐ

るのである。が然し 、彼守; の土地K 就ては地主の白 山lt 志l亡任かしてあったので本問題 l亡

附して地主連が起訴せざるを1ｾトなかったと云ふのでなくむしろ制 ｅ 及側々の凶作達が一一

教育者 ｋ 非らや ーー は 、 地 Ｉｊ 税 ｴ 亡 、 此の計主がＩ［ｾ響して来るで あ らうと云 ふ理 ｲｬ ｬ で、本訴

訟を起したのであった事が殻凡された のである。 ｾＢカＺ幾多の問題は大審院 ｋ よって肱接に

I' I . 決して断定 lまされなかった。
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此の判決から合衆国大審院までの上告に開する遁嘗性に聞して考慮中であるが、聯邦富

局では、彼等の意見に開し大審院の判決は、只撃に Bounu Br ook の計壷K 劃してのみ

行はれたのであって、玖府の他の宙局又は郊外ｾｽｒＱ ｊ 整理局の他の活動に封して ｙ はないの

である。が然し、此の判決はとれ以外の三つの郊外住宅計置に劃しでも同様に禁 11-. 令をH¥

し得る遁も聞いてゐる。

以前の或る判決によると、現有の管理局が行主主つてゐる攻策に劃して、同情が快乏して

居る事が示されて居る。此の大審院は 、明かに聯邦宙局による如何なる住宅計壷に就て

も、そ の判決以前までは漠然として居り 、且つ立憲的友意見には達し得なかったと 、説明

して居った。此の事賓が後の各異なりたる結論に封し、大審院がリードされたかも知れな

い多くの重大ゑ理由が、此の訴訟に開する裁判中 K 護展して来? ともので、それは大審院に

提出されたのでも友ければ或は又それによって考慮が拶r . はれたのでもたかったのは明かで・

あった。

合ZfE閤住宅攻策のNlil 浪 ( Uni ted States Housi ng Aut hori t y ) 設定の錫めの法律案在し

て未決のま ｌ になって成った ｗ ｡ｧｮ･ｲ Ｍ ｅ ｬＱ ･ｮ｢ｯｧ･ｮ 法案は、立法権に就ての代表はＱＡＡｾ効

であると云ふととに根協を置く 如何なる反封をも取除きれ1るも のと して起草されたのであ

る。で此の Bound Br ook の場合K 於ける判決でも 、若しも此の法案が法律となってさ

へ居ったならば 、たとへ訴訟があったとしても地方行玖臨への公債を蛮行し叉は賞金を造

る職権に開する力へは影響するととなく 、此のデモシス トν ーシヨ ン的な計置を建設すべ

きその権限 K 好い影響を輿へた のであらう。

T u g w巴11 博土K よる弾明書

郊外同制整時局長 R. G.  T ug wel 1 氏は 1936 年 5 月19 卜l付を以って次の如 き漣明書を

護表した 。

I! 1'1'  rl 検事組長による通特があった如く、 Bound Br ook の計霊案に郎lするコロムピ

アナ1'1合主役時訟院の判決は、 若手する事を特別に制限して居るのである。

H 合衆間大審院による裁判官の最後の判決がドるま では 、郊外| 市剖整理局による他の

郊外同制整理の計霊は之を準捗させるであらう。

グ検事総長 I' I たピちに一件書類を控訴 l院へ移送する錦 めの考慮を 持1; ふ事を命じて居

る。

。 郊外 ｬ ｾ 制整理局の種々友る他 の活 動 ｋ 封し、此の判決による影響はない 。

Ira. S. Robbi ns ( 亀井孝次郎)
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日 本 建 築 協 曾

1. 序 説

2. 者桁行住宅の現状さその経 替

( イコ 都市住宅さ保健

くロ〉 借家生産 さその級後

( ノ、〉 借家住宅の現状

3. 公 後 住 宅

4 公金企業 さし ての住宅経替

住宅事業法案

l . 序 説

同氏生活の必須要件は去ふ迄も友く 衣食住である。故に生活必持品たる食粕に就いては

各国共に償格の市場統制 を錦し、勤持階級のイt 討に就いてもi J J ' 岡家、公共闘!ifl v r : 於て住宅

政策を樹立して之が救併に全 )) を悲 してゐるけれども 、制り- iH 主1fT : 於ては之が主J荒 1tJ:;j' i包め

て微温的で勤労った衆の十1:宅供給問題には何等間1J . 主を HI:はや 、住肢の問題 Ir ; ) : 鼎げて資本家の

自 由に 一 任 し 、 Ｑｾ ｶｲＺ ｾ ＱＱ は高 ｬ 臨し て質賃は之ｶｲＺ 1'1' は十 、生t円の脅威 と偏Jli J的な る人口 狩iW

現象 をJI守米 し、スラ ムの鉱山 を誘致する K 至った。

Il t界各阿 を通 じて庫業終Ni
J

; 組織の控革vr: 1t ふ著 し き J ii l: 1守現象は 質イ食生活- 者のIJl士市であ

る。共闘に於ては勤労生活者の八' J ilJは笠vr : t HH生祈粁で・あり 、米 、1筒、似1; は 4.5'XIJ を内め

てゐる。之匂 ［ＱＮ Ｇｩ ｾｈ 生前者の家 Ｑ Ｇｩ 文 Ｑ Ｑ｜ 額を見る ｋ 、 昨 年 ロ ンドン ｋ 開 催せられた節 目 恒 ｉＱ ｬ 古

問題ぷ者Wili 計霊除|際l併合弁議の報告によれば各間共に牧 入額の 2 '.f:"IJ乃至3主115分の日本を家

賃K 支拶1: ふを3出血 とし、住宅の欠乏では友くて名人が牧 入相! 症の家賃ーを以て しては池?;t な

る住居をねる事が ｈ｜Ｎ Ｊ ＱＧｊＺ い Ｑｾ v r : ; r l : ! ! 符のスラム街を殻生する事を指摘 し、瓦1: 千".:r玖 ;fi として住

宅施設の重要性ぞ強制してゐる。之に，よ り各国共v r : t' HI{ 生活者は各人 に相臨した住居をね

る丈の家賃を支妙1: ひ付ないj伏態にある事を知 りねる。故K 殴米諸図では平くより住宅政策

を樹立して図民生活の火定を計. t  ， 公債なる住宅供給ｾｦｩＮび ｋ 位宅改良は盟ｶｲＺ ｉｈ 合的 ｉｲ ｩ ｝ｊＭ Ｎ Ｑ 亡

重大なる貢献をＱＺｾすのみた ｅ らす τ 、 一面 犯 罪 、 保健嗣利 ｾｲ の諸施設 ｋ 要する経 費 をも節減せ

しめ仰る見地より 、住宅供給の公盆性は十数年前既K 世論を形成 し、 住宅政策の確立はE刻

家 、公共問憾の 任努 と考へられる K 至った。文明諸問に於ては何れも土地の投機的独付 を

排除 し、計霊を大規模に して、構造を合理化し 、且低 利資金の供給によって公債な住宅 の

tttt合をなしつ L ある。
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我岡の都市に持ては私の管禾IJ 事業として摂管さるる借家が! 堅倒的多数を占め 、その問祉

合事業 としての公営住宅が僅かに存不正するけれども 、之は主として経営的事M' から栂めて

微々として振は子 、王I}底祉合の要求 創的足せしむるに足りないJ伏態にある。 者rlili 生活K 於

け る住宅の重要性を 忠 ふ時その杭管 朕態 ｩＱｾＱＧｃ質 的低ｼ ごの 現 ｊ 伏は 、 住宅の 内 本 と その経営に

閥して更に厳重なる枇合の肢作の必要を痛感せしめる。民間の如く住宅法制定の民主臨

も、現在の如き幼稚な椛めて小規模の住宅経営を前提としては満足な結果はねべくも たい

と考へられる。

此属に於て我々は直接住宅の建設経営K 閥して刷; 合の監作を厳重にすると同時に 、f行家

住宅の内容を改善し更に向上せしむる嬬に、現イE純然たる営利事業K 放任せられつつある

住宅企業 K 劃して住宅事業法を制定し之を公金企指として椛告する必要を鋭H日する。

2. 都市住宅の現朕芯その経営

〈主として借家信宅に就いて〉

都市住宅の大部分は借家でるる。 例へば東京に於ては全住宅教の78%が借家であり 、ニ

ュー ヨークでは賞1'C96%が借家である 主云はれてゐる。それは都市民の大部分が勤労・生活

月号より成りしかもその数は都市イヒの傾向と共に増加するととを示す。 その殆んど全ては俸

給生活者でるって彼等 ｬｲｩ 自ら土地を所有し住宅を所有する事は蛭清的 ｋ 許されてゐない Ｑ［ｾ

に借家に住む事を余儀なくされる。借家は元米特定の人の掃に計聾されたものではなく 、

寸交の需要に艦十る潟に 生産され商品化した住宅である。 一般都市民は彼等の経路に相! 恋

した借 家を 求めるがそれ は家主が専ら 利潤 を 上げ る事を目的 として作 ったものでるる Ｑｾ

K 、結局家主の定めた家賃でイ背りるか又は経情的に之に耐へられたい場合は更に交いもの

而も 多くの場合貨の惑いものを探さねばたらね。現干吋IIi IJ民K とって家賃は全牧入の約20

% 内外の高率を示して居る。悲κ 生活経踏と住宅の賀の問題が生じる。

( イ〉 都市住宅と保健

現イ巨の都市 lri 種々 の保健衛生に閲する施設の進歩充貫に も不拘未だその環境は性居にと

って通常なものとは云 へない。 煤煙、鹿域の飛散は紫外線の射入を妨げ 、有害瓦J析の護散

は更に空気を恐染し騒音、雑音は都市民の細川面111*2l!'を刺戟するが都Tli 才アシスたる紘' 地は

遅々として増さない。有産者は段境の良い臼 11京l林 Ij 司に逃}lll ーするが、多 くの!ftI)!}} 者j母はとの

都市の恋・い壊境の 中で低 :'ill ｾ主る住宅に居住する事を余儀たくされて居る 。思い 段 ｦ 売 の 中で

恐い住宅K 住む事が者rlTn民の保健衛生K 如何なる開聯を持つかは論を候た友いであらう。

停染病就 ｾｉ Ｚｉ結核の費生ｩｊｦ ｴ 行 、 乳児死亡率の増加 ｉ ｪｾ I' C現杭! j : Jf I'C ｾｨｬ く 叫 ばれて居る者 ｉｉ ｔｉ￮Ｂ !I 'I:了の

健康度の 低・ド等誕ふべき者fli lイ保健問題はその責を住宅のみに師する事は H¥9! ミえにいけれど

も、生活時間の1/2- 2/3を占める住宅内の生活、殊にその生活が休養生活であり明円の活

動に備 へるための生活で あるが放に一住宅を度外視して都市保健は考へられない。

日 1 0 4



( ロ) 借家生産とその粧暫

現イE借 家の生産に閥係して居るのは太T である。大コて と建築主と の問で平聞が作られ、

松治i利 潤 どトーげるに通常なも のが建築される。湛) ) 7 した建築接、建築技術を持つ建築家は

借 家住宅とは改交渉 で るる 3 ヵ、くして{ff 家生産 Ir: : t 柑めて阪始的友幼: f - 1U'J : 生産手段をー )t も

(111でな い。事責建築療の異市' な準 )); 1亡も 不抑、現世の借 家は 只管利 潤の追求I ' L I!tl まれて、

その質の向上よりは半ろ低ー1" をさへ示 しつつある 。

ヨ々 にその経営の方而を見るに一般借家の大部分は柑めて小規模な経営が多い。小規模な

将ＱＧｾＮＱＧｌ於ては比 ｉ 続的高い利潤が要求されるのがう ＱｾＧ ｩｬｬｊＮであるが故に借家使用者の負控 ｉ ｲＺＺｴ重く

えにつて居る。同時に小規模経営借家の乱立は 、郁 i li 住 宅の統制ある建設を 間むと同時に土

地利用上、背本利用上の無駄も多く 、 第 1 園 ノ、ツチゼろは調査広域

それ等は結局使用者の負挽と な っ て来 調査戸数

純住宅・… ・… 77. 140

る。加ふるに原始的生産方法を j位したt J; ! i 飾付住宅. . ... .・・ 35.385

い{ 斤家 建設は盆々そ の質の低下を己む

友くする。

註 三 図書匹令誌、( 昭和9. 12) 所 載小島袋二氏の

グ不良住宅改良の根本方針さ不良住宅の

家主の調査川二よれIf

1. 家主{ : t 経済的に除り在余裕のある人々 で

{ : t なし、。放lこ借家の完全なる維持{ : t 不

可能である。

2 その程度( : t 地区によって相違す る。

3. f t 困者住宅の家賃の牧盆率( :t可成高い

;tl である 。

この 調査は待に不良佐宅地 l置に|浪られ1:

ものであって、その調査の結果た一般に

及ぼす事( : t 危険であろか L知れないが、

事資( : t 之に準す・るものであらうさ考へら

れろ 。

言十……………… -・ 112. 525

ー_ --

、 Ｎｾ、

ノ

1  

1  

¥ 

( ハ〉 借家住宅の現赦

¥ .- ー /

f行家住宅の現蹴に就いては 、nn%日9.1f-

3 月 l医大阪府批合認調査に依る 「宜地調

査のが;呆 から見た大阪市内の住 宅J I'L 

詳しい。 との調査は 昭 和 伴 5月 よ りnfl I  絹 形式

和7
1
.1三3 月に 至る約 1 ク年/i司K 亘 って調 l 樹 立

査 l亘域固に示すが如く 主と して大阪の

新市域Ｈ特 捺 ｉ ｾｪ Ａ 刊による〉 の 借 家 住宅

長 屋

棟 割 長 家

6 目38

93. 55!  

0. 071 

1 0 5  Xf  
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は之が救漕の一方策として公営住宅の建設に努力した。それは主として不良住宅の改良と

量の問題と しての住宅難針策とであった。即 ち

1. 都市 lモ於ける スラ ムの護生l乞3討する構策として の 不良住宅地区改良法に基く改良住

宅の供給

2. 都市人 nの念激な る附加、 又は特殊の事怖によ る住宅の快乏に針する構策としての

公営住宅の供給

1、2 1 ' L 表はされた要求は前閣の切貫主主る要求であったが、然し質の問題としてより此き

住宅 への一般都市民の現はれざる欲求 を見務しては左らない。都市民の綿ては更に、健康

なる生活を 望んでゐ る。 此矯めの良き性宅の供給とそ性宅玖策の最大の 目的 であらう 。

既に建設された公営住宅 の現状を見るに、経営は市町村、又は特殊闇憾に l浪られそ の概

数は次の通りである。

総経営間関数

綿 経営筒所数

261 ク

o42i 1. rJ'!f 

綿 経 営 戸 数 33. 500戸

締 主J!; 築 Ifi 43.420.0001l:¥1  

第 2 表 六 大 都 市 公 盆 住 宅 ο協和 9. 4.  1 現在〉

青l叶7年 鑑 Uf{ 和 11年版

供・…・・… 供 給 休 宅 a ・・・ー ・・財図法人| 司 il 司令 b… ・…・・財固法人点京Wi祉合事業協 合

c  ..… . . . 財国法人米京Jsf 住 宅 協 令 d. . …- ・財閥法人相愛令官官

e . … …" I!U: 図法人東京市 児 童一紘 祭 奨 励 令 f … … ・・財開法人内鮮共 和 令

1  ｾ＠ f-i !JIX I  ｾｩｴｉｬ ｭ￮ ｦＺ ｎ＠ 1 建 物 | 一 戸 i l一戸 間 |
者附 線 戸 数 敷地面積 高亙淳 一 Ｍ ｉ Ｍ ｾ ＭｷＭ ｉ 2j5-均金 月 賃 貸 料 建 築 費 純 樹

T ド
rq 

2.196  42. 274 2 1. 421  6- 25 6- 52 3.737.445  

>k  a.  5.357 124.376 80.903 4.5- 32  1. 5- 5 1  10. 470. 432 

b. 645 15.565 4.437  5.122 3- 14  2.4_ 2 1  42. 984  

C.  
5α )  33. 842 6. 436 9. 655 20.79 30 1. 689. 565  

34 116  85 163 6- 20.5  0- 10 8.699 

c  28 2 14 84 16 1  6- 9  7. 2- 12.5  15. 608 

1. 561  37.253 18.760 5- 30 4. 5- 36.5  2. 425. 591  

供 458 12.559  6.677 13.5- 22.5  16.9- 28.4 943.199 

132 3- 6  4.3- 8  

250 11. 851 3. 123  4. 748 14.53 10.86  830.048 

供ー
13 1  6.638 4.708 2.533 20.84 23.98 441. 440 

府 20 538 138 7. 56 6.05  13.0∞ 

法
32 5 14  245  7.41 5.91 3 1. α )() 

名屋

古

269  9. 301  3.436 19. 3 11. 99 562.839  

営{

211 5.73 1  1. 866  2. 043  15. 22 16.08 496.α)()  

共 同 103 

2. 107 76. 793 22. 616 9. 8 9. 6  2.1 10. 369  

a  1. 367  30. 893 12. 167 

1 0 7  Xl  



更にそ の施設に就いて 云へば

公共闘関経営住宅に針 して は、( 1) その)/1. 去に よっては土地牧 fli を認め 、( 2)低利? を千訟を

融通し 叉は 、 Ｈ Ｓ Ｉ 諸 公 立 ｾ を 克し 叉 は 、 く Ｔ Ｉ 柿 ｊｊＩ ， 合 等を交付す る 等 の ｊｊＩ ， 成を行ひっ ｌ ある 。

現不 ｉ Ｚｲ ｊ Ｑｾ 色 ・され つミ ある 公営 又 は之 ｋ ｪ ｜ 空宇る住宅経営の種類としては抗の如きものが 考 へ

られる。

( 1) 改良住宅一 一不良住宅 地l亙改良法によるも のであって 、現に地問内 K ある人々を牧

窮 す るととを原J ! i J とする黙が特種であるが之は賃貸住宅である。

( 2) 分 譲住宅一一住宅 を一定期間の月賦l坂官の形式を以て分譲する。との場合 lti 使川者

はよかくも自宅 を所有する資絡の ある人々に限られる。

(3) 自ー貸住宅一一帯過の借家 と同様に一般の需要K 膝十る。

大阪市営の改良住宅 、分 譲住宅、賃

之を 一 般 ｪ企ｾ ｾ業業集裟Ｍと上沌じ凶 ｩ Ａ較 ｩ 安すればそ の質 ｼκ 乞 於て勝りれ 、 使月刑 ｩｴ 来料 ， Ｑ は一般より ｽｘ ｉ服 ｬ点脂 ｦ匠 ｴ汀 ｻ償質ででＮｾあうるが 、 その数

lti 栂めてよかない。今大阪市内 の鳩戸数を 600. 000 戸 とし、その 70% を借家と見ればそ の数

420. 000戸 K 達する 。之K 到 して公営住宅の教 は 分譲 、改良をカnへてその童文俊かに 2956 戸

l'亡過 ぎヂ 一般借家K 到して宜ーに 0.7 ojoの低率 を示すに過ぎない。斯くの如く都市借家の綿

第 5 表 大 阪 市 曽 分 譲 住 宅

一
名

格 | 創 立 年 月 | 建 設 投 |敷地問 | 建

円 円

北 島 住 宅 大 正 15. 2 395，0α 〉 3，276  1，932 104 27.39  

高 見

"  
昭 和 2 . 2  161，(わO 1，880 789 70  17 αコ

都 島

"  

1/ 
2. 4  166，000 1，610  630 60  20.27  

A 旦
11 11  

2 14，0∞ 2，342 924  88  17.93 

杭 全
11 11  

3. 2  I  
521，(氾O 4，370  2，516  136 27.89  

く大阪市最上令事業 安 覧〉

第 4 表 改 夏 住 宅 〈本 住 宅 〉

名

造 | 警 捜 ! 被 数 |戸 数 lJ d最料封 建 築 資

-1l'- 宮 R.  C. 三 階 648  3  78  5.∞ 12.60  152，600 

下 寺 ｴ 合 ｾ -一
11 

日 264  6.70  24α コ 440，0∞ 

北 口 来 |町

"  
3  126  4.20  16.50  179，1∞ 

雨 Ef  来 11IT
11 

5  260  4.70  16. 50  374，600 

'/ 
木 造 二 階 35 146 7.70  27. (沿

下 寺 Am +v -ー-
木 造 二 |管 6  38  6. 60 8. 50 14，8α)  

宮 潟主 町
1/ 

7  30 6.10 15. 00 25，300 

南 f=f  ｾｾー -
/1 

9  64 6. 00 10. 00 27，8α 〕

11 

第 五

"  
3  20  6.30 12.CXコ 22. 900 

( 大阪市ffJ : 令:tJ': 業 要覧〕

l X  1 0 8  



第 5 表 大 阪 市 曽 貸 付 住 宅

は建物|戸数

使 用 料 月 ￥

名 務 創 立 年 月 建 設 費

最普高通|住最宅低 h最庖高 |  最 ＼＼ｾ 低 1  

楼 宮 住 宅 大 正 8. 6  178，∞o  3，707  1，456 204 

109943疋ZZα刈XXMZ  ョ 4.80  

16 ∞00 ! 76C 

鎚町第一期住宅
1/ 

8. 6  2 16.CおO 3，978 1，620 195 19. 001  4.50 19. 00:  15. 00 

。第二期佐宅
11 9. 12  1，221，ClOO 16，081  7，144 664 29. 00， 10. 0<コ 18α コ

古 市
11 1/ 

9. 7  
38，0∞ 5 13  249 18  2 4.001  16 α 3  

玉 出
1/ 1/ 

9. 12 41，0αコ 438 290 19  18.50 

絡 橋
11 

1/ 10. 10 89，αXJ  2，4α 〉 1，259  122 

卒 野 "  
fI 10. 10 34，αXJ  521  379  191  2 1.∞I  10. 7q  

極 並
fI 

1/ 11. 1  10，0∞ 204 89 4  11. 50 

娼 川
11 

1/ 11. 4  822，αXJ  5，8 17  3，849  178  26. 001  25. 00 

小 路
1/ 。13. 3  55，αXJ  1，957 6∞ 451 27.0<コ 9. 50 18.0<コ

堅2 崎

1/ 
1/ 14. 1  143，α 沿 1，681  1，761  116  17. 00 6.20  

Ｈ大 阪市 祉合事業 ｾ ｾｲｴＩ

ては管利事業たる借家であり 、利潤第 1 の経営f L 委ねられてゐると 云ふ現献である。

4. 公盆企業足しての佐宅経営

住宅経管を利潤経i惜の剖象として全く放任す る事は危険であるが 、間家、公共同f般に於

て直ち K 住宅建設経営をなすべき経由を持ち引ない友れば、一般企業を制jlJ する事を泣い

て住宅問題解決の方策はたい 、此晶K 於て住宅事業: 法の制定 を必要とす る。

住宅事業法の制定により住宅経営に統ffll J を刈lへる結果 として大関次の様l亡考へられる 。

1. 経営は公共闘関叉は特許法人に調占 される結果、規模は大きく友る 、従って土地矛IJ nJ

g Uc住宅の建築、経営'VC於て利する所は多 く、従って質の向上 を期待しれ}る。

2. 同家叉は企日今回Ml は之に劃し 、助成を行ふため 、資本は極めて有利に利nJ される と同

時K 家賃 l司こ制 して監 '1千を受けるので 、使f I J 手f は炎 く、貨の良いものを似る。

3，維持、 管理に就いても常に 監侍され、しかも家屋の修繕、補修K 際しで も大規松なる

が放に完全主成り ｾｕ る 。

斯〈使用者にとっても批も良き住宅を安 Ｑｴｬｬｾ 使川し似 る結 果となる 。

5欠K 住宅事業法の内海たるべき事項の私案を記秘してと の'J' ii 命を結ぶ。

住宅事業法に規定すべき私案

1. 事 業 の 範 |主l一一一般の荷要阿佐やる者ISi li 住宅

ＱＮ 事業者 の 範悶 一一生日 毛 国閥 、 叉 ｉ ｴ［ＡＺＪ，ｦＮ ｾｴ 午されたる 法人

( 現イ1:の家七は 叫制組合 l亡加入せしめ法人の構成日とする 〉

1. 事業者の特典、義務一一土地牧町、共他の特典、住宅建設 に 主.j i - る 義務、家賃の公

正、維持 、サー ピスの池正当; IC 附する談務

1. 使用 者 の 権 利 義 務一一使聞の椛利 、使月H"I納入の義務等

1. 事 業 の 監 将 一 一 建 設 計 童、建築、維持、経営VC;¥lHする監作

1 . 監督 委 員 合 一 一 委 員 合 の 構 成、椛利義務

1. 助 成一一( 1) 宇i l ' i 1J )，金交付、 ( 2) 低利金融通、( 3) 公d*! 免除23

1. 罰 則 並 紋 憤

1 0 9  XI  



訪日 宣詔記念建造物建築設計園案懸賞競技募集規程

部- l ;主 総 JlI 1  

一、本委員令 ρ 訪日宣諸記念建造物ノ建設チ ナス

= tZ リ、最善ノ設計園祭チ得 y -t"?< メ、本規

程 ノ定 ム/v所 ユヨリ 訪日 宣認記念建造物ノ j新

築設計闘案 チ一般ノ 懸賞競技 ニイすス

二 、訪日宣認記念品造物 内日浦雨凶一徳一心ノ大

義 チ宣 明セラレタル 回怨，i} 1聞大詔換毅 チ永遠

ニ記念 ジ詔勅 ノ;翠 旨チ崇高 ユ表徴ス yレ射:峰雄

大 ナ/ vモ ノタ Jレ〈ジ

第 二 学 設計ニ M日ス J レ事 項

三 、訪日宣認記念建遁物 ρ 左記各項ノ j基準 ユ捺リ

言十重ス yレチ lJ::=ス

甲、敷 地 新 京 待 別rn安民農場 ニ面ス ル南

nlll - 匿廓トス

( ー〉 位 置 第一波闘匝削内ノ部分トス

( ニ〉 面積五前回千l j S O方米

( 三〉 敷地 ノ周園満洲閣政府官街街ノ ー

l亙創 ニジテ南 ρ 綾傾斜地 ニジテ賀mi

公園及南湖 ニ辿 けじ円安民農場 ニ而

ス道路幅員及敷地附近将来ノ B月後 三

付 テρ >]11紙第二被岡 チ参照ノコト

( 凶〉 地 質 砂質粘土居

乙、建 築

( ー〉 建築制限 凶都建設局建築指示僚項

ノ適用地域 ナpν モ侍殊建透物トジ テ

J毛ノ適用 チ受ク サJν モノ干仮定ス

L二) t' i i . 式東洋風 チ基調 トシ 日満雨闘ノ

融辛口ノ精品11
1チ表現ス かモ ノタ yレコ ト

但 ジ ｾ Ｚ ｾノ形態 ノ、 随芯Ｚ下ス

C三〉 構造 耐火総透 トス

( 凶〉 材 料 可成満洲産 チ使用ス ルコト

( 五〉 建築y'( 金四十前回以内 トス

但 γ 主主庭投 手色合セス

丙、建築計量要項

XI 1  1 0  

( ー〉 敷地ノ内 ニ約二尚人 ノ野外集合 チ匁

γ 得 Jν 肢ー;場チ殻ケ 北方 ニ記念建造物

チ建設ジ正面 ノ、北西I γ 進 ニ将来ノ 併

宮 = 向ヒ、背百 戸商面 γ 里子タト集合場

= 面 スpレ虫日 ゲ議定ス

( ニ〉 正面 ニ「一徳一心」ノ文字 チ表示ス /v

訪日 宣詔記念事業賀行委員曾

コ下 、文字ノ大サρ 相笛遠距離 ヨ リ

墓見 γ 得 pレコト

( 三〉 背面ノ 一部 二露肇等 チ殻- 7必要ノ; 場

合員品質 ノ登 ｾｧ ニ 供 ジ 得 ｊ レ コト

( 四〉 建造物ノ 一郎ノ、記念陳列室 ニ利用 ジ

得 Jレコト

但 ジそ季ノ、 閉官官ス ルモ ノト仮定ス

( 五〉 建造物 ノ高 サノ、二 卜五米以上 ナpレコ

ト

第 三ヰ 募 集 ニ 附 ス J レ事項

四、熔募者ノ鈍図

日浦雨凶民トス

五 、募集締切期日並 ニ交付場所

際募 設計聞書 ノ、 満 洲 閣 新 京宮内 ｲｾｦ 内訪日 宣認

記念事業t I : 行委員合宛ト γ 、康徳 3 年 ( 11召利

11年) 12月25 日正午迄 ユ到着ス yレ秘提 出ス I V

コト

プ号、賂募者 ニ交付ス r 、当書類並 ュ岡町

くー〉 訪日宣認記念建造物ノ建築設計懸賞競

技貌稜

く二〉 訪日宣認記念建造物ノ建設敷地略国

く第一蹴岡〉

〈三〕 訪 日宣認記念建造物ノ建設敷地附近ー

般園( 第二被圏 )

七、募集依件 ニ閥スル書類ノ交付

I!f，!¥募セy トスル ;/!i >、康徳3年 ( 1I f，l利 11年 ) 11月

15 日迄 ニ住所職業氏名 チ明記 γ 郵券六銭チ 封

入ノよ満洲凶新京宮内府内訪日宣認記念 事業

資行委員合宛途付方郵{見チ以 テ申込ム九ジ

入、提 出国書

臆募者 ノ、左記設計固案及説明許 チ提出ス八 γ

〈一〉 配置岡( 造庭計輩 チ含ム 〉縮尺千分之

( 二〉 平面固く鍛府ノ モノノ、 各階卒面〉縮尺

百分之ー

〔三〉 立面図( 正面、nlll 菌 、背面〉縮尺育分

之-

( 凶〉 断面闘( 一面以上〉曲ri 尺百分之ー

〔五〉 透 税 園 ｖｾ ト マ ｙ 全紙大

( 六 〉 説明書 牟紙夕l大



九、書盛岡方法

( ー〉 園 面 ρ 却、 テ白色製聞広〈紙 〈約八O樋 x

一一O:f!m) =:. 単一黒色仕上トジ 、立商

圏 ニノ、必 ス陰影 チ叉遜税困 ニノ、 色彩 チ

施 スコト

( 二〉 寸法 ρ 「メー トル」法 チ用ヒ記入用語ハ

日浦雨語 ニ|浪 yレ

巳 ムチ 得スタト凶2Eチ使用 スル場合 円片

仮名 チ用 7 ，レコト

く三〉 園面 ］ 記入ス ル 寸法、面積等 ρ 総 テ ｾｴ

ノ位置 = 記入ス ルコト

く四〉 配置圃 ニノ、敷地境界線、建築外廓線 、

道 路、野外集合場、庭園等ノ 言十重ノ大

要 チ開示ス A γ

く五〉 透視阻 ニ於ク pレ盤 面ρ 建造物ノ北西隅

ニ接ジ且Y J Lノ;正面ト 三十皮ノ :角度 チ

保 旦ジメ兵ノ鋭［ｮ ｾ ＾、 建 造 物ノ 北 西隅 ヨ

リ七 ｏ 米ノ ｩ 医縦 二 γ テ 純 Ｚｮ ，ｾ ノ高サ ノ 、 三

米 トナスコト

( 六〉 設明舎 ニノ、左記ノ事長チ簡明 ニ記述ス

h γ  

( イ〉 陳列室ノ床面積

( ロ) 平面計l l i : ニ闘ス ル説明

ゃ っ 意 匠材料及構造ニ 闘 スル説明

( ユ〉 ｊＴ ノ 他特 ニ 説明 チ ｾスルモノア

ラノ、 ｾ ， ｾノ事ｾ

- 0、臆募者ノ匿名方法

園面及色噺 ニノ 、総 テ 署名ノ代リ ニ 暗 ｾｽｬ く 文字

ニ限 pレ〕チ各業毎ニ記ジ、別 ニ暗鋭ノ ミチ表

記セ Jレ甲封筒内 ニ腺募者住所、職業 、氏名、

( 共同際募ノ場合 ニノ、 ; u. : ノ代表者名〉チ

乙封筒内 ニノ、 賞選者ノ通知 チ受ク叉 ハ臆募園

祭ノ還付チ受ゲ A 当者ノ{ 主所 、氏名 チ明記セ

入 セサルコ干

一二、受付並ニ登銭方法

I ! f ! ¥募設計図及書類 ρ 到着服ニ依リ色袋ノ 1選外

部 ニ登録者二放 チ附 ジテ之 チ保管ス

一三、質疑舷答

質疑アル場合ρ 必 ス舎i J i i ニヨルモノトジ質 疑

ノ要惚及 住所 、氏名 予測記 ;;，t ?<，レ紙片 ト返 信

料郵券参銭干チ同封 ジタ ル書 面 ユ 「訪日宣認

記念 建造物建築設計図案懸賞競技質疑」ト 表

記ジ康徳3年 ( 昭和 11年 ) 11月30 日迄 ニ到着ス

ル絞常委員合宛途イ寸スA γ

一四、w. 募 ニ要スル一切ノ費用 ρ 賂募者ノ責措 ト

ス

第 凶 ヰ 審 査 ニ 附 ス J レ事項

一五 、審査員左ノ 如 γ

( イロ ノ、順〉

審査員長 関 米 軍 参 謀 副 長

今 村

審 査 員 南満洲工業明門1 事校長

岡 大

同 凶 毒 事 院 総 務 総 次 長

面11
1

吉 正

同 生幸終需品局長工* 博士

笠 bi{ 敬

同 新 京 特 別 市 長

jtjt 雲

|司 関 東 軍 第 三 課 長

竹 下 義

同 工

*  

w  士

武 間 五

l司 主査終需品局後絡 E区長

内 藤 太

l司 工 脅さ 的 士

F 利

均

路

"

K

H

 

】

H

M

H

1':皆

日女

同

t

 

F
M

M

 

pレ紙片 チ封入ス 佐 E

甲及乙封筒 ρ 委員合 ヨ リ交付セルモノ チ使用 一六、腹募図案 ユジテ;!i il t!各自Jt ニ該蛍ス pレモノノ、

ス八ジ 無効 トス

前記住所 、氏名 ニ災動 チ生ジ? < ，レ場合 ρ 共ノ ( ー〉 他人ノ ;志匠 チ禁11俗セリ ト認 メタ Jν モノ

者s皮書面 チ以 テ'[o. 委員令宛通知スルコ 干此 ノ 〈ニ〉 本規程中重要事項 =主主反セリト認 メタ

場合封筒表ニρ 宛名「賂募者住所( 氏名 〉鐙更 Jレモノ

遜知」 及 暗就ノ ミチ記スルコト 一七、際募者 ρ 審査 ニ劉 ジ異議チ 申立 テ叉 ρ 説明

一一、包装並=主主イ寸方法 チ求ム J V コ下 村喜ス

際募設計園案説明啓及甲乙封筒 ρ 必 ス一括 ジ 一入、開封方法

テ特 ニ堅牢ナル容務 ニ納 メ、厳封ノ 上宛名、 目伝募園舎ノ容器 ρ 審主主ニ先 手審査員一名以上

賂募者ノ暗紋及「胞募図案」ノ ;文字ノ ミチ 明記 立令ノ下 ニ之 チ開封 γ 設計図案、説明持及甲、

ジ主主イ寸ノコト、他 =- - -t) J ノ;文字記紋ノ類チ記 乙封筒 ユ 夫々容 器色袋ノ登録祷披 ト Ａｊ ｾ ナ， ｽＯ 同
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ーノ ;番務手記入ス

一九、甲、 乙封筒ノ開封

( ー〉 甲封筒 ρt吉選、若 ノ、選タト佳作 ニ決定 セ

ルモ ノ ニ限リ審査 只一名以上立令ノ下

= 共ノ決定 下問時 三之 チrm封 V 共ノ他

ノモノノ、密封ノ! 長之 チ被通知ボ ニ返 還

ス

( 二〉 前選若 ク戸 惑 外w作 ユ決 定セ Jレモ ノニ

ジテ甲封筒 l均二住所 、氏名 チ明記 セル

叩紙片 ノ封入 ナ寺モノ F J L ノ賞金チ 交

付セサ pレコトア Jレ八ジ

く三〉 ＿吉選幸 ｾ Ｉｊ Ｎ＾、 選外 ＱＱ 作 ニ 該Ｇ ， ＺＺｾ ｩ セ ｰ ν モノコ

γ テ乙封筒内 ユ住所 、氏名 手明記 セ Jレ

乙紙片 ノ; 封入 ナ寺モ ノ円前・委員合 ニ於

テ 賂募闘案並 ニ ザ明 ｩ 手 通 Ｇ ｉ ￬ ｾ［ ュ ｊｴＦ 分ス

第五ヰ賞金共ノ仙ニ ｉｾＯ［ｉ ス ｊ レ 事項

ニ ｏ 、 岱選 者 二 ｾｴ γ テノ、 左 ノ ｦ ＧｩＮ 金チ呈ス

一 等賞 金差益千 四 一 名

一等賞 金 武 千 四 一 名

三等tt 金安千凶宛 二 名

選 外 伎 作 金武百四宛 若 干名

二 一、審査ノ結果決定セル入1.' i :名ー兵名 ρ 康 徳 4 正1三

。昭和 12年) 2月20 日迄 ニ之チ 満洲凶政府公報
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及ヒ主 ナ ｊｖ 目減爾来 ｉｩ聞 紙 上 ニ 唆表 ｶ 且 Ｃｬｩｾ 選者

ニ通知 ス

ニ二 、賃 金戸入賞者ノ授表後 ＳＰ 日以内 ］ＧＭｾ ｾノ胞募

者 ニ交 付ス

二 三、際募者ノ死亡尖 ノイ也 ノ事 由 ニ囚リ本人 =- 11:

金チ 交付 スルコト 古炉 、ＱＩＭ， レト 寺丹 治委員令ｾＺｴＺ

ノj怠置 チ決 定ス

一四、償法及選外佳作 ノ設計園案 = 闘ス pレ一 切ノ

椛手 ｉ ｊ ノ、 無償 ニテ Ｇ ， ＺＺ ｾ ｩ 委員令 ノ所 有 ］ 姉 ス ｊ レモ ノ

トス

Ｇｻｾｩ 選 セサ Ｒ レ 闘手ｽ ＾、 Ｇｧｾ ［ 委員令 ノ費 用 手 以 テ 被通

知名争ニ返 還ス

二 五、際募園奈川審査 終了後全部叉 ρ - iil¥チ暗紋

ノf選公開展覧 ス yレコトア l V'''' ' ' ' '"V

一六、工事ノ究施 二信リ テρ 岱選図案ノ設言1- 7- 主連

ｊｬｉ Ｇｬ 叉 ρ 共ノ全 ｬ［ ｲ ｜ｾ ま 伊 ρ 一 昔日 チ 採用 セサ ｊ ν コ

干ア ｊｖｾ ジ

二七 、目悠募者一円 胞募図案 ニ掬 γ 審査員ノ持導叉ノ、

計I助 手交 )J ，ν コトチ 得 ス

一入、治委員令 ノ、 J ! f f i 募岡持ノ保管及返還 ニ闘 γ 充

分 ナ か す主芯Ｎ チ 匁ス モ 前 ー ノ苓 ｜ Ｑｴ Ｚ ニ 釣 γ テノ、 ｾｾ

ノ賞ニ任 セス

成徳三年九月

t. .: ).. ゆ

.  
・、



:  ＺＯｽｕ 香 Ｚ主主 義 ＨｾＺＺＺ

舎 ( 第 18回〉

Ｑ Ｐ 月 Ｕ ｛ Ｑ 午後 Ｖ ｕ 寺 ｾ Ｘ 時

建築材料陳列場

理 事 片 岡 令長

常 務 l波口主記 、中西主記 、内藤主記

加問主 計、清水主計 、新名編輯

堀口編輯

務常

時

所

出l市名

都 市 計 肇 委 員 舎 ( 第9回】

知

井

田

l

i

i

 

一肌

ホ

ゴ

!

Ｙ 月 ＮＲｾ ， 日 午後 ＶＱＱ 寺 ｾ ＸＱＱ 寺

協令f具梁i 'm室

委員長 応

幹 事 力fl

委 員 総

フE

ト

「

長

ト

r

-
3

・

7

吋

i

m

4
プ

ゴ

I

日寺

所

出府j 名

ib-

秋季大令に闘す るイキ

闘凶風* ' 手，・調査報告書に闘す る件

住 宅に闘 する 単行本授干I1のイキ

4.  床板加工品規総統 一に闘する 件

5.  "行手1] 1. 2年度牧支鼠算編成に 闘する 件

6.  評 議員令並に通常総合開催に闘する イキ

古雑誌民主分に闘する 件

合 tJe滞納4首長置に 闘する 件

細J l I J- 昔1; 改正に闘する 件

内務省内部市研究舎に鈴し 雑誌交換方要求の

件

11 懸賞' 募集設計図案規程在合誌に無料掲載の件

12. 合員詮衡

報 告

!. 9月分令計報告

2. 電気熔接講座開催のイキ

5義

3.  

2  

協;議義

1  全|凶週古郁1> 1市Ii " 是題E千合F;議義針占総忠 f合:干7に提 H出iけ》寸寸f一ぺ ;吾)-1¥砂研u汗1汗fり)'c: il 題

の統 治報 告

2.  次回 よリ 審議 すベ告 砂f.'l 'E1・題 「昔1I 市| 幼空法 ご

その 内容」

7  

B  

9  

10  

舎 〔第 13回〉

Ｙ 月 ＲＴ 日午後 ｮ 寺 ｾ Ｙ 時

建築付料陳列弘ー

委員長 高 橋

幹 事 松 久 保

委 員 楠 瀬、

道 困

員委料材

時

所

出! 市右

問

協 議 事J頁

1  常務合 よリ 附託わリし床板加 工 品規絡案に つ

ミき百汗討す

作

建築ニ閥ス J j . . ' 電気熔接国車産

10月5 日~悶 10日

大阪府立工業奨蹴自官

官主気熔接概論

大 |仮帝国大撃助教授 附

危気熔接建築設計法及 法規

大阪府建築技 師 浅

電気熔接施工法

松尾鍛骨橋梁株式合批技 師長

開 場

激化委員令委員長 永 津

編 輯常務Aft 問委員合委員

堀

篠

伊

賀氏

一兵新

同

野

時

時

務自市

曾 ( 第6 回〉

Ｙ 月 ＲＵ 日午後 Ｖ 持 Ｓ Ｐ 分 ｾ Ｙ 時 Ｓｃ 扮

協合倶楽部室

幹 事 松

委 員 板

協議 事項

1. 防火地図完成促 進に闘す る建設の件

!  大阪府、 京都府 、兵庫燥に於げる 建築統計に

闘する 件

問津

員

井

弁、

委告リ法

時

rfr 

出席者

9月.28 1:1ｌ ｦ 二 後 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾ Ｑｏ時 Ｓ Ｐ 分

建築材料!旅ダIJ}J .，j

幹 ＮＧ ｊｾ 松 久 保

委 員 楠 瀬、

協議 事項

1. 床板加工品規絡統ーのイキ

樹氏

一兵

茂

毅

舎 ( 第 14回〉員委料材

時

}fr 

出席- r .

兵

氏

兵

吉

郎

治
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基

太

恒

口

原

市

米

問委員令幹事

問委員合委員

l ' r行委民

|湖
-
・

同



詩、記事申込人員 安 部 恒夫君 京成|亙腹見 I1I f554 ( 株式令批大林

合員、賛助長

令 員 外

撃 生

56名 手旦〕

68名 j 弁 上 正男II 明市南三岡 ".T l i lllfl ノ 12 田淵雷泊

12名 方( 堺市役所土木部技術課〉

源議出席人員 弁 上 芳夫万 堺市錦之 IlI f >l i  1丁 19 木 村六三日11方

10月 5 日

10月 6 日

10月 7 日

10月 8 日

10月 9 日

121名 〈芝辻建築事務所〉

121名 石井 長 夫i 干 兵庫j係武庫郡 甲点村 一旦山日 生恰

109名 ;  楽活: 内 ' 日本生命保険株式令長上〉

112名 大岩 近入必 尼崎市今踊太田 l 地〈株式合雨土木 村

104名 組3

時

所

10月 10日 78名

〈内容合誌9月盟主に掲 紋〉

常 務 舎 ( 第 19回〉

ＱＰ 月 Ｑ Ｙ 日午 後 Ｕ 時 Ｑ Ｐ 分 ｾ Ｘ 時

建築材料陳列場

出席者 理 事 片岡令長、安 弁訓令長

常 務 阪口主記 、中関主記 、内藤主記

作問主計、清水主計、新名 編斡

島田編輯、 本多編輯、姻 口編斡

議 事

1. 昭和 12年度l波支議主主のイキ

2. 評議員合開合 日及通知案の件

3. 細川 一 昔 ￟ｾ 更に関 する 件

4. i 建築さ枇曾J 建築皐研究」 康管料金値上 げの

件

5. 建築撃舎へ映畜「愛の設計岡」貸奥に 闘する イキ

6.  特殊建築物規則に掬する講演合の件

7. 建築事舎内建築統計聯合委員舎に 掬する 件

8. 設備委員合より 媛房設備研究尉 昼食 支出要求

のイキ

9. {具i礎部室幹事長よリ 観劇合補助 金支出要求の

件

10. 小坂住宅地見接合開催のイキ

11. 秋季大合着陸行取止 め合告の件

12. 枇園法人日本倶楽部よ リ令官事寄贈方依頼の件

13. 合艮詮衡

報 告

1. 電気熔接講座終了報告

2. j 質業教育振興に闘する念見報告舎の件

• 
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曾 員 動 静

入 曾 者

員

凶方 哨liI lkl

瀬川 久対Ui

多 聞久 ｾｾ .• R  

谷 幸三郎府

中島 喜卒宕

京都市伏見l孟深草よ桜縄 Ilf f 10ノ9

( 凶方工務所〉

府下布施11f T荒川788( 粉、王む令民t木 村

k;[l )  

住吉 l亙小坂 II If 2 ノ96 株 式合札木村

組〉

旭区五li生 III T似 o(株式合肩上木 村正且〉

閥)&' I孟松原通2 ノ24( 普遜賛助長よ

リ純格〉

布 谷 辰雄君 北区南同 心11I f2 ノ 19( 株 式合枇木 村

組〕

根津 感三主主 天王寺l孟石ク辻 Ilf T82岡本方 L株式

令 j枇木村組〉

久 田 良吉沼 住吉|亙旭 11fJ2ノ 10菅源之助方〈株 式

合枇木 村組〉

牧 善 弘君 天王寺底勝山逝3 ノ29( 株式合 Jil 上木

村組〉

坂本美太郎君 普逝賛助員 より事事格

地 方 曾 員

和 田 盛 郎君 兵庫j係印南郡東紳吉村紳吉〈 自修〉

白 川 清君 点京市杉 並|亙天沼3 ノ747 ( 石本建

築事務所〉

中 村 細 君 名古屋市点l.lli閃代町坂よ65

( 都市百十重愛知地方委員千円

特 別 賛 助 員

策 木 文雄君主 凶l孟京 IlI f堀上通 l ノ33京 Ol f ピ ル31渚

( 日本セメプト 防水郵l製造所〉

前島篤三郎君 住吉区北国主盛岡]"27 ( 1=1;本セメゾ ト

防水型! l l 製造所〉

盟問啓之助君 住吉庖松崎町 l ノ47( 日刊工業新聞

j枇〉

水深 正清宕 天王寺l垣勝山泊 1ノ213 ( 第 一相互

住宅株式令請土〉



普 遍 質 助 員 問中光治君旭区上辻i O J 299

桑田美代治君 佐賀市赤松111)"35清水組作業所( 合 間橋作太郎君 京都市 F鴨上河原町29

資千平批ii !; 水組九州支};! i ) 池悶 忠治君 東京市京橋区銀座西7ノ6 ( 池悶建

椛 議 貫君 佐賀市亦松日1f35ii!i; JI( 組作業所 〈合 ; 築工務所〉

資令肩上清水組九州支};!D 。 井俊 五一沼:- * 成|亙中 川町468 ( 電天王寺2688)

桜 井 督 卒 君 尼崎 市西御図 111)"20く自修) 設 楽 貞 雄 宕 東京市凶谷|豆大替問戸7紳尾武雄方

三岡 鶴佼忍 天王寺|孟民法院IlI f9 1( 臼倍〉 涜 - ｦｩｾａ＠ 名古屋市止と隠深閑 11fT!ノ 6太平アパ

山 崎 茂沼 兵庫j係武庫im瓦木村 F 瓦林凶 ノロ ー 干

181 11白痢lk:ll )

退 曾 者

曾 員

橋 間 昇主主 山崎 ｰｾ［ｾ 幸夫ｹ，Ｍ 111下 fft 男宕

地 方 曾 員

金子 二郎君

事E逼 貸 助 員

荒 木 大 作 君 石田 幸正義g 大島屋哲三若

奥 野 正三君 結 問 文 雄g

輔 居 韓 勤

唱E 員

t稲 田 塗 桟君 北 庖北扇111)"56市設共同宿舎内

竹 本 節三君 西淀川匝佃J i 汀 126ノ2新野溢五三fil l

方( 大阪府修繕課〉

外村房太郎君 府下型能郡ｾ 津 村北協 ーアパ ート

児島春太郎君 西淀川区姫島J i IJ5Q5 姫島小型昼校増

改築工事場銭高組詰所

出崎 四郎君 榊戸市市中戸庖元 III J 逝5 ノ208

村 井 準君 住吉広松崎町 l ノ53 Ｑ 富士＾ｾ : / γ ョ

y 内

波 漫 卒君 松江市殿IlI f 43日本銀行松江支庖新

築工事場 清水組作業所

大深 幸平沼 {主計区住吉町 1180

黒熊 春己君 住吉匿松虫通3 ノ74森本方

南 喜 巧お 大分県率、鶴崎10J 朝l場館内

増 田 建百J..(寺 岐阜j係加茂郡関白 川村字河妓河合

勘十Hl I:;Ii

地 方 舎 員

宮本市之張主主 堺市北三凶ク丘111[45

岡中 四U[ I君 示11
1戸市須磨区月見山 l

ノ“

菊 池 辰 禰草寺 呉市亀山町26ノ2清水組1:1¥張所

友 回 議君 * 京市麹町医内 山下町 l ノl 来拓ピ

ル3 17貌

橋 本 竪 治 君 山口勝、岩園 l可字錦 見 147 1

村 岡 俊fil l君 大牟岡市栄町 2 丁目 三池土木株式

合 枇

大坊突を助君 住吉庖昭和 10r来3 ノ7

普 渇 麓 助 員

商 江 溌主主 朝鮮清津府 議IOJ 6

川 岡 昌雄君 山口j隊防府市中 岡村 1374

鈴木秀次郎君 京都市左京医問中野紳町26ノl

谷口 利常君 京都市伏見区御: 総館町9 1伏 見高等

ィ、準校内鴻池組作業所

喜多川底T次君 旭区上辻岡J 299糟谷謙三方

布 図 善二君 名古屋市東底田代町字安閑24

石原佐津喜君 商淀川底i南江本通 l ノ49
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輯

書量

編

後 記

。永 深 毅一先生に承れ11f9li 進 国 に於て 11 、冶名

な ｆ￶ｰｰ･ ｬ 欲 筏の カ撃 の 議 Ｎｬ ｈ ｬｦＺｾ 行政名 で 、 こ

の蚊名 に針し、熱心に講 じ、叉数人が 熟ひに墜ん

でゐるさま 11丁皮我閣の昔 の私叫に て 、波書匹在，

号喜んでゐ 1: 有 伐に似 てゐ るさの !ji である。かく

考 へる時に我が凶の建 築 試が 、芯; 匠計Jil J方而、総

主主カ祭方官ii 共に必修して、中 等工業に於てもよイZ

静 定 俄造物 の攻論た教へ 、叉その演習 1，l?課す る

我凶、建築家の素 養 11すば らしい ものである 0

. 計算賀務方面の進歩 l主主r*ff-法 L苦しく 進歩

しれが 、 今 ＱＱ 締役解法 が ｾ達 しれので 、 ーラ ﾭ

_，I y の解 法に 11*見WJ 的不規則的 にか 川t らず、

f可の普も なくさげ るや うに なって 、聞各tr.:法 11最

早 教へ 、"*} ぶの必要なくなっ1: 。

ｾ Ｏｊ くの 主 ＱＱ く 総 主主 計算方市 ｻ の 段違 す るにつれ 、

志; 匠も主にする 人三計-3t 1J?主にする 人 吉本目わか

れ て しまって 、 これ等の総合的の人 11t圭膝俊二

氏 わ1: リ1，l ?終りさ 、するのです正いかさ 考 へら れ

る。かくして意匠方 面の人 11文与さ昔日の史按美墜

さ よ り 近接 し 、カ皐方面 の 人 ＱＱ 上水号匹、機械ｾｽ

の方が 、建築撃の;意 匠方面 ょリ L より 近 援の感

たい?ごか しめる やう じ きへなつ?二。

。然 し、意匠計車IJ 方面の人 々 l， t¥'i; 造計算方面に

無閥心で はいけないさ 忠ふ、従来永 〈格へら れ

ながらま に貨J 見の 11 こぴにい7、ら ぬ雄築士法案

の 主 Ｑ Ｑ 告も 、建築 家 の 機 ｾ計算家方 面 の 素 ＳＲｺ た 強
制 し、人の生命、財産の保滞在I H' る人 さして

迩動す ろな らば 世人 の家主，住くこさが 出来 、該

法案が早 く通過するのでないか さ思 ふ。

。 か k ろ意味 L あ リ、機途方面の特斡 L立r*少

かつれので 、編 輯73; 番であ る巾;11・新一郎氏 さ花

が立案、編統合の賛成 1t*，!¥-C、本協の如 吾惚裁

のものがよI:'， JJ::1: のである 。

. 本政に於て111:1品主主計算に 1ftする 概論 、土 のカ

接、木造 、鍛骨造 、餓筋 コゾゲ リート迭 さ各構

成朽 のこ ｉ ｾ 鴎 Ｑ� ｾ 専 ＱＺｴ ｪ ＭＧＺＱＱ 執筆ＮＮＯｳ に 釣 し ｮＺ く 感謝 の
意た表す L のである 0

・ この外、本誌飯島氏の文に L炎ばれ てゐ る。

資際建築物 ( 主さして不規WJなしの〉の計算 I!t

ifl j i i 六積登載の政定 であっ1: 百号、積々 の閥{ 系で

次 の機 f干に延しに。

。先円 、坂 、柵橋雨先生の御認か承 るに 、建築

の術主宣言 l-tr.:ffi: 11 、土木家か ら橋むたの設 計、計算

Ｑ ，ｬ＿ ｲ｛ｾｉ 伐 し 、少 くさ ｌ 市 街 地 の 橋汲 ＱＱ 我々建築家
の手 l二よって設計、計算且施仁主主し1:" 、もので

ある。さの せ玉。かくすれば建築家の分野 も、建

築 の濠tt l， -"1成り 扱 張 け しろtji ｾ＠ 1吉ずる。

. ヲ民放 11各委員千? の報告集苫する 後定である 。

く10月2 8 日 甥ロ甚吉 ｾ ｅ す 。〉

建 築 芭 枇 曾

第 19輯第 11 披

毎月 l 図1日 毅 行 定 僚 1加 50銭( 郵 税 2 銭〕

12加 6 困( 同 24 銭〉

昭 和 11年 10月25日印刷 昭 和 11年 11月 1 日後行

後 行 ・ 編 輯

印 刷 人 小 板 常 男

大阪市北底朝日ピル日本建築協合内

印 刷 所 大 石 堂 印 刷 所

大阪市北匝玉江町 1丁目 11番地

置 を 行 所 想 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島3 ノ 3朝日ピル

電話長 i ti:粛( 23) 4501香くの

鋸替 口座宍2反39975苦手

締約販責底 柳 々 堂 書 庖

大阪市西区京町堀羽子板橋西

電 話 土 佐 堀2判。呑

結替 口座ヲミ阪2084香

禁 時 載

本自Jt に掲載 ぜる ものは 、一切こ れら無断 にて

鱒載し叉 t: t 単行本によ梓その他の複製行匁ら

なすこさた禁す。
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表 紙 3 I  1 頁 l 回 I 45・∞

表 紙 4 I  1 頁 l 回 I 80・00

建築事務 所銭 I 1 欄 I  1 回 1. 叩

( 喧築刷照章者案内) I  1  欄 I  1  回 5.∞ 

康管掲載御申込t: t 本合直接願び ます。

本誌購読御注文はすべて前金で本合直接叉t:t

特約盾へ振替貯 金 叉 t: t ; i 事替て御梯込や願 ぴ ま

す。郵券代用 t: t 一割増 、代金 引換はお断り致 11

します。 ｉｾ＠

ｷ 、ｾ 、ｾ、 内ｾ す 匂司、ｾ、ｾ、ｾ、ｾ、ｾ
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7  ji!! li 骨子株式合員上・H ・H ・..……・・・…… -… … … 一26

朝日建材株式合枇… … ・… ・… … … ・ ・・ 表紙 2

阿部鍛工，; r . ..ー ・・・…一 一 ……・・…・・… ・・ ・・. 47

浅野スレート株式cill'"枇… .. .・H ・......・ H ・. . . … 21

浅海商干す・・・…・…………・…. .. .. ・H ・- …・…・30

有閑製| 均所一一… 一・… … … … … … ・… … … 14

4  岩元工業級王 ｉＺ￬ ｾｲ 批ー……・… ・ ・・ -…・・ ・・ 30

伊森元商庖… … - … . .. . .. ..・ H ・- … ・・…・・・・. 28
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オ 大阪窯業セメ ν ト株式含枇……・・・・………中指
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大阪組立 コ: / I J Y ート製作所… ・… ... .... ..... 40

問問建材底… ・・ … ・・… … … … … ・・・ ・・・… . 50

大野製作所一・………・…・・ ・・…・・・……前附 1

奥村重兵衛商底… … … … … ・・・… … ー… ... . .. 32

カ 閥械化与さ工業株式合枇・・ ...... ・H ・. . …・… ・・表紙 4

キ 綱同商合・・ ...・ H ・.. ... .・…・- ………… … .. … ・・ 20

協和製作所・・…・ ・・……- …. . . . ・H ・........・ H ・. . .39

ク 黒 川 化 努工業所・ H ・H ・.. .一… ……. . ..・ H ・.. . . . . . . . 23

久保商底… … … … ・… ー ・…・…・・ー... . …- … 39  

ケ 建盛 商 合 … - …・…… H ・H ・-… ....・ H ・...... .. ..・ ・4 3

コ 後藤商広… .. ...・ H ・... .. .. ・・ … ・ー・ー・…… … 28 

国際建築協合… ( 幽際建築住宅岡集〕 ・ … . 8  

金剛商合 … ... ・H ・. . …・・……・・…・・……一 19  

サ 佐波島西活・ ・・・・ …  ・・・・・ ・・・・・…・・・・・・ 46 

佐久間 バプコ工業株式合枇… ・… … ・…・ 51

坂本商合大阪支底- ・……. ..・ H ・.... ・H ・. . …・…・ 33

坂田ペ y チ レ - ( . l - 製作所・ H ・H ・. . …一 ... .. .. .. . 42

ス須賀商合… . . ..・ H ・・…・ ・… … - … 一 ....・ H ・4 8

セ 政正合資合枇…・……・ …・・・ … -… -・・・……・・・・4 1

清 光 枇 … ・・…………. . . . ・ H ・.... .. ..・ H ・. . . … .. 4 2

ｾ＠ 岡島勝、用化撃工業所大阪支j苫. . . ・H ・- …. . 前[ qJ t 4

大和工業株式含制ンいH ・H ・. .. .. …- … ・ … 9. 10. 11 

大洋組主主材部…. . . . .…. . . .，. ... .…・・・・・.. . . ... ...・・・ 18

プミ ｷ キ公式 ｦｲ ｊｾ ｩ ｾＮ 一一 Ｍ …ＮＮＮ・ ｈ ・ＮＮ … ・ … ・… ・… … 14

ダシノロップ議議株式合風土…・ ……・・ H ・H ・.. 中指

1'11村If司令ー- … … … ・ - … .."......... .・H ・.. .45
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